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1.1 事業の目的 

公共建築物等木材利用促進法の施行以降、木造建築の設計者の人材確保・育

成に向けて、各団体が設計者を対象とした講習会を実施し、中大規模の木造建

築物に対する取組みは増えつつあるが、建築主や設計者がS造・RC造と同様に

木造を選択肢とすることが少ない現状から、更なる取組みが必要となっている。 

このような現状の中、S造・RC造を設計している設計者は、中大規模木造の実

務経験を積む機会が乏しいために、中大規模木造建築に特有の設計方法の知識

が不足している。そのため、中大規模木造建築の設計法を解説することを目的

とした講習会の実施が必要である。また、建築主に木造を提案できる設計者を

増やすことが急務となっている。 

本事業では木造建築に取組もうとしている意匠設計者・構造設計者を支援す

るため、講習会を実施し、人材育成を行う。 

 

1.2 事業の概要 

『木でつくる中大規模建築の設計入門』講習会では、意匠設計者向けとし、中

大規模木造建築の設計プロセスと手法等の解説をとおして、建築主に木造を提案

する設計方法を習得する。 

『木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き』講習会では、構造

設計者向けとし、中大規模木造建築の構造設計を行う際に留意すべきポイント等

の解説をとおして、中大規模木造建築の構造設計方法の理解を深める。また、今

後各地域における中核的な構造設計者として、木造に関する相談を受け、講習会

で講師を務めることができるような人材となることを目的としている。 
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2.1 実施内容 

 

2.1.1 実施体制 

講習会の企画・主催は、一般社団法人木を活かす建築推進協議会が行った。 

 講習会の運営協力は、特定非営利活動法人木の建築フォラムが行った。 

 講習会テキストの協力は、公益財団法人日本住宅・木材技術センターが行った。 

 

2.1.2 実施計画 

(1)講習会の実施方法 

当初の計画は、対面講習であったが、新型コロナウイルス感染症の増加によ

り、動画配信システム「クラストリーム」を活用したオンライン講習により実

施した。 

※クラストリームの主な特長 

○録画した動画やライブ中継による動画配信 

○視聴はマルチデバイス対応（スマートフォン・タブレット端末でも可能） 

○会員制など視聴者を限定した動画配信（視聴には、IDとパスワードが必須） 

○外部漏えいリスク対応（SSL対応、暗号化など）。 

 

(2)配信日時 

○『木でつくる中大規模建築の設計入門』講習会 
 

 開催日時 

第1回 12月9日（水）9時から17時30分 

第2回 1月20日（水）9時から17時30分 

 

○『木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き』講習会 
 

 開催日時 

第1回 11月25日（水）9時から17時30分 

第2回 12月17日（木）9時から17時30分 

 

2.1.3 講習会の内容 

(1)使用テキスト 

○『木でつくる中大規模建築の設計入門』講習会用暫定版テキスト 

（公益財団法人日本住宅・木材技術センター発行） 

○『木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き』講習会用暫定版 

テキスト 

（公益財団法人日本住宅・木材技術センター発行） 
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(2)講習項目 

○『木でつくる中大規模建築の設計入門』講習会 

受講対象者は、主に意匠設計者。 

講習は、中大規模木造建築の設計プロセスと手法等の解説をとおして、建築 

主に木造を提案する設計方法を習得する。 

項目 講師 

第1章 概論 

・中大規模木造建築物をめぐる最

近の動き 

・中大規模木造建築物の種類 

・中大規模木造建築物の設計での 

留意事項 

東京都市大学 

名誉教授 
大橋好光 

第2章 設計プロセス 

・計画要件の確認 

・事業体制づくりと情報収集 

・事業スケジュールの立案 

・事業規模、予算の設定 

・構造、工法の選択 

・プランニング 

・構造計画、設計 

・防耐火計画、設計 

・音環境性能の計画、設計 

・省エネ、温熱環境性能の計画、 

設計 

・耐久性能の計画、設計 

・木材、木質材料の調達 

・木材加工の検討 

・木造工事の監理 

・維持管理の支援 

株式会社 

アルセッド建

築研究所 

大倉靖彦 

第3章 木材・木質材料 

・製材、木質材料の種類 

・製材の品質基準 

・各種木質材料の品質基準 

・接合金物の種類と規格 

・中大規模木造建築物用構造材の 

乾燥と加工 

・木材の流通と調達 

・法令等による基準 

東京大学 

大学院 
青木謙治 

第4章 防耐火設計 

・建築物の用途別の防耐火構造 

制限 

・法令で要求されている性能等 

 

桜設計集団一

級建築士事務

所 

安井昇 
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第5章 省エネルギー設計 

・省エネルギーの概要 

・断熱性能の向上による外皮性能

の変化 

・設備設計のポイント 

国立研究開発

法人建築研究

所 

赤嶺嘉彦 

第6章 耐久設計・維持管理 

・木造建築物の耐久性 

・木部への水分等の作用（浸入）を

軽減するための構法上の留意点 

・木材の耐腐朽性を確保するため 

の留意点 

・木材を現しで用いる場合の留意点

・建設時に設定した耐久性を維持 

するために必要な維持、保全 

宇都宮大学 中島史郎 

第7章 計画の基本事項 

・中大規模木造建築物の防耐火種 

別毎の計画概要 

・中大規模木造建築物に関わる構 

造基準 

東京大学 

大学院 
稲山正弘 

第8章 計画事例・1(その他建築物) 

・実際の事例で計画プロセスを 

学ぶ：3階建て事務所建築の場合

・実際の事例で計画プロセスを 

学ぶ：2階建て学童施設の場合 

一般社団法人

中大規模木造

プレカット技

術協会 

藤田譲 

第9章 計画事例・2(準耐火建築物) 

・実際の事例で計画プロセスを 

学ぶ：2階建てホテル建築の場合

・実際の事例で計画プロセスを 

学ぶ：2階建て保育園型こども園

の場合 

一般社団法人

日本建築構造

技術者協会 

桐野康則 

第10章 枠組壁工法による中大規模木造建

築物の計画概要 

・中大規模木造建築物の企画 

・中大規模木造建築物の計画と 

設計 

・中大規模木造建築物の工事監理 

金沢工業大学 佐藤考一 

第11章 CLTによる中大規模木造建築物の

計画概要 

・CLTの仕様 

・構造計画 

・CLT工法の耐久性確保 

一般社団法人

日本CLT協会 
中越隆道 

※講義途中でライブ配信による質疑応答の時間を設ける。 
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○『木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き』講習会 

受講対象者は、主に構造設計者。 

講習は、中大規模木造建築の構造設計を行う際に留意すべきポイント等 

の解説をとおして、中大規模木造建築の構造設計方法の理解を深める。 

また、今後各地域における中核的な構造設計者として、木造に関する相談 

を受け、講習会で講師を努めることができるような人材となることを目 

的としている。 

項目 講師 

第1章 構造設計の考え方と適用条件 

・構造計算ルートと法的位置づけ 

・適用範囲と構法の概要 

・構造計画と構造設計上の注意点 

・構造計算モデル 

東京大学 

大学院 
稲山正弘 

第2章 

2.1 

使用材料-1(軸材と面材) 

・構造用製材 

・枠組壁工法構造用製材 

・構造用集成材 

・構造用LVL 

・木質接着成形軸材料 

・木質複合軸材料 

・構造用合板 

・OSB・MDF等木質系構造用ボード 

・無機系ボード 

・CLT 

国立研究開発

法人建築研究

所 

槌本敬大 

第2章 

2.2 

使用材料-2(接合具と接合金物) 
・釘接合 
・ボルト接合 
・ドリフトピン接合 
・ラグスクリュー接合 
・木質構造用ビス接合 
・ラグスクリューボルト接合 
・メタルプレートコネクター 
・ジベル類 
・タイダウン金物 
・グルードインロッド 
・継手仕口接合 
・アンカーボルト接合 

株式会社 

木質環境建築 
川原重明 

第2章 

2.3 

荷重・外力の算定 

・鉛直荷重 

・風圧力の算定 

・地震力の算定 

ハフニアム 

アーキテクツ 
福山弘 

第2章 

2.4 

横架材と柱の鉛直荷重に対する断面

算定 

・鉛直荷重による横架材の曲げとせ 

ん断に対する断面検定 

・柱の座屈と面外風圧力に対する断 

面検定 

5



第2章 

2.5 

耐力壁の構造設計方法 

・耐力壁の面内せん断性能 

・面材張り耐力要素の詳細計算法 

で用いる釘配列諸定数の計算 

・面材張り大壁の詳細計算法 

・面材張り真壁の詳細計算法 

・令第46条関連の計算 

・水平力に対する耐力壁の許容応力 

度計算 

・水平力に対する耐力壁周辺の軸組 

部材の許容応力度計算 

・水平力に対する耐力壁柱頭柱脚接 

合部の許容応力度計算 

株式会社 

エヌ・シー・エヌ 
小谷竜城 

第2章 

2.6 

水平構面の構造設計方法 

・水平構面の面内せん断性能 

・面材張り床水平構面の詳細計算法 

・面材張り勾配屋根水平構面の詳細 

計算法 

・水平力に対する水平構面の許容応 

力度計算 

・横架材接合部の引抜力に対する許 

容応力度計算 

第2章 

2.7 

木造ラーメンの構造設計法 

・木造ラーメンの構造特性および構 

造計算とモデル化の基本遵守事項 

・本書で扱う2つの構造検討手法に 

ついて 

・引きボルト式モーメント抵抗接合 

部の構造設計法 

・鋼板挿入ドリフトピン式モーメン 

ト抵抗接合部の構造設計法 

国土技術政策

総合研究所 
秋山信彦 

第2章 

2.9 

木造トラスの構造設計法 

・木造トラス梁の設計法 

・木造トラス梁の設計例 

・引張力を負担する斜材を丸鋼とし 

た平行弦トラスの構造設計法 

樅建築事務所 田尾玄秀 

第2章 

2.11 

燃えしろ設計 

・関係法令 

・燃えしろ設計 

・接合部の防火措置 

株式会社木質

環境建築 
川原重明 

※講義途中でライブ配信による質疑応答の時間を設ける。 
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2.1.4 広報及び申込みの実施 

(1)広報 

「一般社団法人木を活かす建築推進協議会、特定非営利活動法人木の建築フ 

ォラムのホームページへの開催案内の掲載・メールマガジン・ちらし配布」、 

「公益社団法人日本建築士会連合会及び一般社団法人日本建築構造技術者協 

会の会員へのちらしの配布・メール」、一般社団法人JBN全国工務店協会のメー 

ル、一般社団法人中大規模木造プレカット技術協会のメール配信協力等によ 

る広報を実施した。 

(2)申込み 

受講料は無料。ただし講習会用暫定版テキストは有料。 

申込みは、申込書をメール添付またはFAXにて申込み。 

申込書受理後、特定非営利活動法人木の建築フォラム事務局より、受付完了、 

送金方法の連絡をする。 

受講者は内容を確認後、テキスト代の送金を行う流れとした。 

 

2.1.5 運営概要 

事前収録した講習動画とZoomでのライブ会議を組み合わせて、ライブ配信を行 

った。受講者には、それぞれにIDとパスワードを発行して入退室のログデータの 

取得を行った。 

入室できない受講者には、電話でのサポートを行った。また講師への質問はチャ 

ット機能で受付を行い、講義終了後のZoom会議にて、質疑応答を行った。 

 

【配信の様子】 

 

 

 

 

 

 

Zoom（ライブ）での司会   Zoom（ライブ）での代表挨拶 事前収録した講義の配信 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Zoom（ライブ）での質疑応答      受講者質問はチャット機能で受付を行い 

事務局で集約 
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2.1.6 スタジオの講義収録、配信の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スタジオ講義収録の様子        スタジオ配信時の様子 

 

2.1.7 実施結果 

○『木でつくる中大規模建築の設計入門』講習会 

目標受講者600名に対し、以下の参加受講者となった。 

 

開催日 申込者数 受講者数 受講率 

第1回 12月9日 391名 366名 93.6％ 

第2回 1月20日 311名 281名 90.3％ 

合計 702名 647名 92.1％ 

 

○『木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き』講習会 

目標受講者300名に対し、以下の参加受講者となった。 

 

開催日 申込者数 受講者数 受講率 

第1回 11月25日 237名 229名 96.6％ 

第2回 12月17日 387名 361名 93.2％ 

合計 624名 590名 94.5％ 
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2.2 アンケート集計 『木でつくる 中大規模木造建築物の設計入門』講習会  

 

2.2.1 意匠アンケート概要 

(1)講習会申込時のアンケート 

①対象 ：受講申込者 

②期間 ：2020 年 10 月 21 日（水）から 2021 年 1 月 8 日（金） 

③方式 ：メールまたは FAX 

④申込者：702 名 

⑤内容 ：受講申込時の設計者等の属性。設問数 7 問。質問内容を以下に示す 
 

 
Q1-1 業種について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□建設業 □設計事務所 □指定確認検査機関 □行政庁 □不動産業  

□住宅メーカー・工務店 □その他 

 

Q1-2 担当業務について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□意匠 □構造 □設備 □その他 

 

Q1-3 業務対象建築物の構造種別（主なもの）について、該当箇所にチェックを入れて
ください。 

□RC 造 □S 造 □木造 □その他 

 

Q1-4 担当業務経験年数について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□1 年未満 □1 年以上 5年未満 □5年以上 10 年未満 □10 年以上 20 年未満 

□20 年以上 

 

Q1-5 直近 1 年間で設計した建物で、木造住宅以外の非住宅木造の棟数について、該当
箇所にチェックを入れてください。 

□なし □1棟以上 5 棟未満 □5 棟以上 10 棟未満 □10 棟以上 

 

Q1-6 建築関連資格について、該当箇所にチェックを入れてください。 
□一級建築士 □二級建築士 □木造建築士 □構造設計一級建築士  
□設備設計一級建築士 □該当なし  
□その他（               ） 

 

Q1-7 受講理由について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□知識を深めるため □会社の指示・社外研修  

□その他（         ） 
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(2)講習会受講後の設計者等へのアンケート 

①対象 ：受講者 

②期間 ：2020 年 12 月 9 日（水）から 2021 年 1 月 25 日（月） 

③方式 ：配信サイト内の URL より回答 

④回答者：247 名。申込者数 702 名に対し 247 名の回答を得た。 

⑤回答率：35.1％ 

⑥内容 ：テキストの内容、今後の取組み等。設問数 17 問。質問内容を以下に示す 
 

 

『木でつくる 中大規模木造建築物の設計入門』講習会 受講者アンケート 

 

本日は講習会にご参加いただきまして ありがとうございました。 

皆様のご意見を今後のセミナーに活かしたいと思いますので、下記のアンケートにご回答

いただきますようお願い申し上げます。 

パソコン、タブレットなどから5分ほどでご回答いただくことができます。回答が終わ

りましたら下部の送信ボタンをクリックしてください。 

※アンケートの内容は今後の講習会の企画等のために使用するものです。ご記載いただ

いた個人情報を第三者に提供する事はございません。 

 

*必須 

メールアドレス *（           ） 

お名前（                ） 

所属（任意               ） 

 

Q2-1 年齢 

1. 10代 2. 20代 3. 30代 4. 40代 5. 50代 6. 60代 7. 70代以上 

 

Q2-2 本講習会の開催を何で知りましたか。（複数回答可） 

1. フライヤー・チラシ 

2.（一社）木を活かす建築推進協議会のホームページ 

3.（一社）木を活かす建築推進協議会のメールマガジン 

4. NPO木の建築フォラムのホームページ・Facebook 

5. NPO木の建築フォラムのメールマガジン 

6.（公財）日本住宅・木材技術センターの会誌『住宅と木材』 

7.（公財）日本住宅・木材技術センターのホームページ 

8.（公財）日本住宅・木材技術センターのメールマガジン 

9.（一社）日本建築構造技術者協会（JSCA）のホームページ 

10.（一社）日本建築構造技術者協会（JSCA）のメールマガジン 

11.（公社）日本建築士会連合会の広報 

12. その他の団体等の広報 

13. 知人、同僚などから 

14. その他（                      ） 
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Q2-3 テキストの内容について、各章ごとにご意見をお知らせください。 

Q2-3-1 第1章 概論 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下記

の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-2 第2章 設計プロセス 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下記

の「その他」の欄にご記載ください） 

3.その他（                      ） 

 

Q2-3-3 第3章 木材・木質材料 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下記

の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-4 第4章 防耐火設計 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下記

の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-5 第5章 省エネルギー設計上の要点 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下記

の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-6 第6章 耐久設計・維持管理 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下記 

の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-7 第7章 構法計画の基本事項 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下記

の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 
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Q2-3-8 第8章 構法計画事例・1 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下記

の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-9 第9章 構法計画事例・2 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下記 

の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-10 第8章、第9章の構法計画事例に追加すべき建物がありましたら、詳細（用途、 

     規模、階数、耐火性能等）をご記載ください。 

（                                               ） 

 

Q2-3-11 第10章 枠組壁工法による構法計画概要 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下 

記の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-12 第11章 CLT工法による構法計画概要 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（充実させるべき内容を、可能な限り具体的に下 

記の「その他」の欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-4 中大規模木造建築の設計に取り組むに当たって、本日の講習会、およびテキストに無

い内容で、詳しく知りたい事柄があれば記載してください。 

（                                                      ） 

 

Q2-5 今後、中大規模木造建築の設計に取り組みたいと思いますか。 

1. 是非、取り組みたいと思う 

2. 取り組む可能性は低いと思う（取り組む可能性は低いと思う理由を下記のその他

の項目に記載してください。） 

3. その他（                      ）  

 

Q2-6 アンケートへのご回答をありがとうございました。その他、本講習会の感想、ご意 

見、ご要望などがございましたらご記入ください。 

（                                                      ） 
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福岡

大分

宮崎

佐賀長崎
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一級建築士の人数

意匠講習受講申込者数

（単位：名）

	凡例	

700名の回答

13

PC14_user
テキストボックス
2.2.2




B<�1F$fjolqm;'_��NB<�
�B1F=f��

^*7d �*�

^ ��D�8.f+H7
 ^ �*�:M�#

XQQ�

.1�� 63 #98�$

�	�	�

�	���

�	���

�	�
�

"0��	�%�
�����	���

�	�	�

af�

@?
���

��
nqkq
p���

�@*

>"�

VZPTO

RUPQO

RRPSO

ZPRO

VPRO

QPUORPQO

��
YPTXO

UPQQO

RPSRO

��

TYPTTO

+H

RYPYWO

UPZTO

TPUZO

SPQVO
RPSTO
SPYUO

��

+H

@�

af�

 �*��	

SWNO

\[H

UYNO
%H

]H

af�

STNO

TNO

UUNO

UNO

r�&-

r���
s�&-

RSNO
s���
RQ�&-

RTNO

RQ���
SQ�&-

SXNO

SQ���

VPQVO

TPQZO

14

PC14_user
テキストボックス



�B1F=f��

^2Gr�Jc@?`b%H����fL��%Hf)#

^�Bf/0

^�8KIE(

Q RQQ SQQ TQQ UQQ VQQ WQQ

�6f!5p6�4


ZQPSQNO

3Ci,ghbg

af�

XPWXNO
SPRTNO

UYNO

UNO

RQ)��

WNO

r)��
s)&-

USNO

e`

s)��
RQ)&-

af� RW�

A�e` YU�

@��9�8�

+H�9�8�

%H�8�

�9�8� RQU�

�9�8� VSS�

U�

RQZ�

RQ�

15



Ĝt̢̝̟

͒ųʕɊ'΃ˤCΜ/ͽǳΗ΍ͮͶ͢ϫɲő�Ȗ�Ϭ͗

͒�ʕɍð̕

̠̞̖�ʕɍ΁ͺ͞ͼ

�ʕċ΃ΟϤέϦρȯŻ͕Ĝt̖ʕɊ'

̡̣̦"΃�Ȗ

̡̤̟"΃�Ȗ

̢̧̣̞̖̗

̨̥̞̖̗

̢̠̞̣̖̗

̠̣̞̥̖̗

̡̦̞̤̖̗

̤̟�

̣̟�

̥̟�

̢̟�

̡̟�

̡̧̞̖̗̦̟� �

̡̠�ϫ̧̣̞ϩϬ

̟ ̡̟ ̣̟ ̥̟ ̧̟

όϞΡϚϦϥλϞα

ϫ�ǼϬŰΜƱ͢ͰþȝŅ˅yʘ'΃̸̱

ϫ�ǼϬŰΜƱ͢ͰþȝŅ˅yʘ'΃ϗϦϠϔΨβϤ

̶̸̷Ű΃þȝόΥϞϖ΃̸̱ϥ̯͉͉̿́̓̀͆

̶̸̷Ű΃þȝόΥϞϖ΃ϗϦϠϔΨβϤ

ϫMʞϬŜų,ÇϥŰŴīɪεϤιϦ΃'ʋ͛,Ç;ŰŴ͜

ϫMʞϬŜų,ÇϥŰŴīɪεϤιϦ΃̸̱

ϫMʞϬŜų,ÇϥŰŴīɪεϤιϦ΃ϗϦϠϔΨβϤ

̙�Ǽ̚Ŝųþȝƒ˂īɪɍy'ϫ̳̻̬̪Ϭ΃̸̱

̙�Ǽ̚Ŝųþȝƒ˂īɪɍy'ϫ̳̻̬̪Ϭ΃ϗϦϠϔΨβϤ

ϫMǼϬŜųþȝ´'˃�'΃ô®

ʹ΃�΃�.Ȕ΃ô®

ǳ�͖�E΀Ϳ͢Ζ

ʹ΃�

̥̥�ϫ̡̥̞̣ϩϬ

̣̣�ϫ̧̠̦̞ϩϬ

̡̢�ϫ̨̡̞ϩϬ

̠̠�ϫ̣̞̣ϩϬ

̡�ϫ̧̟̞ϩϬ

̥�ϫ̡̞̣ϩϬ

̠̦�ϫ̧̥̞ϩϬ

̣�ϫ̠̞̥ϩϬ

̡̢�ϫ̨̡̞ϩϬ

̠̤�ϫ̥̞̟ϩϬ

̡̤�ϫ̠̟̞̟ϩϬ

̠̤�ϫ̥̞̟ϩϬ

̡̢�ϫ̨̡̞ϩϬ

16

PC14_user
テキストボックス

PC14_user
テキストボックス
2.2.3




Ĝt̝̟̣

ϥ˧Ɏƿ͖ŗǉ΁ͺ͞ͼ͗

ϥΑ͟Ûͮ́ǪΜȰ͹ͼɩΛΙͶřͣɟ͗͞

ϥĜtʂɿͽͰ͖ͣƒ˂΁˦ͮͼΑ͟Ͱͪͮȋ͹ʶΝͷQÐͣƛͮ͢͹Ͷ͗

ϥ˖ɲͰΘ;ͪΚͣ¹͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥKˣȼ;ͮͼ΄͖ɗºͰͥΘĝͯͣͮ΍ͮͶ͗Ű΃ήϦπΠυϦι΃Å¤΁

͕΄ɛ�ͣΛͤ΍Ͱ͗

ϥ�4ΜΑ͟ÛͮʳͲͼ΋ͮ͗͞

ϥΧϞϦͣďɳ΀�΄ΧϞϦ΁ͮͼƛͮ͢͹Ͷ͗

ϥNŭǙ˼ͽ΄ΧϞϦͽʗ^ͬΙͼ͞ΘΑ΃͖ͣϘφΫϢͽ΄ʗ^ͽͤ΍Ͳ

͕Ν΃ͽοΩγρ;ͮͼ΄�ʩͽͰ͗

ϥΧϞϦ͖�˼͖Uǯ͖ȔͽɷɸǦ΁ǓɼͮΒͰ͞å½͗

ϫΧϞϦ΁ͺ͞ͼ͖�Ɠ΃ɳŮͣ�΁̦"Ϭ

ϥɾƝȘĦ΃ƇQΑNŭǙ˼�ͽ͝Η΍ͮͶ͖ͣɾƝȘĦΜʁͮͶϗϘȔΜ͕

ċŜʼ͹ͼ͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥɾƝǋͣƛͮ͗͞

ϥ̖γϞΡς΃ΎʤŕŇǻͬΙͶȘĦ΄οΩγρ΁Α͝͹Ͷ΋ͣ͟Ε͞

ϥωϣϦϓΡϤρ΄Y͢ΗΒͰ͢͹ͶͽͰ͗οΩγρ΁Α�ͯUǯΜ͗

ϥ̖ʕɊ'ͽ3ǖͮͼ͞Ͷ�΀Ϳʤŕ΃˓éΜêŮ͗

ϥʕɉͽ3ǖͮͶγϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͗͞

ϥ�őΜ˖΂ͼ͞ͶͷͤΕΗʊȪ΀εϕσϦ΁ͮͼ͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥţ˥ͣǵ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥͪΙͷͨ΃QÐΜ̠Ŝͽ΄͖ţ˥ͣʩΗ΀͖ͮ͞ˢţ˥ˇͥΘ͗

ϥQÐ΄ʛÓͽͮͶ͖ͣţ˥ͣǵͦđͮ΀͞ʕɉͽƢĔͽͰ͗

ϥ˭ţ͖ʥ�ȔΜ�ͨKΙͼ̀ͨΘĦͣ͝Θ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥIYͽ΄΀͖ͣ͞Kˣȼ;ͮͼ΄Ε͗͞

ϥQÐͣ�vYͽΕΗʊͮͦɼʎͮͼƛͮ͗͞

ϥO.Ǧ΀�4ΜɏͤͶ͗͞

ϥϓΡϤρΒΩϦϣϦςΜ¼Ä΀Ϳͽǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥųŜ΃ʎŞʤŕ;͖ʎŞͬΙͼ͞ΘȘĦͣΛ͢Η΁ͦ͢͹Ͷ͗

ϥŔÄΜʏΎ�ͩΘ{ʜ͗�ɼ͖Uǯ΃_ǖ͗

ϥͫʎŞţ΃ʤŕΜKħêŮ͗

ϥʎŞͽ΃γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʕɉͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͞

͕ͽͰ͗

ϥʎŞͣÛͮŝͦĝͯͶ͗ţ˥ͣʩΗͼ͞΀͗͞

ϥQÐͣ¹͖ͦʎŞɍͣŝ�ͽΛ͢ΗͻΖ͢͹Ͷ͗

ϥJǕͣŝ�ͽͺ͞ͼɩͦ΃΁ďƠͽͮͶ͗

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

͒ȑϱȎ͕Ƒʔ

̡̣̦"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

͒ȑϲȎ͕ʂɿώϢεγ

̡̨̣"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̨̧̦̞̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̡̟̞̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

̧̨̤̞̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̠̣̞̠̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

17

PC14_user
テキストボックス



Ĝt̝̟̤

ϥń�˙ǌ΃Ȇ̉;ɶƅ΁ͺ͞ͼ͖ÛͮO.Ǧ΀ɱ�Ę®Β͖Ϳ΃Ε͟΀͕

͕ĕɌͽˏıͮͼͨ͞΅Ε͞΃͢΀ͿͣǳΗͶ͢͹Ͷ͗

ϥQÐͣ�vYͽΕΗʊͮͦɼʎͮͼƛͮ͗͞

ϥIYͽ΄΀͖ͣ͞Kˣȼ;ͮͼ΄Ε͗͞

ϥ̖ϓΡϤρΒΩϦϣϦςΜ¼Ä΀Ϳͽǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥʕɉQÐ΃ºż΄ǓɼͰΘͪ;ͣXŷͶ͖͗ͮͮ͢ɡî˵ɼ΀ˑY͕ͣ͝

͕Η΍ͮͶ͗

ϥʎŞͽ΃γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͞

͕ͽͰ͗

ϥţ˥;ʕë΃ř΃ʈͮř͗

ϥJǕ΃ʎŞΑY͢ΗΒͰ͢͹ͶͽͰ͗

ϥŰ΁ͺ͞ͼǳΖ΀ˇͥͼ͖ʥ�ΜɌ͠΁ͦ͗͞

ϥ��΃οϦϔͷ͹Ͷ΃ͽΑ͟ÛͮƷ­ͽ͗

ϥIYͽ΄΀͖ͣ͞Kˣȼ;ͮͼ΄Ε͗͞

ϥQÐͣ�vYͽΕΗʊͮͦɼʎͮͼƛͮ͗͞

ϥQɭa˩΃͢͢Θþǌͽ΃å½΃�4͗Ǎ΁ƈΜǒͮ΁ͮͼ͞ΘΑ΃͗

ϥǍơ΀ʂɿϠϦρ΃4΀Ϳ΄O.Ǧ΀ʂɿ4ͣ΋ͮ͗͞

ϥO.Ǧ΀�ƓΜʁʳͮͼΑΖ͠Θ;Ε͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ�ˑ΃ȥ΍ΗΒ͖�4Μ¬΁ƯǦɼ˕΃ɼʎͣ͝͹ͶΖ͟Ιͮ͞ͽͰ͗

ϥUǯΒ�ɼͣ¹͖ͦ;ͼΑΛ͢ΗΒͰͦΕ͢͹ͶͽͰ͗

ϥƿǀ΁ͺ͞ͼoǙΜĵɵ͖ͮōΐͼɌͬ͠ͲΖΙ΍ͮͶ͗ΡƻɎ΁ͺ͞ͼ

͕΃O.Ǧ΀�ɌŪȔͣ͝Ι΅ȫ�ͮͼ̀ͨΙ΅ñ͞ͽͰ͗ϫ�΄ƖƳè

͕΃ϔτϛΟϠΜ�Ɍ΁ͮͼ͞΍Ͱ͗Ϭ

ϥ�ǋ΃ΧϞϦs΄ͽͤ΀͗͢͞

ϥϓΡϤρΒΩϦϣϦςΜ¼Ä΀Ϳͽǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥʕɉʤŕ΃ȴΒUǯͣ�΍Ιͼ͞Θ;ΕΗɟ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥQÐΜIÌͬͲˇͥΘ;˿őͣɗº;΀Θ΃ͽ͖�ɌŪȟЈ˦˃̸̱ȔΜ

͕ņǻͮͼ΋ͮ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͞

͕ͽͰ͗

ϥʎŞͽ3ǖͮͶγϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥʕɉ΁3ǖͬΙͶʤŕΑƛͮ͗͞

ϥÌ4Μ�͠ͼ˧ɎƿʂɿˑY΃Ύţ˥Μͨ͢ͶϡΫλϙϦΜ$Ǚͮͼ΋

͕ͮ͗͞

ϥQÐͣ¹͞΃ͽ͖ōΐͼǈʏͮ΍Ͱ͗

ϥÈ�JǕ΃͡ʈ΄^΃εϕσϦͽΑ)͞˻ì΁ɟ͢͹ͶͽͰ͖ͣ��΄

͕ţ˥΃˒�ͽ̏ͨʩͷ͹Ͷ΃ͣƢĔͽͮͶ͗

ϥ�΍ͽɩ͹Ͷ�ͣ΀͞΃ͽ͖Ǔɼͮͣ͹Ͷ͢͹Ͷ͗

ϥ΍ͷ,Çȃøͮ͢Ȯ̐ͣǃ͞΃ͽ͖ʭʷ΁΄ĝͯΖΙ΀͗͞

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

͒ȑϳȎ͕ŰŴϥŰʥŴŕ

͒ȑϴȎ͕˧Ɏƿʂɿ

̡̧̣"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̡̨̣"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̨̢̟̞̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̨̞̦̗

̧̣̞̦̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̢̠̤̞̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̝̟̥

ϥŗǉåƯ΃ʊȪϮ¸ŗǉȔ͗

ϥ̴̬̼΃ŗǉĖɕ@΃Ę®͗

ϥŰŴΜ3ͪ͟;;ŗǉΉ΃ʟǐϥ×ȗ΀Ϳ͗

ϥ̺̬˂;΃ƥʲ΁͡͞ͼ͖¸²΃ÎQAͣǸʥͲ͹ͪ͟ϒϦς̡̣͇͇;΀͹

͕ͼ͞Θ΃ͣ�Ɠ;ͮͼ�ɘǄ΁ĕ͠Ͷ͗

ϥIYͽ΄΀͖ͣ͞Kˣȼ;ͮͼ΄Ε͗͞

ϥL.Ǧ΀;ͪΚͣɏͤͶ͗͞

ϥQÐͣ�vYͽΕΗʊͮͦɼʎͮͼƛͮ͗͞

ϥŰ˂΁˩Ζ΀͞΃ͽ�ɳͽ΄ϻ

ϥŰ˂΃ϗϟνρ΁ͺ͞ͼ΃ɵɼͣǳΗͶ͢͹Ͷ͗΍ͷÌɁͣÛ΀͢͞Ζͽ͕

͕ͮΔ͗͟͢

ϥ�ʮ.΃ɿșřƯͽ͖/W΍ͽΜɿșͮͼ͞Θ͢Ȕ�Ş΀ȘĦͣ¹͞

͕Ʀͣͮ΍ͮͶ͗

ϥȞşηόρ΃Ì4KgΜͮͼƛͮ͢͹Ͷ͗

ϥϓΡϤρΒΩϦϣϦςΜ¼Ä΀Ϳͽǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥO.Ǧ΀�ƓΜʁʳͮͼΑΖ͠Θ;Ε͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥO.Ǧ΀�Ɠ4Ȕ΃ͫǇ'ͣ͝Θ;ΕΗɼΗş͢͞;ĕ͞΍Ͱ

ϥ�Ɍ�4ΒO.�4Μǻͮͼ͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥQÐΜIÌͬͲˇͥΘ;˿őͣɗº;΀Θ΃ͽ͖�ɌŪȟЈ˦˃̸̱ȔΜ

͕ņǻͮͼ΋ͮ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͞

͕ͽͰ͗

ϥʎŞͽ΃γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥʕɉQÐ΃ºż΄ǓɼͰΘͪ;ͣXŷͶ͖͗ͮͮ͢ɡî˵ɼ΀ˑY͕ͣ͝

͕Η΍ͮͶ͗

ϥ�΍ͽɩ͹Ͷ�ͣ΀͞΃ͽ͖ǓɼͮͣͶ͢͹Ͷ͗

ϥ͝΍ΗɟͦΛ͢Ζ΀͢͹Ͷ͗

ϥȜǠ¸ˇͥͼ]ŗͽͤ΍ͲΝͽͮͶ

ϥ˶Ł͢Ηˑ΃is΁ͺ͞ͼ͗

ϥȷĹȚǓřƯ΁ͺ͞ͼO.Ǧ΀řƯΜǳΗͶ͗͞

ϥɋ�ϑϦϖͽΡƻɎƿ΁ͼÝÎÚàɮǚ²͖̠̠̣ŶuǙ;ÚàɮňƦ΃

͕łΗřͽɢğͮͼ͞΍Ͱ͗/͢ɟ͞řƯ΄ǃ͞ͽͮΔ͗͟͢

ϥIYͽ΄΀͖ͣ͞Kˣȼ;ͮͼ΄Ε͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͞

͕ͽͰ͗

ϥϓΡϤρΒΩϦϣϦςΜ¼Ä΀Ϳͽǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ˻ì΁nă΁΀Η΍ͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥţ˥;ʕë΃ř΃ʈͮř͗

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

͒ȑϵȎ͕ǭΤυϠΪϦʂɿ�΃ɳǁ

͒ȑ϶Ȏ͕Ɏ�ʂɿϥȷĹȚǓ

̡̣̦"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̠̠̥"΃�Ȗ

̨̦̣̞̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̤̞̠̗

̧̦̞̣̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̠̞̥̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̝̟̦

ϥIYͽ΄΀͖ͣ͞Kˣȼ;ͮͼ΄Ε͗͞

ϥQÐͣ�vYͽΕΗʊͮͦɼʎͮͼƛͮ͗͞

ϥ^ʿ�Ɍʤŕ΃ʻhͣƛͮ͗͞

ϥϓΡϤρΒΩϦϣϦςΜ¼Ä΀Ϳͽǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥωϣϦϓΡϤρ΃�ɼʤŕͣοΩγρ΁ʁʳͣ͝Θ;ɟ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͞

͕ͽͰ͗

ϥʕɉͽ΃γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥţ˥;ʕë΃ř΃ʈͮř͗

ϥQÐͣ¹͞΃ͽ͖ōΐͼǈʏͮ΍Ͱ͗

ϥŰƒ˂΁ͺ͞ͼ΃ǳʗͣÛ΀Ͱͥͼ͖×Wͣĕ͞ƴ͢΅΀͗͞

ϥIYͽ΄΀͖ͣ͞Kˣȼ;ͮͼ΄Ε͗͞

ϥQÐͣ�vYͽΕΗʊͮͦɼʎͮͼƛͮ͗͞

ϥÆȏŚʂ΃�˼Ȕ΃�ɌʤŕΑ±Βͮͼ΋ͮ͗͞

ϥ�pĦ΃�4΄Y͢ΗΒͰ͢͹Ͷ͗

ϥ¬Ǻϥŗǉϥõˎ˽Ȕ΃ʂɿQÐ΁ͺ͞ͼΑʎŞͣ͝Θ;͝ΗͣͶ͗͞

ϥɌ͠ř͖ƱǖͮͶÿΒπϦιȔΑʊͮͦŪ͢Ιͼ͞Θ͖ͣΑ͟ÛͮȪͦɰʩ

͕Ȕ΃ʎŞͣƛͮ͞;ͪΚͣ͝͹Ͷ͗

ϥȥ΍ΗʊȪΜ͞Κ͞Κ;ņʳͮͼΑΖ͠Θ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥO.Ǧ�4ͣ¹ͦΕ͢͹Ͷ͗

ϥ̖̠̤̟͊΃ɫ̧̡̞̞̠ΜSλΣνΫͬΙͶřͣΕ͞ʍƌΑ͗

ϥ̳̲̻΃ρϞγˑŴ΁ͺ͞ͼɛ�ͣΛͤ΍ͮͶ͗

ϥ�͖UǯȔ΁ΕΘΛ͢ΗΒͰ͞ʎŞͷ;ΕΗǓɼͮΒͰ͞ͽͰ͗

ϥϓΡϤρΒΩϦϣϦςΜ¼Ä΀Ϳͽǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥʎŞͽ΃γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͞

͕ͽͰ͗

ϥţ˥;ʕë΃ř΃ʈͮř͗

ϥΑ͹;ţ˥Μ;͹ͼʎŞΜɏͤͶ͢͹Ͷ͗

ϥ�4΁ͺ͞ͼJǕ΃͡ʈΜΑ͟Ûͮţ˥Μf͞ͼ̀ͤͶ͞ͽͰ͗

ϥοΩγρ΃ƊʏΎ΀΃ͽ͖ΕͦǓɼͽͤ΀͗͞

ϥοΩγρ΃ʏΎ�ͩ΄Βΐͼ΋ͮ͗͞

ϥʤŕΜʏΝͽ͞Θͷͨ΃ʕɉͽ͝͹ͶΕ͟΁ĕ͹Ͷ͗

ϥŰ˂\ĎɍͽΑΛ͢ΗΒͰ͞ʕɉͽͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

͒ȑϷȎ͕ƒƯɿǙ΃¬ų�́

͒ȑϸȎ͕ƒƯɿǙ�4ϥ̠

̡̣̥"΃�Ȗ

̡̣̦"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

̧̢̢̞̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̠̥̞̦̗

̨̦̞̣̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̟̞̥̗
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Ĝţ̝̟

ϥ̢Ї̣ˬ �΃Ɏƿ͖ƻɎƿþȝǌ΃�4͗

ϥƻɎƿþȝǌ΃Ɍ͠řͣ¹Ȇ͝Η͖˵ͮ͞΃ͽ�΃�4Α͝Θ;ɟ͗͞

ϥ¬Ǻϥŗǉϥõˎ˽Ȕ΃ʂɿQÐ΁ͺ͞ͼΑʎŞͣ͝Θ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥȥ΍ΗʊȪΜ͞Κ͞Κ;ņʳͮͼΑΖ͠Θ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥ̖QÐͣ�vYͽΕΗʊͮͦɼʎͮͼƛͮ͗͞

ϥO.Ǧ΀QÐͽɼΗş͗͞�Ɍ΁΀Η΍Ͱ͗

ϥIYͽ΄΀͖ͣ͞Kˣȼ;ͮͼ΄Ε͗͞O.Ǧ�4ͣ¹ͦΕ͢͹Ͷ͗

ϥ˵ͮʹ͟΀þǌʂɿ΃Ĝ�ř˛͖ͣO.Ǧ΁ǳΗͶ͢͹Ͷ͗

ϥȯÜ̸̡̟̤΃ɫ΄/ͣ˥ˊ͞ϻŝͰͥͼY͢Η΍ͲΝͽͮͶ͗

ϥʕɉQÐ΃ºż΄ǓɼͰΘͪ;ͣXŷͶ͖͗ͮͮ͢ɡî˵ɼ΀ˑYͣ͝

͕Η΍ͮͶ͗

ϥϓΡϤρΒΩϦϣϦςΜ¼Ä΀Ϳͽǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ�ώϢεγͽłǖͬΙͶΑ΃ΜȸŁͨɫǻ΁ͮͼƛͮ͗͞

ϥ�ǋ΃ΧϞϦs΄ͽͤ΀͗͢͞

ϥʍʁȔ΄ϗϦϠͽΑΕ͞΃ͽ͡(ͮ͠ͼ͞ͶͷͨΘ;ñ͞ͽͰ͗

ϥʎŞͽ΃γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͗͞

ϥΑ͹;ţ˥Μ;͹ͼʎŞΜɏͤͶ͢͹Ͷ͗

ϥ�4΁ͺ͞ͼJǕ΃͡ʈΜΑ͟Ûͮţ˥Μf͞ͼ̀ͤͶ͞ͽͰ͗

ϥţ˥;ʕë΃ř΃ʈͮř͗

ϥʤŕΜʏΝͽ͞Θͷͨ΃ʕɉͽ͝͹ͶΕ͟΁ĕ͹Ͷ͗

ϥοΩγρ΃ƊʏΎ΀΃ͽ͖ΕͦǓɼͽͤ΀͗͞

ϥŪȟ ¸΃QÐΑ�ΗƸͳ͖ʕë΃Ǖ΃Ę®ΜͫŐĿ̀ͨΘ;ɟ͞ͽͰ͗

ϥQÐͣ̒ø΁΀͹ͼͤͼʎŞΑŝ͖ͦȀ΁΄ƶs�ɟͽͮͶ͗čɊͮ΍Ͱ͗

ϥōΐͼǈʏͮ΍Ͱ͗

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

͒ȑϹȎ͕ƒƯɿǙ�4ϥ̡

̡̣̤"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̦̦̞̥̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̡̞̣̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̨̝̟

ϥϳЇϴˬ΃Ɏƿ͖ƻɎƿþȝǌ΃�4͗

ϥϴˬþͼ͕Ɏƿþȝǌ͕Ű˂ϊϠ͕̠̟̟̟ϧ Q͗

ϥɎƿƒ˂΃̒̕ɍŚʂ͖òȅ¡͗

ϥɎƿþȝǌ΃�4͗

ϥŰ˂ɎƿþȝǌΜ�Η�ͩͼƛͮ͗͞

ϥɎƿϱţ˥͖ϲţ˥ͣďɳ;ͬΙΘϴ͖ϵˬþͼ΃�4Μʻhͮͼ͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥϵˬþͼ �ͽϲţ˥Ɏƿ;ϱţ˥Ɏƿ΃�Ɠͣ2ǖͬΙͶ¯�΃þǌ͗

ϥǍ^̎ʙɋ�ϑϦϖϫ̡̜̟̟̟ïȠȃø͖ΡƻɎϬϗϤύϡϤ;Ǌͮ͠Κʂɿ΃Ƹ�΀Ϳ͗

ϥϢƻɎ̠ƒ˂΃ǌ"΁ͺ͞ͼ͗

ϥˀˉ΁ΕΘƻɎƿ΁ΕΘřƯΜO.s͗

ϥ̠̟̟̟ϧuǙ΃˧ƿõͽuǙͮͶ�4͗

ϥɋ��ʙŚʂ͖öɝ͖ΕΗʊȪ΀ƻɎƿƒ˂΃�4ȫ�êŮ͗

ϥϴˬþͼ �΃ɶƕΜͳΆ͗

ϥŰ˂ʱȭϴˬþͼ͗

ϥϴˬþͼ �΃ʂɿ4ͣ΋ͮ͗͞

ϥϴˬ �ͽŰ˂ΜǪĺͰ¯�͗

ϥȦϞϦϗϤƒƯ͖ϴЇϵˬþͼ΃�4Ȕ͗

ϥǣ˪ΒǍ͖̎ϳˬ �͖Ƹƒ˂ϫϱˬ̺̬͖�ˬŰ˂΀ͿϬ

ϥϲˬþͼ΃:ɓ¡͖òȅ¡Μʻhͮͼƛͮ͗͞

ϥÆƃ͖˲�,Ç͗

ϥ˲�,Ç͖�ƎŚʂ͗

ϥϳˬþͼN�,Ç

ϥ˙ƫèŸä¥u΁þȝͬΙͶŰ˂ϳˬþͼϑοϠ͗

ϥϑϦϠ΀ͿºȊ˥ΜĹͺþȝǌ�4΀Ϳ͗

ϥɶƕϥˬőͣºɶƕ΀þǌ�4ΒºγωϤ̡̙̟Ѕ �̚΃þǌ�4͗

ϥºɶƕƸƒ˂ЀϽϫ̠ˬϬϭŰ˂ϫϲ�ϴˬϬ΃�4ͣǳΗͶ͞ͽͰ͗

ϥƲˀŴ΃Ύͽ϶ЅΜʧ͠ΘȊ˥ΜÌǒͮͼ͞Θ�4Μȫ�ͮͼ͞ͶͷͨΙ΅;ĕ͞΍ͮͶ͗

ϥɋ�ǿǽŚʂ͗

ϥ˲'Ħ͖ǿǽŚʂȔ͗

ϥγϦωϦϔϦένρȔ΃öɝɇ�4͗

ϥǜɜ΁ͨ͡ΘŰ˂̙;ͦ΁ǜɜͽˍǖͬΙΘ�ǻȽ�΁ͺ͞ͼ̚

ϥ�pĦ;öɝϥ̍̌ö΃Ƹ�ǖʿ̙οσϤρϊϠͣ̚Ť�ͬͲΒͰ͞Ε͟΁ĕ͟΃ͽÌ4ͣ͝͹Ͷ΋͟

͕ͣɟ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥǍ΁΀͞ͽͰͣϮ�ɕͽ͝Ι΅öɝΒ=ú΀Ϳ

ϥǖʿ΁ΕΘ Êɤ˖΃�4͖õˎ˽ȔȨ^�4͖Ǎơ΀Ȉʳɤ˖�΃Ɍ͠řϫ˔ö͖áǻ�ȔϬ

ϥ�4΁ΕΘåƯʎŞ΃IÌs͗

ϥ�4Μ±Βͮͼ΋ͮ͗͞

ϥĜtǦ΁͖7@ɺΜOǒsͮͶ4ͣɵͶ͞ϫ�ċ΃ˈȕΜǻͰΕ͟΀Ϭ͗

ϥΑ͹;͖ɼƪͰΘ΃΁3ǖͮͶħƯΜͫŐǻ͞ͶͷͤͶ͗͞

͒ȑϸȎ͖ȑϹȎ΃ƒƯɿǙ�4΁ʻhͰΊͤþǌͣ͝Η΍ͮͶΖ͖
͕̖ʊȪϫǖʿ͖ɶƕ͖ˬő͖ɎƿĖɕȔϬΜͫʁʳͦͷͬ͗͞

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

̣̤"΃�Ȗ

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ
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Ĝt̝̠̟

̢΃řƯ΃İȡȃøͽΑ͝Θ;͞͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥɎƿƒ˂΁ΕΘQÐ͗

ϥʱȭ;΃ˊ͞Μʊͮͦ̈͡͞ɚͮ΍Ͱ͗

ϥO.�4͖�Ɍ�4Μǻͮͼ͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥżȭ²åƯ΄Øˣͽ΄΀͞΃ͽO.Ǧ΀ʊȪΜʁʳͮͼƛͮ͗͞

ϥQÐͣ�vYͽΕΗʊͮͦɼʎͮͼƛͮ͗͞

ϥʂɿ�4ȔO.Ǧ΀ÌŚʂɿʤŕͣ͝Θ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥO.Ǧ΀�4Μȫ�ͮͼƛͮ͗͞

ϥQÐΜIÌͬͲˇͥΘ;˿őͣɗº;΀Θ΃ͽ͖�ɌŪȟЈ˦˃̸̱ȔΜ͕

͕ņǻͮͼ΋ͮ͗͞

ϥʕɉQÐ΃ºż΄ǓɼͰΘͪ;ͣXŷͶ͖͗ͮͮ͢ɡî˵ɼ΀ˑYͣ͝

͕Η΍ͮͶ͗

ϥŚå�4΃UǯɵͶ͢͹ͶͽͰ͗

ϥωϣϦϓΡϤρͽʎŞͬΙͼ͞ͶQÐΜοΩγρ΁h�ͮͼ΋ͮ͞

ϥQÐ΄vYͽͰ͖ͣ�ˑ΁ͺ͞ͼΧϞϦ΃ďɳͣ͝ΘˑY΄ΧϞϦsΜ

͕ͫƍʀͦͷͬ͗͞

ϥʎŞͽ΃γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͞

͕ͽͰ͗

ϥʕɉţ˥΃aȤͷ;ĕ͞΍Ͱ͖ͣ�4΃ʎŞͣǵͦͼƢĔͽͮͶ͗

ϥţ˥;ʕë΃ř΃ʈͮř͗

ϥ̡̟Yͽ΍;ΐΘQÐͽ΄΀͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥƑʔ;ͮͼ΄Y͢͹Ͷ͖ͣʎŞţ˥ͣǵͦvY΀ʎŞΜ͞Ͷͷͨ΀͢͹Ͷ

͕Ε͟΀ƦͣͰΘ͗

ϥǵţ˥ͽͮͶͣ˻ì΁ǓɼͮΒͰ͢͹ͶͽͰ͗

ϥξϦψΡόΥϦ΄LͦȮ̐΀͖ͦƑɳϫʱȭ;΃ˊ͞Ϭͷͨ΄Ǔɼͽͤ΍ͮͶ͗

ϥ�΍ͽɩ͹Ͷ�ͣ΀͞΃ͽ͖Ǔɼͮͣ͹Ͷ͢͹Ͷ͗

ϥȮ̐ͣ΀͞΃ͽ¬ųǦ΀ǓɼͣʩΗͼ΀͗͞

ϥűȮ̐΀΃ͽΕͦΛ͢Η΍ͲΝ͗

ϥΕͦΛ͢Ζ΀͢͹Ͷ͗

ϥȜǠ¸;΀ΘͶΐ͖ɏ͞ͼ͞Θͷͨͽ͝͹Ͷ͗

ϥłǖ΄ěÊͮͼ͞΍ͲΝ͗

͒ȑ̠̟Ȏ͕żȭ²åƯ΁ΕΘƒƯɿǙƑɳ

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

̡̣̣"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̢̦̗
vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̦̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̝̠̠

ϥ˙ǌ΃3͞ř͗

ϥ;ͼΑ˵ͮ͢͹Ͷ͗ń�ˑΒ˙ǌ΀ͿŚå�4Βȥ΍ΗUǯͣ͝Θ;Ε͢

͕͹Ͷ͗

ϥ̴̬̼΃ƒ˂ʂɿ΃Ƒɳ͖�4̢͗ˬ �΃ǌ"͗

ϥƵ¸ͽ΃O.ÌɁΜȫ�͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥ�΃Ƈ"�Ɠ͖O.Ǧ�4΃�΀Ϳͣƛͮ͗͞

ϥʂɿ�4ȔO.Ǧ΀ÌŚʂɿʤŕͣ͝Θ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥʂɿ�4΃ņʳ͗

ϥʂɿ�4ͣ͝Θ;ɼΗş͢͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥŚå�4΃ȫ�Α͝Θ;ɟ͗͞

ϥʕɉţ˥΃aȤͷ;ĕ͞΍Ͱ͖ͣ�4΃ʎŞͣ΀͞΃ͣƢĔͽͮͶ͗

ϥO.Ǧ΀�4Μȫ�ͮͼƛͮ͗͞

ϥO.Ǧ΀�4ͣ΀ͦΛ͢Η΁ͦ͢͹Ͷ͗

ϥO.Ǧ΀åƯ�4ΜǳΗͶ͗͞

ϥIYͽ΄΀͖ͣ͞Kˣȼ;ͮͼ΄Ε͗͞

ϥƒƯɿǙ΁΀͹ͼ͞΀͗͞

ϥQÐͣ�vYͽΕΗʊͮͦɼʎͮͼƛͮ͗͞

ϥQÐΜIÌͬͲˇͥΘ;˿őͣɗº;΀Θ΃ͽ͖�ɌŪȟЈ˦˃̸̱ȔΜ͕

͕ņǻͮͼ΋ͮ͗͞

ϥϓΡϤρΒΩϦϣϦςΜ¼Ä΀Ϳͽǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥοΩγρ;ωϣϦϓΡϤρͣ�ɚͰΘ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥʎŞͽ΃γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥΕΗǓɼΜƷΐΘǂ΁ʎŞͽ_ǖͮͼ͞Ͷ̸̸̼πϦιΜ̸̭̯ͽΑΖ͞Ͷ͞

ͽͰ͗

ϥʕɉQÐ΃ºż΄ǓɼͰΘͪ;ͣXŷͶ͖͗ͮͮ͢ɡî˵ɼ΀ˑYͣ͝

͕Η΍ͮͶ͗

ϥ�ØˣY˗΃y'΃ʕɊ'Μɏ͞Ͷřͣɟ͗͞

ϥƑʔ;ͮͼ΄Y͢͹Ͷ͖ͣʎŞţ˥ͣǵͦvY΀ʎŞΜ͞Ͷͷͨ΀͢͹Ͷ

Ε͟΀ƦͣͰΘ͗

ϥÛͮţ˥ͣʩΗ΀͞Ε͟΁ĕ͞΍Ͱ͗

ϥΑ͟ÛͮʊȪ΀ʎŞ͗ţ˥ͣǵ͗͞

ϥΑ͟Ûͮţ˥Μ;͹ͼ�4΀Ϳ¹ͦʎŞͮͼƛͮ͢͹Ͷ͗

ϥ̡̟Yͽ΍;ΐΘQÐͽ΄΀͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ�ʨJǕ΃ʕɉΜ�ͽΑĵɐ͖ͮ˻ì΁nă΁΀Η΍ͮͶ̡̟͗Yͽ΄ƢĔ

ͽͰ͗

ϥ�΍ͽɩ͹Ͷ�ͣ΀͞΃ͽ͖Ǔɼͮͣ͹Ͷ͢͹Ͷ͗

ϥ̴̬̼΃¬ųǦ΀ǓɼͣʩΗͼ΀͖͞ţůΜɵͼʕɊ΁ɩͪ͟;΄ĕ͹ͼ͞

͕΍Ͱ͗

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

͒ȑ̠̠Ȏ̴͕̬̼åƯ΁ΕΘƒƯɿǙƑɳ

̡̣̦"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̡̦̞̠̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̨̦̞̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̡̝̠

͓ʂɿώϢεγ͖Ŵŕ΃ħ˓͖΀Ϳ

ϥ,ÇΒΦόΠγ΃ʂɿώϢεγ͖ŴŕʑˉˑY΃ˇȃΒĈf��ȔʊͮͦǳΗͶ͗͞

ϥŰŴήϦπΠυϦιϦ΁ͺ͞ͼ͖�˒ˈ÷Ǯ΃O.Ǧ΀�ΗȭΎǎƮϫMNŚʂ΀ͿϬ͗

ϥ�ċ͖͙Ű˂ʂɿΟςψΡΰϦ͚Ȕ΃ʕɊ'ΜêŮͮ΍Ͱ͗

ϥΫϞΡΟϤρʎČ΃Ͷΐ΁ŒǓͬΙͶĘ®ͣ͝Ι΅͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥŰ˂Μˏıϫ͡Ε·Ś�΁ώϡζϤϬΜͰΘ˯΁ήγρ ¸΃ϗϟνρΒ�΃ʅ7ʱͣ͝Θ;Ε͗͞

͕΍Ͷ΄�ċʘʔͰΊͤQÐ;ͮͼʁʳͮͼ͞Θ;Ε͗͞

ϥï¦ήγρ͖�4΃Ⱥåʣ΀Ϳ͗

ϥĜtʂɿ΃�͖å�ǩǓ΃ǩǓQÐΜ�ʕͬͲͶ͗͞

ϥ�ǮƤ΃ŰŴƲˀ;ʑˉ΁˦ͰΘĘ®ͣƛͮ͗͞

ϥŰŴʑˉΒƒ˂ɿǙ΀Ϳ΃ǬʒJͣ͝Θ;;͹ͺͤΒͰ͗͞

ϥŴʑˉ΃ƍʀΒώϡΧνρƎɍĨ�ͲΜ�ΐͶÌŚʂɿ΁͢͢ΘŜőΜǳΗͶ͗͞4͠΅�4̡΃ϑοϠ

͕þȝ΄Ϳ͟ͽͮͶ͢ϻ

ϥʂɿ�΃˧Ɏƿ ¸΃ƯǦɶaͣΛ͢ΘΕ͟΀�ɹͣ͝Θ;j͢Θ͗ː˵͖ʂBȔ͗

ϥŰ˂΁˦ͰΘŘɶƯɶ΃ɼʎ͗

ϥš�ϲ϶ðˀˉȔʹ΃�þȝǌ;ͮͼĩ͟¯�΃¬ƻƯ͖ƶ˧Ư�΃^Ƌĩ͞΃ˊ͞Ȕ͗

͓ƒƯ͖ʂB

ϥõ΃ˎ˽×ȗ΃řƯ΍Ͷ΄×ȗ΃ƍʀřƯȔ͗

ϥ˽ǔ°Ėɕ΃πΠοϦϠ˲͖å��΃˶×ȗ͗

ϥʂBʂɿ΃ʊȪ�Ȕ͗

ϥϴ͖ϵˬþͼͽ΃ɬɴ͖˓ȚȔ΃ʂBɿǙ͗

ϥŀǆʂBͣďɳ΀þǌͽ͖ŀǆŭm΀̒ͬ΄˱ńͰΘ˧ǆ§Ι²΃�Ȑ;΀Θ¯�͖Ͷ;͠΅ʹΙͣü͕

͕�;ÝÎ΃°ǚ²΁*ɅͰΘţ΁ϞϤϔȌ΄Ű˂ͽ΄ͺͦΙ΀͞΃͢ϻ�ü�ͣŧͦ΀Ηͣ͸΀þǌ̙4

͕͠΅ü�ƭ͞΁ÝÎͣ�Έ͖ɋ��ʙŚʂΒ:ɓĦ΀Ϳ̚΁ͺ͞ͼɌ͠řΒ�4ΜǳΗͶ͗͞

ϥˍŴˍĦ;Ɍ͠Θ;ˑYǦ΀Ű˂s͖ͺ΍ΗƸƒ˂΃ˏıɒΑ͝Θ;ĕ͖ͣ͟ń�ˑͣ�Ǽ΃ǍʃͽȾΖ

͕Ιͼ͞ΘΕ͟΁ɏ͞ͼ͞΍Ͱ͗ʹ͟͟͞ɔťΑ�ΐͼ�ɕĖͣ͝Θ΃͖͢͝Ι΅Ì4Μ�ΐͼ͞ͶͷͨΙ

͕΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ˙ǌȔ΁ͺ͞ͼ͗

ϥ˙ǌ΃�Ɠ΁ͺ͞ͼ

ϥ˙ǌ΃Ȇ͖̉ˏÊřƯ͖ǛĜ�́ȔΜʊͮͦǳΗͶ͗͞

ϥɱ1˙ǌ΃ƍʀϥÌ̐Ȕ΃ʂɿόϢϦ͗

ϥżȭ²åƯ͗

ϥ̴̬̼åƯ΃ʂɿ΁˦ͰΘʊȪħƯ͗

ϥ̴̬̼ωυϠåƯ ¸΃̴̬̼ΜǳΗͶ͗͞

ϥϝϦϢνω΃̴̬̼þȝ΁˦ͮͼǳΗͶ͞ͽͰ͗

ϥ̴̬̼΃¯�΃ʂB˓Ȼ˓Ț΃Ɍ͠ř͖»�΃ŭǃȔ͗

ϥ̴̬̼ωυϠåƯ ¸΃̴̬̼ΜǳΗͶ͗͞

ϥ̴̬̼΃ʂɿ�4͗

͒�ºɶƕŰ˂þȝ΃ʂɿ΁�ΗȭΏ΁ĄͶ͹ͼ͖ųŜ΃ʕɊ'͖͡Ε·͖
͕̖οΩγρ΁ǃ͞QÐͽ͖ʊͮͦǳΗͶ͞�žͣ͝Ι΅ʁʳͮͼͦͷͬ͗͞ ̧̟"΃�Ȗ

̢̞̖ƚðø ˨Ή΃ɳŮ΀Ϳ
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Ĝt̢̝̠

͓�4

ϥ�ºɶƕŰ˂þȝ�4͖ȥ΍ΗȔ͗

ϥ¹ͦ΃�4ȫ�;Ȫˑȥ΍ΗȔ͗

ϥ�4ȫ�Μ�ƒƯͫ;΁ϱ4 �ͮͼ΋ͮ͗͞

ϥÌ4þǌ΁ƭ͹ͶɼʎͣΑ͟Ûͮ¹͞;j͢Η΍Ͱ͗

ϥ^RͽΑɟ͞΃ͽíô͞ʂɿ�4˲ͣ͝Θ;ʂɿ΃�Ɍ΁΀Η΍Ͱ͗

ϥ�4ΜΑ͹;¹ͦǳΗͶ͞ͽͰ͗

ϥ�4͗

ϥÉġͮͶþǌ΃�4ͣǳΗͶ͗͞

ϥʂɿ�4˲ΜķIͮͼ͞ͶͷͨΘ;ŭ˵͞ͽͰ͗

ϥ�4ȫ�Μ�ƒƯͫ;΁ϱ4 �ͮͼ΋ͮ͗͞

ϥ�ɫǦ΀ȥ΍Η�ΜʳͲͼ΋ͮ͗͞

ϥɠ͘΀Ì4΃ȥ΍Η΀Ϳ͖ʂɿ΃�Ɍ΁XŷΘΕ͟΀Α΃ͣ¹͞;ʂɿ΁�ΗȭΎΒͰͦ΀Θ;ĕ͞΍ͮͶ͗

ϥʹ΃��4͗

͓˧Ɏƿʂɿ

ϥɎƿƒ˂͖˻,Çǖʿ΃ήγρΜ�ΐͶ�4˦9͗

ϥϢƻɎ̠ƒ˂΃ǌ"΁ͺ͞ͼ͗

ϥQ¸²΃˧Ɏƿƒ˂΃�4΀Ϳ͗

ϥ̦̤YƻɎƿΜłǖͮͶ¯�΃ʂɿ4͗

ϥ˼ȈuǙ΃ˀˉ΁ΕΘuǙΜO.Ǧ΁ʁʳͮͼ΋ͮ͗͞

ϥϲţ˥Ɏƿ΃�Ɠ΁ͺ͞ͼ͗

ϥýǅ˧Ɯþȝǌ΀Ϳūʷ΃ƯōƝ΁˦ͰΘˑY͗

ϥ̡̨̟̠ð΁Śå�ɕ΁΀͹Ͷ˧ƿõ΃�ƓϫǴɿ�Ϭͣ͝Ι΅ʁʳΜ̈͡͞͞Ͷͮ΍Ͱ͗

ϥ˧Ɏƿ˦˃͕�4Μ�͠ͼO.Ǧ΁Ϳ΃Ε͟΁ˍƯ΁ͮͼ͞Θ͖͢ͿͪΜå½ͮͼ͞Θ͢΀Ϳ͗

ϥ̒ø΀ƻɎƿƒ˂ϫ̦̤Y̨͖̟YϬ͖ː˵ÈLΒɎƿĖɕƍʄƯ;Ű˂;΃˦ΛΗ΁ͺ͞ͼ͗

ϥϗϤύϡϤåƯ;ȯ˹˧Ɯ΀Ϳ΃ˀƦɿǙ͗

ϥƿǀ͖˸ǀ͖ƧÏȔǀÏţ΃ː˵΁ͺ͞ͼ˓ğͰΘΊͤͪ;͗

͓ƒ˂

ϥƒ˂ɿșřƯ΁˦ͰΘʕɊ'ΜˤCͮͼƛͮ͗͞

ϥ�ɿș�4΃ɿșˇȃ͖΍Ͷ͖�Ɠ΃ƥʲΜIÌͮͼƛͮ͗͞

ϥϴ͖ϵˬþͼͽ΃ƒ˂ɿǙ͗

ϥƒ˂ͽϞϦϗϤΒρϞγ͖ΟϦλ΃ƒ˂ɼźηόρ΁ΕΘϘπϠs΃řƯΒ��΃O.Ǧ΀KgřƯΜǳΗ

͕Ͷ͗͞

ϥϳˬþͼ΃ɿǙ΀ͿͣʳͲͼ͝Η͖Y͢ΗΒͰ͞΃ͽͰ͖ͣƒ˂ɿǙȔͣǏÆͽͤΘΕ͟΀ɿș�4ȔΜ

͕ϑϦϖϐϦβ΀ͿͽMˤͮͼ͞ͶͷͨΘ;º¶�Ɍ΁΀Η΍Ͱ͗

ϥƲˀŴ΃Ύͽ϶ЅΜʧ͠ΘȊ˥ΜÌǒͮͼ͞Θʂɿ�4΃ȫ�Β͖ͪ΃Ε͟΁ͰΙ΅ÌǒͽͤΘ;͢΃ȫ

͕�Μͮͼ͞ͶͷͨΙ΅j͢Η΍Ͱ͗

ϥ,Çǖ΃�ɞƲˀŴͣÈ͞;΃ͪ;ͽͰ͖ͣ˻,Çͽ΄͖ʝĴͰΊͤĒgͣǬĒ΁ºͤͦ΀Θ΃ͽ͖ͪ΃

͕È͞ƲˀŴΜȭΎ�ΛͲͼ3ͪ͟;ΜɌͭ͠ΘΜČ΍ͲΝ͗ȭΎ�ΛͲͶˑŴ;ͮͼ͖ƀ͖ƈ͖ρϞγŴȔ

͕΃Ņ¿4͖͕Ģ͞΄ÌŚ4ͣ͝Ι΅ͫŐǻ͞ͶͷͤͶͦ̈͡͞ɚͮ΍Ͱ͗

ϥƸƒ˂΃ń�ˑ΀Ϳ΃�4;Ɍ͠ř͗

ϥƸƒ˂͗

̢̞̖ƚðø ˨Ή΃ɳŮ΀Ϳ
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Ĝt̝̠̣

͓ʹ΃�

ϥʕɉͽ3ǖͮͶγϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥʕɉͽXͼ͞ͶΡϞγρ΃ʻh͖ɫΑ�ΐͼΧϞϦǋͽŇ5ͮͼƛͮ͗͞

ϥΧϞϦɫǻˑͣϘφΫϢοΩγρͽ΄Y͢Ζ΀͗͞

ϥωϣϦϓΡϤρͣY͢ΗΒͰ͢͹Ͷ΃ͽċŜMˤͮͼ̀ͨΘ;ŭ˵͞ͽͰ͗

ϥ�ˑ΃JǕ΁ͼοΩγρ΁΀͖͞ʤŕΜ̸̭̯Ą΁ͼ˓éêŮͮ΍Ͱ͗

ϥωϣϓ΃ʤŕ͖Ɲʍɫ͗

ϥ<ƝǁΜōΐͼ΍;ΐͼŐ͠ͼ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

ϥL.Ǧ΁ʕɊͽ3ǖͬΙͶοΩγρ΁ʁʳͬΙͼ͞΀͖͞^ɫΒʤŕͣ͝Ι΅ɟ͖ͣ͞˓éXŷ΀͞¯�

͕΄ʤŕHΒηϦγΜʊȪ΁ʁʳͮͼ̀ͨͶΖ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ�ʕëͣ�ʕɍ΁qΐͶ͞Űʥƒ˂΁˦ͰΘ�Ū΃ȫ�ʁ�͗

ϥεϕσϦ΁ͺ͞ͼʊȪ΀QÐ΃�Ɍų΃ȫ�͗

ϥ̸̧̠̥΃{bϺ�[΃ŔŲϱŔÄͣxY{bͬΙͼ͞΍ͲΝ͖͗ͣʏΐ΍Ͱ͗

ϥʕɉţ΁ʁʳͮͶʥǡQÐͽ͖ĄŜ�Η�ͩΖΙ΀͢͹ͶΑ΃΄Ϳ΃Ε͟΁΀Θ΃ͽͮΔ͗͟͢

ϥwc΃cxͣɷɐͽͤ΀͢͹Ͷ΃ͽ͖SɷɐͮͶͦĕ͞΍Ͱ͗�ɕͽͮΔ͟͢ϻ

ϥKˣȼ͢Ζ�Ȩȼ΁͖ȂɩͰΘ�ɕĖ΄͝Η΍Ͱ͗͢4͠΅Ű˂΃ήϦμΠυϦιΜ̎ġͰΘ͖͢Ŵŕ΃

͕ʤƅɍϫ̳̪̻Ȕ΃ƍƁŪϬΜ±ΒͰͪ;Αďɳͽ΄΀͞ͽͰ͗͢

̢̞̖ƚðø ˨Ή΃ɳŮ΀Ϳ
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Ĝt̝̠̤

͔͙�ΗȭΏ�ɕĖ΄+͞;ĕ͚͟΃�Ȗɍ΃ήϗϤρ

ϥʹ΃Ε͟΀��ͣ΀͗͞

ϥ̖6̅ͣÛ΀͞;ĕ͗͟

ϥʐ̆ͣɼƪͽͤ΀͢͞Ζ͗

ϥȞz΁΄͖��ͣŷ΀͖ͮ͞ʂɿ΀΃ͽųƅǦ΁ɩ͟΁΄˵ͮ͗͞

ϥ˙ǌΒώϡΧνρ̅Ύͽ΀͖ͦħ��Ǧ΀ɑ�gΜƱ͖ͮ͢Ű΃ǍĖΜƱͮ͢Ͷ�΁ɛ�ΜĹ͹ͼ͞ΘͶΐ͗

ϥǒ¤΃��΃QÐ͢ΖÌ˯΁ʂɿ΁Ʊ͢ͰƘ'΄͝Η΍ͲΝ͖ͣ'�΃ǧͬΝ΃Ͷΐ΃ʕɊ'ȔΜ$ǙͰ

͕Θ˯΃�Ɍ΁ͮͶ͞;ĕ͞�ʕͮ΍ͮͶ͗

ϥƒ˂ʂɿ΃ǬʒȌ�͖ÌŚʂɿ΃XŷΘ�pĦͣ΀͗͞

ϥÌ˯΁ŚåΜɩ͠Θą΍ͽĹ͹ͼɩͨΘΡϗϦβͣͽͤ΀͞ǂ͗

ϥÚɶƕåpö΃Ͷΐ͖ŚåɕgΒʡ#Ĵ:ɕgͣǃ͖͗ͮͮ͢͞ʂɿͽͤΘǳʗ;γΩϠ΄̎͹ͼͤ͡Ͷ͗͞

ϥʂɿɍ΃ʝĴͣºͤ͗͞ºåͬΝΒåpö΃ǒ¯ǩǱ΃ĺÙȔ΍ͽ˦ΛΖ΀ͨΙ΅΀Ζ΀͗͞

ϥ¹˷uªϳЅͽ΄ήγρͽ˜̑˂;΀Θ΃ͽ΄͗

ϥ�ș΃͝Θ�Ǝ΁�hͽͤΘ�ɕĖͣ΀͞;ĕ͞΍Ͱ͗

͔͙ʹ΃�͚΃�Ȗɍ΃ήϗϤρ

ϥ͡Ś�Ɠ͢Ζ΃ɳŮ;ͮͼå�ʣ͖Ɏ�Ė͢Ζ�ºɶƕþȝ΄̺̬˂ΜˏıͬΙΘͪ;ͣ¹͗͞

ϥ˻ì΁ɛ�΄͝Θ͖ͣǒƎp΃ΫϞΡΟϤρ͢Ζ͖O.Ƙ'΃�ɕĖ΄+͗͞

ϥɛ�΄͝Θ͖ͣʂɿǦ΀ǳʗͷͨͽ΀ͦŰŴʑˉΒώϡΧνρå¯;΃υνρϣϦΫ΀Ϳ�ΐͼ͖˵şøϫœÝϬ

͕ͣ̒ʹ͗͟

ϥÚ�ɶƕ͢΀;ĕ͗͟

ϥͰͽ΁'Ǽͣ�ΗȭΝͽ͞Θ΃ͽǓɼΜƷΐͶ͗͞

ϥ�ΗȭΝͽ͞΍Ͱ͗

ϥ�ΗȭΝͽ͞΍Ͱ͖ͣ˵ͮ͞ͽͰ͗

ϥƎpͣ�΁ÖƁɍA΃Ͷΐ͗

ϥ˙ǌϗϦΧϦ;ͮͼ˦ΛΘɿǙ͗

ϥƍƁ΁�ΗKΙͶ͗͞

ϥʂɿɍͽ΄΀͞ͶΐɘΖ΃ĜĐͽ΄ͽͤ΀͖ͣ͞Ǽ'΃ǎƮ;ͮͼ�ΗȭΏΊͤ;ĕ͗͟

ϥʂɿɍͽ΄΀͞΃ͽͰ͖ͣŰŴ5Ȳɍ΃ȍ¯;ͮͼ͖ήϦπΠυϦρĈ΁΀ΙΙ΅;ĝͯ΍ͮͶ͗

ϥǳʗ�ʩ΀΃ͽ͖ʕɊƘ'ΜͪΙ͢ΖΑ̈ͮ͡͞΍Ͱ͗

͒�ċ͖�ºɶƕŰ˂þȝ΃ʂɿ΁�ΗȭΎͶ͞;ĕ͞΍Ͱ͗͢

̡̣̣"΃�Ȗ

̣̞̖�ºɶƕŰ˂Ή΃�ΗȭΎ

̧̢̡̞̗

Ţ˻͖�ΗȭΎͶ͞;ĕ͟

̠̠̞̠̗

�ΗȭΏ�ɕĖ΄
+͞;ĕ͟

Ƙ'ͣ͝Ι΅�ΗȭΎͶ͞ ̠̞̥̗

̣̞̠̗ʹ΃�
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Ĝt̝̠̥

͓ʕɊ'Lɞ΁ͺ͞ͼ΃ĝě͖Ĝɵ͖ɳŮ

ϥƑĸǦ΀ʕɊͽ͖YΗΒͰ͢͹ͶͽͰ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥ̠ŜʕɊͽͮͶͣŭĜɉͽ͝Η΍ͮͶ͗

ϥ�4Α͝Ηº¶Y͢ΗΒͰͦnă΁΀Η΍ͮͶ͗

ϥ˻ì΁ǨΗͷͦͬΝͽͮͶ͖ͣŭĜɉ΀ʕɊ'ͽͮͶ͗�ċNΕΚͮͦ̈͞͞Ͷͮ΍Ͱ͗

ϥιΡϖϟϦͽIÌͮͶʕɊ'ͷ͹Ͷ;ĕ͞΍Ͱ͗ŭ˵ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗ƚ�ΑƐͮΎ΁ͮͼ͞΍Ͱ͗

ϥ¬ǺǦQÐ͢ΖÌ4΍ͽíôͦÆΊͼ˻ì΁ŭĜɉͽͮͶ͗

ϥοΩγρΑJǕř΃͡ʈΑǨΗͷͦͬΝ΃͟͠º¶Y͢ΗşͦĝʖͽͰ͗IYčɊ͖ͮÌp΁ĈȍͼͶ͞;ĕ͞

͕΍Ͱ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥƓ͘΀Y˗΃Øˣ΃ř΃ʕɉͣɏͨΘʢ˖΀Ƙ'ͽͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥþȝϥǶȉ΃ȑ�ȻͽƱʬͬΙͼ͞Θř͘΃ʎŞͣÌ˯Ǧͽ͖�̆ǁ΀ͿΑ�ΐͼ;ͼΑǓɼͮΒͰ͢͹Ͷͽ

͕Ͱ͗

ϥȩŦΖͮ͞ʕɊ'ͽͮͶ͗ΦϤϞΡϤͽ͝ΘͶΐ͖ʥ�ͮΒͰ͖ͦJǕř΁ǫń͡Ȗ͠͞ͶͷͨͶͪ;΁ĝo͞Ͷ

͕ͮ΍ͮͶ͗�ċʕɊ'ͣ͝Η΍ͮͶΖŢ˻�hͮͶ͞΃ͽͫ˃ȱ͞ͶͷͨΘ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥº¶�Ɍ΁΀͹Ͷ͗

ϥ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥΑ͹;ʊͮͦɏͤͶͨ͞ΙͿΑţ˥΃˦9ͽ΄ɟ͢͹Ͷ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ�ċΑͪ΃Ε͟΀ʕɊ'ΜˤCͮͼ̀ͤͶ͞ͽͰ͗

ϥ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗ƚ�ΑˤC̈ͮ͡͞΍Ͱ͗

ϥº¶�Ɍ΁΀Η΍ͮͶ͗

ϥQÐͣʛÓͽͮͶ͗

ϥĈȍ͸΍ͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍Ͱ͗

ϥ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗QÐͣIÌͮͼ͡Η˻ì΁nă΁΀Η΍ͮͶ͗

ϥŭĜɉ΀ʕɉͷ͹Ͷ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥO.Ǧ΁ÌʪͮͶ�ͽ͖ďɳ΀ͪ;ͣɵ͠ͼͦΘ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥǳʗ�ʩ΀΃ͽ͖ʕɊƘ'ΜͪΙ͢ΖΑ̈ͮ͡͞΍Ͱ͗

ϥŘͮ͞ǳʗ΃ɊČͣͽͤͼ;ͼΑɟ͢͹Ͷ͗

ϥʂɿ�pĦ͖ζυήϤͽ΄΀ͦΡλþŴϗϦΧϦͽͰ͖ͣ�ºɶƕŰ˂þȝǌ΁ͺ͞ͼ΃�ɕĖΜº͞΁nă

͕ͬͲͼ̀ͤ΍ͮͶ͗ŭ˵ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥ��΃ͪ΃Ε͟΀ΦϤϞΡϤεϕσϦΜˤCͮͼ͞Ͷͷͤ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗;ͼΑnă΁΀Η΍ͮͶ͗ͪΙ

͕͢ΖΑͪ΃Ε͟΀εϕσϦΜˤCͮͼ͞ͶͷͨΙ΅;ͼΑ͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥͶ͞ΉΝ�Ɍ΁΀Η΍ͮͶ͗

ϥº¶nă΁΀Η΍ͮͶ͗

ϥ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥŭĜɉ΀ʕɊ'ͽͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥ΍Ͷ͖ͪ΃Ε͟΀εϕσϦΜŢ˻ˤCͮͼ͞ͶͷͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ�ċΑΕΚͮͦ̈͡͞͞Ͷͮ΍Ͱ͗

ϥ˅ɩΜſʯ΁×ĒͬΙͼ͞ͼΕ͢͹Ͷ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥíô͞Y˗ΜÆΈͪ;ͣͽͤ;ͼΑnă΁΀Η΍ͮͶ͗ųŜ΄ʕɊ'Μˤ͞ͼ͞Ͷͷ͖ͤ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗º¶�Ɍ΁΀Η΍ͮͶ͗

ϥ̳̪̻Ŵ΃�ʥ¬ƻ΄͖ƘƉȔȨuY;͖ǪɷȔȨuY;ϲͺ͝Η΍Ͱ͖ͣͿ͸Ζ͢΁ȳ�ͮͶřͣ8_ͽ΄΀͕

͕͞ͽͮΔ͟͢ϻ

ϥÌ˯΃ǌ"ͣXͼͤͶƣˬͽ΃ǬʒXŷΘ.aͣ͝Θ;ɟ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥŰʥƒ˂Ή΃˦Ďͣ̒΍͹ͼ͞Θ�ͽ͖ͪ΃Ε͟΀$ǙΜȶͨͼ͞ͶͷͤͶ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥʕɊ'΃Ƙ'Μ΍Ͷ1͹ͼ΋ͮ͗͞

ϥʕɊ'ΜȶͨͼΑΖ͞Ͷ͗͞

ϥ�Ɍ΁΀ΘQÐͣ¹̡͖ͦ�ͽȬΛΖͱ͖ȵȶÌŚͮͼͦͷͬ͗͞

ϥǖʿϥɶƕϥåƯΜȰ͹ͶKˣȼ΃ȶȼ̙�Ȩȼ̚ΜůĊͮͼ͞΍Ͱ͗

͒ʹ΃�͖ųʕɊ'΃ĝě͖ͫĜɵ͖ͫɳŮ΀Ϳͣͫͭ͞΍ͮͶΖͫʁKͦͷͬ͗͞

̤̞̖Ĝɵ͖ĝě͖ɳŮ΀Ϳ

̨̠̦"΃�Ȗ
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Ĝt̝̠̦

͓οΩγρϥʕɊ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

ϥοΩγρ΁˦ͮͼ΄QÐͣIÌͮͼ͞Ͷ͗

ϥΕͦ΍;΍͹ͶοΩγρ΁΀͹ͼ͞Θ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥǙůǦͽ΄͝Η΍Ͱ͖ͣɳƨ΁Ē͠Ε͟;ͰΘ͝΍Η΁͖�̆ǁͣΌͨͼͤʹ͟΀Ʀͣͮ΍Ͱ͗ƒ˂īɪɍA΁

͕ȍ͹ͼΑɟ͞΃ͽ΄΀͞ͽͮΔ͗͟͢

ϥÙK͢ΖĒǖ΍ͽôͦ͡ʈͮ͞Ͷͷ͖ͤΛ͢ΗΒͰ͢͹Ͷ͗ƹ7F|΀Ϳ΃țȄ΀ͿŚ�Ή΃ώϡζϤ΃řƯ

͕΁ͺ͞ͼ΃ɼʎΑIÌͮͼΑΖ͠Θ;͝ΗͣͶ̞͗͞

ϥ˧Ɏƿ˦˃͕�4Μ�͠ͼO.Ǧ΁Ϳ΃Ε͟΁ˍƯ΁ͮͼ͞Θ͖͢ͿͪΜå½ͮͼ͞Θ͢΀ͿΜɼʎͰΘϡΫλ

͕ϙϦΜͮͼ΋ͮ͗͞

ϥL.Ǧ΁ʕɉ΃QÐͣ˵ͮ͢͹Ͷ΃ͽ͖Kˣʕɉ΃ƻBʕùȔͣ͝Ι΅͖�hͮͶ͞;ĕ͞΍ͮͶ͗

ϥɼʎ;ʤŕͣϟϤΫͮ΁͖ͦͦͿͪΜʈͮͼ͞Θ΃͢ʺÃ΁΀Θͪ;ͣ͝Η΍ͮͶ͗

ϥKˣȼ;ͮͼ�ˀΗ΃́ǪΜȸɆͮͼ͞Θ;ͼΑIÌͮͶʕɉͽͰ͗ͳΆǼQ΃�Ǽ�΁�ͨͬͲͶ͞;ĕ͹

͕ͼ͞΍Ͱ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥοΩγρ;ʕɉ΃2ǖͽ΀͞;ǓɼXŷ΀͞΃ͽΦϤϞΡϤͷ;ͮͼΑʕɉ΄ď̂͗Ǎ΁˧Ɏƿ΃È�JǕ΄

͕º¶]ΗşͦοΩγρΜɰÉͮͼΕ͢͹ͶͽͰ͗�ºɶƕΜʂɿͰΘƘ'΄΋Όɵʶΐ΍ͲΝ͖ͣŰ˂Lɞ΃

͕γΩϠΟνώ΁ɂͣΘ͞͞ʕɊͽͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍Ͱ͗

ϥQÐ΄οΩγρͷͨͽ΄ǓɼͰΘͪ;ͣͽͤ΀͞;ͪΚΜUǯΒ�ɼͽʎŞͣ͝Η�ʕͮͼ;ͼΑɟ͢͹ͶͽͰ͗

ϥ�JǕ΃ʕɊ΄͖οΩγρΜ΍ΝΊΝ΀ͦʎŞͬΙΘΕΗ͖˖ɳ΀ϓΡϤρΜˏΝͽʎŞͮͼ͞ͶͷͦřͣǓɼͮ

͕ΒͰ͢͹ͶͽͰ͗

ϥŰ˂�ºɶƕʂɿ΄ȩ�ͽ͖QÐ΄ųʕɊ΃ΎͽǓɼ΄˵ͮ͞ͽͰ͖ͣ$Ǚƣˬ͢Ζʂɿ΍ͽ΃�˃΃Ʋ̖

͕ΙͣΛ͢͹ͼΕ͢͹Ͷ͗

ϥ�4΁ΕΘħƯ΃ɼʎΜΑ͹;IÌͬͲͼ΋ͮ͗͞

͓ϟϘϦρʕɊ΁ͺ͞ͼ

ϥϟϘϦρʕɊ'΀΃ͽ�hͽͤ΍ͮͶ͗΍ͶΒ͹ͼƛͮ͞ͽͰ͗

ϥΦϤϞΡϤ�ʕ΄ɟ͢͹Ͷ͗

ϥ˻ì΁nă΁΀Η΍ͮͶ͗΍Ͷ͖��΁˩Ζͱ͖ͪ΃Ε͟΀ʕɊ΄ΦϤϞΡϤͽΑvYγρϡγ΀ͦ�ʕͽͤ΍ͮͶ͗

ϥϟϘϦρ΃ʕɊ'͖�ċΑ¹ƓsͰΘ;ĕ͞΍Ͱ͗ΕΚͮͦ̈͡͞͞Ͷͮ΍Ͱ͗

ϥ̮̫̾ʕɊͽˤCͮͼ͖̀ͤ�hͰΘͪ;ͣXŷ΍ͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗;ͼΑY͢Ηşͦɼʎͮͼ͖̀ͤ

͕ΕΗǓɼøͣ̒΍Η΍ͮͶ͗

ϥϞΡύ˓;ΑɏͤΒͰͦƺʩͽͰ͗΍Ͷ�ċΑQÐ΃ũŘ;;Α΁ˤCΜͮͼ̀ͨΙ΅ōΐͼ�hͮͶ͞;ĕ͞

͕΍Ͱ͗

ϥQÐͣ;ͼΑƾ͖ͦ;ͼΑnă΁΀Η΍ͮͶ̮̫͗̾΁ͼɐʕͽͤͶͪ;Αº¶ŭ˵ͦĕ͞΍Ͱ͗ƚ�΃ƒ˂ȼΑɐ

͕ʕͬͲͼ̀ͤ΍Ͱ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥ̾ЄЃʕɊ΃řͣɟ͗͞

ϥγρϟϦϖ΁΄�̆΀ͦēˍ΁�ʕͽͤ΍ͮͶ͗

ϥ�ċΑ̮̫̾ʕɊ'΃ˤCΜêŮͮ΍Ͱ͗

ϥ̾̓̀ʕɉˤÁc΁˺ƜǙDͣXͼ͞΍ͮͶ͖ͣ˽µͣɏͨΘ͢�ÈͽͮͶ͗/̵̫̰͢Μͺͨͼ̀ͨΘ;͖˽ͣ

͕ɏͪ͠Θ͢ǹʌͽͤΘ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ˽µͣZΙΘͪ;ŭΗ͗

ϥͪ͸Ζ΃υνρǔ°ͣė͢͞ΑͮΙ΍ͲΝ͖ͣʕɉ�΁/ø͢Ǚ˼ͣόϟϦδͮͼͮ΍͞΍ͮͶ͗

ϥ�ˑʥǡĒȖͽɏͤ�ΗͻΖ͞ˑYͣ͝͹Ͷ΃ͣƢĔͽͰ͗

̤̞̖Ĝɵ͖ĝě͖ɳŮ΀Ϳ
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Ĝţ̝̠

͓̖ʕɊţ˥΁ͺ͞ͼ

ϥYfͮͼ͞ͺͽΑɵΖΙΘřƯͣΕ͗͞Ȋ͞ͼ͞Θţ˥΁ΎΘͪ;ͣͽͤΘ̠͗Ŝɵͼ͞Θ΃΄ͺΖ͗͞

ϥåƯͫ;΃ʕɊ'ͣɟ͗͞ʱȭ͖żȭ͖ϽϿЁΜ΍;ΐͼ̠Ŝ΄ˢͰͥΘ͗̄΁K͹ͼΑƢΖ΀͗͞ʤŕΑ΀ͮ͗͞

ϥˢͰͥΘϨ

ϥˢţ˥΃ʕɊ΃Ͷΐ͖˲�gͣȷĹͽͤ΍ͲΝͽͮͶ͗QÐΜ˲ȤͰΘ͢�Ȏͫ;΁ЂϾϼʕɊ'ΜˤCͮͼ

͕΋ͮ͗͞

ϥº¶IÌͮͶQÐͽͰ̠ͣŜͽɐͦ΁΄ϒϟϛϦϖͣ¹͖ͦƑɳȼ;Ì4ȼ΀ͿŜ΁͸ΜYͨͼɩ͹ͼ̀ͨΘ;

͕ΕΗŭΗ˵͢͞;ĕ͞΍ͮͶ͗

ϥʕë˫ͣ¹Ćͽ͖ȩŦΖͮ͢͹ͶͽͰ͗ʥ�ţ˥ΑIÌͬͲͼƛͮ͞΃ͽ̡͖�΁YͨͼΑɟ͞;ĕ͞΍ͮͶ͗

ϥЂϾϼͽ΃ʕɉ΀΃ͽϱŜͽ΄΀ͦϲŜ˥ͽ΃ˤCΜêŮͮ΍Ͱ͗

ϥųŜ΃ʕɊ'º¶ǂ΁΀Η΍ͮͶ͗QÐͣƷ͞ǌͷ͹Ͷ΃ͽϱŜͽ΄΀ͦϲŜ΁Yͨͼɩ͞ąͣ;ΙΘ;ţ˥

͕Ǧ΀0ɯͣ͝͹ͶΕ͟΁ĝͯ΍ͮͶ͗

ϥϳ�ͦΖ͞΁YͨͼˤC̀ͦͪ;ΜêŮɚͮ΍Ͱ͗

ϥů˥ΜʂÊͮͼYͨͼɷɐͽͤΘ;ɟ͗͞

ϥ̮̫̾΃Ύ΃¯�͖xŜͣɟ͞΃ͽ΄͗

ϥţ˥΃˒��ͷ;΄ḝͣ͟Ȏ ˨΃QÐͣ̏ͨʩ;΀͹ͼ͡Η͖͝ΘȃøǓɼͮͼ͞ΘQÐͽ͝Ι΅Ǔɼͽ

͕ͤΘ͖ͣ3ǖͮͶͪ;΃΀͞åƯ΀ͿΜǓɼͰΘͪ;΄˵ͮ͢͹Ͷ͗

ϥΦϤϞΡϤʕɊ;ͮͼͪ΃ˢţ˥ͣ˩ø͢;ĝͯ΍ͮͶ͗ɡîͼΝͪǨΗˇͥͶƦΑͮ΍Ͱ͗

ϥǨΗͷͦͬΝͽLɞΜίϞν;ǳΘͪ;ͣͽͤͶ͗Α͟ÛͮϋϤϓΡϤρ΁ͮͼQÐ΁Ε͹ͼYͨΘʕɊͽΑ͞͞;

͕ĕ͗͟

ϥ¬ųǦ΀�́΁ͺ͞ͼ΃ʎŞ΁˖ɲͮͼ͞ΘΑ΃ͣ͝Η͖Α͟Ûͮţ˥ΜǵɀͽͤΘ΃ͽ΄ϻ;ĕ͞΍ͮͶ͗

ϥwc�΃ţ˥ΜɀÚͮͼ͖O.Ǧ΀ʕɉ΁ţ˥Μf͞ͼƛͮ͢͹ͶͽͰ͗

ϥ̥̟Yϭ̥̟Yʕɉ΁ρΡϡ&Ġͣƛͮ͢͹ͶͽͰ͗

ϥγϋϦςͣˁͦͺ͞ͼͦ͞΃ͣͶ͞ΉΝͽͮͶ͗

ϥ͢΀Η̏ͨʩͷ͹Ͷ΃ͽ͖ͯ͹ͦΗʏΝͽ͞Θ;͖J΁˅Νͽͮ΍͖͞Ǫͣʻ͞�͢΀͗͞Α͟ÛͮΓ͹ͦΗΒ͹ͼ

͕ƛͮ͗͞

ϥL.Ǧ΁ʕë΃ʈͰγϋϦςͣˁͦͺ͞ͼͨ͞΀͞ţͣ͝Η΍ͮͶ͗

ϥͪ΃ø΄ʢ˖΀Ƕ<͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗JǕ΃>Ė΁ΕΗοΩγρΜɵΘΊ͖ͤ͢Ǚ˼ΜɵΘ͢ʺ͞΍ͮ

͕Ͷ͗͞ͻΙ΁ͮͼΑγϋϦςĝͣ͝ΗͰͥͼϗϘΜ�Θţ˥ͣ͝Η΍ͲΝ͗

͓ʥǡĒȖϞΡύ΁ͺ͞ͼ

ϥʥ�΁¹ͦȖ͠ͼΑΖ͖͞ΕΗɟͦǓɼͽͤͶ͗

ϥϞΡύ΃ʥ�ιΡϖͣ͝Θ΃ͣ;ͼΑΕ͞;ĕ͞΍Ͱ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥʥ�΁¹ͦȖ͠ͼΑΖ͖͞ΕΗɟͦǓɼͽͤͶ͗

ϥʥ�ήϦσϦ΄ɏͤͫͶͣ͠͝Η΍ͮͶ͗�ċΑ̾̓̀ʕɊ'΃ˤCΜŮΎ΍Ͱ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥʥǡĒȖ΃ţ˥΁ͺ͞ͼΑ͹;ΦϦψϦͮͼͽΑ�ȖͮͶ΋ͣ͟Ε͞Ε͟΀Ʀͣͮ΍Ͱ͗

ϥʥǡ΃ţ˥GJͽʕë΃ţ˥ͣʃͲ΅ţ˥ýˢΜͮͼΑΕ͞΃ͽ΄͗

ϥʥǡĒȖţ˥ΜΑ͹;1͹Ͷ΋ͣ͟Ε͞ͽͰ͗�4ΑͶͦͬΝ͝͹Ͷ΋ͣ͟Ε͗͞

ϥº¶nă΁΀Η΍ͮͶ͖ͮʥǡĒȖ͢ΖČΘͪ;ͣ¹͞ʕɉͽͮͶ͗ŭΗ˵ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥ͡ǢΙƓͽͮͶϨ

ϥʥǡ΃ţ˥GJͽʕë΃ţ˥ͣʃͲ΅ţ˥ýˢΜͮͼΑΕ͞΃ͽ΄͗

ϥʥǡ΃ţ˥ΜΑ͟Ûͮˢͦǹ:ͽͤΙ΅ɟ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥʥǡ΄ǹʌͰΙ΅Λ͢Θͪ;Α͝Η͖ΛͭΛͭʥǡţ˥Μ͝Λͼͼ;Ζ΀ͦͼΑ΍;ΐͼ�΁ņʳͽΑΕ͞;ĕ

͕͞΍ͮͶ͗
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Ĝt̨̝̠

͓ʕɉŠD΁ͺ͞ͼ΃ɳŮ

ϥSøɵǫͮͶ͞΃ͽ͖εΫαϜϤͫ;΁oǙΜϑϦϖϐϦβ�΁Ονώͮͼƛͮ͗͞

ϥčɊͮͶ͞΃ͽΟϦΧΡύ˓;ͮͼ͞ͶͷͨΘ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥϱŜΜˀͮͼʕɊ'΁˲�ͽͤΘǎƮͽ΄΀͢͹Ͷ΃ͽ͖ɵʽͮ˓;ΜͽͤͶΖͮͼ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ̙ˀ;ǔ

͕°΃�O�Β͡ÍͬΝ×Ē΀Ϳͽ͗̚�Ŝ΄Ͷΐ΁΀ΘʕɊ'ΜˤCͮͼ͞Ͷͷͤ΍ͮͼ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮ

͕Ͷ͗

ϥˠǙΜͮͼ͞ͶΖ͖̮̫̾΃εϕσϦ΃oǙΜċŜ˓;̀ͤͶ͞ͽͰ͗

ϥ̾̓̀ǙDͣʿ�ͽ/ø͢ʿZΙͼͮ΍͖͞ɏͤʽͮˑYͣ͝ΘͶΐ͖�ʕǕΉ΃ΦϤπϔϤςMˤΜ̈ͮ͡͞

͕΍Ͱ͗

ϥǕ˓;ċ͖ϵЇ϶ţ˥΃˥΄͖ˌ͹ͼɺΙΘΕ͟΁ͮͼ΋ͮ͗͞ɵʽͮͶ;ͪΚ͖ɏͤʽͮͶ;ͪΚͣǹʌͽͤͶΖ

͕ɟ͗͞

ϥ;ͼΑQÐͣIÌͮͼ͞ͼnă΁΀Η΍ͮͶ͗ʿ�ɏͨ΀͢͹Ͷ;ͪΚΒΑ͟�øɏͤ΀ͮ͡Ͷ͞;ͪΚϫÈ�ͬΝ

͕΃ʕɉ΀ͿϬͣ͝Θ΃ͽ͖ͽͤΙ΅ċŜ/øΑɐʕͽͤΘ;j͢ΘϨ

ϥǓɼͽͤ΀͢͹ͶĦΒɏͤʽͮͼͮ΍͹ͶĦͣ͝Θ΃ͽ͖ů˥ΜƪΐͼoǙ΃S˓;ϫ�ˠYͷͨͽΑϬΜͮͼ͕

͕͞Ͷͷͨ΀͞ͽͮΔ͗͟͢

͓ʕɉʤŕ΁ͺ͞ͼ΃ɳŮ

ϥʕɉͽǙ˼΁ŠͮXͬΙͶʤŕ΃NŭΜ̈ͮ͡͞΍Ͱ͗

ϥʕɊʤŕϫωϣϦϓΡϤρ΃γϞΡςϬΜ/Ζ͢΃ąͽ˓éͮͼƛͮ͗͞

ϥωϣϓ΃ʤŕΜ˓éͮͼ΋ͮ͗͞΍Ͷʥ�;�Ȗ΃ʁˠΑ˓éͮͼ΋ͮ͗͞

ϥωϣϦϓΡϤρ΃ċŜ˓�êŮ͗

ϥJǕřͣ͡3͞΁΀͹Ͷ̸̸͉͎͉͈͍̓͋ͅʤŕΜ͞ͶͷͨΘ;ñ͞ͽͰ͗

ϥοΩγρ΁΀͞�ȔΑ͝Η͖�ˑŝͦͼʻ͞ͺͨ΀͞;ͪΚͣ͝Η΍ͮͶ΃ͽ͖ʕɉ΃ωϣϦϓΡϤρΜ^ʿ͞Ͷ

͕ͷͨΘ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥωϣϦϓΡϤρʤŕΜNŭ͞Ͷͷͨ΍Ͱ;ŭ˵͞ͽͰ͗

ϥʎŞ΁ǖ͞Ͷʤŕ͖ʥǡĒȖ΃QÐΜċŜMˤͮͼ΋ͮ͞ϫ�ʕɍ˩ÊͽΑ�Ϭ͗

ϥÒø΃ƾ͞ʕɊͽͮͶ͗ʥǡĒȖΒοΩγρ¸΃ʎŞʤŕ΃Mˤ΀ͿŮΎ΍Ͱ͗

ϥĄŜ΃ʥ�;Ȗ͠Μ΍;ΐͼͿͪ͢΁ņʳͮͼ΋ͮ͞Ϩ

ϥǙ˼ŇǻͬΙ΍ͮͶοΩγρ΁΀͞ʤŕ΃˓éΜ̈͡͞ͽͤ΍Ͱ͢ϻΕΚͮͦ̈ͮ͡͞΍Ͱ͗

ϥL.΁Nˀͽ͖ʕɉǙ˼;οΩγρͣϟϤΫͮͱΖ͢͹Ͷ΃ͽ͖ʕɉͽ3ǖͬΙͼ͞ΘɫΒ�΄͖οΩγρ΁ņ

͕ʳͮͼ̀ͤͶ͞ͽͰ͗

ϥJǕřͣʕɉ΁3ǖͬΙͼ͞ͶγϞΡς΃πϦι΃řͣȞƽͽY͢ΗΒͰ͕͢͹ͶΗ͖ɠYͨͬΙͼ͞ͶΗͰΘ

͕Α΃ͣ͝Η΍ͮͶ΃ͽ͖ΕΚͮͨΙ΅Mˤ͞ͶͷͨΙ΅;Åͯ΍Ͱ͗

ϥοΩγρ΁�΍Ιͼ͞΀͞ɼʎγϞΡςΒ͖οΩγρͣϘφΫϢͽ͝ΘͶΐ΁ΧϞϦͽ΀͞;Λ͢Ζ΀͞ˑY΀Ϳ͕

͕΁ͺ͞ͼ΄͖ċŜˤǻΜͮͼ͞ͶͷͤͶ͞;ĕ͞΍Ͱ͗οΩγρΜɵ΀ͣΖɼʎΜɏ͞ͼΑɠYͨͣ�ŞͽͿͪ

͕͢Y͢Ζ΀͖͞;͟͞΃΄˻ì΁ƞͣΓ͞ͽͰ͗ͫƍʀΜ̈͡͞͞Ͷͮ΍Ͱ͗

ϥωϣϦϓΡϤρͽɠͣͺ͞ͼ͞Θ;ͪΚͣʤŕ΄ǥ̔΀΃ͽY͢ΗͻΖ͞;ͪΚͣÛͮͷͨ͝͹ͶͽͰ͗

ϥʕɉ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗οΩγρ΃�ˑ͕�ϥɫͽΧϞϦͽ΀͞;Λ͢ΗͻΖ͞ˑYϫ̧̤̞Β̨̡̧̞̞΀ͿϬͣ͝͹

͕Ͷ΃ͽǥ̔ͽΑΛ͢ΗΒͰ͞�΁ͮͼ͞ͶͷͨΘ;Ε͢͹ͶͽͰ͗

ϥųŔ�͙ʦͽʁʳ΃͚;ͮ΀ͣΖ͖ǥ̔΀΃ͣɵǫͮ΃;ͤ�Θ͗

ϥοΩγρͣǥ̔΀΃ͽ͖ʕɉ΃ΧϞϦ�ͣʻͤ͞Ι΀ͪ͞;Α¹͖ͦͫ˓ğ̀ͨΙ΅΀͡Ε͢͹ͶͽͰ͗

ϥɫ΀ͿΧϞϦ~ȇ;ĕΛΙΘΑ΃ͣ͝Η΍Ͱ͖ͣΧϞϦǋͣ͝Θ;Λ͢ΗΒͰ͞ͽͰ͗

ϥοΩγρΜΧϞϦ{b;ͮͼ΋ͮ͗͞
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Ĝt̡̝̟

͓ʥǡ�Ȗ͖Ɲʍɫ

ϥʕë΃ǧƓ͖ʥǡ×Ē͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗�΃ʥǡ΁×ͮͼΑ̹Ϫ̪ͽNŭ͞Ͷͷͤ΍ͰΕ̈͟͡͞͞Ͷͮ

͕΍Ͱ͗

ϥʕɉ΃�ͽ�Η�ͩΖΙ΀͢͹Ͷʥ�ΒɳŮ΁×ͮͼ͖^ʿ�Ȗͣ͝Ι΅º¶͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗ΕΚ͕ͮͦ̈͡

͕͞͞Ͷͮ΍Ͱ͗

ϥ�Ŝ΃ǧͬΝ͢Ζ΃ʥǡ΁ͺ͞ͼ͖ċŜ�ȖΜ΍;ΐͶΑ΃Μ͞ͶͷͨΘ;ñ͞ͽͰ͗

ϥοΩγρ΃Ɲʍɫ΍Ͷ΄ōɾǋͣƛͮ͗͞

ϥƝʍɫͣ͝Θ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥʥǡ΁×ͰΘ�ȖΜċŜͽΑΕ͞΃ͽ˓;ͮͼ΋ͮ͗͞

ϥĜtȼ͖ƒ˂ȼN͖ʕɊʤŕπϦι;ʥǡĒȖʘ�ˠΜ̀ͤͶͦ̈ͮ͡͞΍Ͱ͗Ǥ;H΄,ŰεϤιϦͽΕ͞

͕ͽͮΔ͗͟͢
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2.3 アンケート集計 『木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き』講習会 

 

2.3.1 構造アンケート概要 

(1)講習会申込時のアンケート 

①対象 ：受講申込者 

②期間 ：2020 年 10 月 21 日（水）から 2020 年 12 月 4 日（金） 

③方式 ：メールまたは FAX 

④申込者：624 名 

⑤内容 ：受講申込時の設計者等の属性。設問数 8 問。質問内容を以下に示す 
 

 
Q1-1 業種について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□建設業 □設計事務所 □指定確認検査機関 □行政庁 □不動産業  

□住宅メーカー・工務店 □その他 

 

Q1-2 担当業務について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□意匠 □構造 □設備 □その他 

 

Q1-3 業務対象建築物の構造種別（主なもの）について、該当箇所にチェックを入れて
ください。 

□RC 造 □S 造 □木造 □その他 

 

Q1-4 担当業務経験年数について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□1 年未満 □1 年以上 5年未満 □5年以上 10 年未満 □10 年以上 20 年未満 

□20 年以上 

 

Q1-5 直近 1 年間で設計した建物で、木造住宅以外の非住宅木造の棟数について、該当
箇所にチェックを入れてください。 

□なし □1棟以上 5 棟未満 □5 棟以上 10 棟未満 □10 棟以上 

 

Q1-6 建築関連資格について、該当箇所にチェックを入れてください。 
□一級建築士 □二級建築士 □木造建築士 □構造設計一級建築士  
□設備設計一級建築士 □該当なし □その他（             ）

 

Q1-7 受講理由について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□知識を深めるため □会社の指示・社外研修  

□その他（         ） 

 

Q1-8 来年度以降、講習会や各種相談を受けるなど、各地のリーダーとしての活動を希
望しますか。 

□希望する □希望しない □その他（              ） 
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(2)講習会受講後の設計者等へのアンケート 

①対象 ：受講者 

②期間 ：2020 年 11 月 25 日（水）から 2021 年 1 月 25 日（月） 

③方式 ：配信サイト内の URL より回答 

④回答者：175 名。申込者数 624 名に対し 175 名の回答を得た。 

⑤回答率：28.0％ 

⑥内容 ：テキストの内容、今後の取組み等。設問数 13 問。質問内容を以下に示す 
 

『木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き』講習会 

受講者アンケート 

 

本日は講習会にご参加いただきまして ありがとうございました。 

皆様のご意見を今後のセミナーに活かしたいと思いますので、下記のアンケートにご回答

いただきますようお願い申し上げます。 

パソコン、タブレットなどから5分ほどでご回答いただくことができます。回答が終わ

りましたら下部の送信ボタンをクリックしてください。 

※アンケートの内容は今後の講習会の企画等のために使用するものです。ご記載いただ

いた個人情報を第三者に提供する事はございません。 

*必須 

メールアドレス *（           ） 

お名前（                ） 

所属（任意               ） 

 

Q2-1 年齢 

1. 10代 2. 20代 3. 30代 4. 40代 5. 50代 6. 60代 7. 70代以上 

 

Q2-2 本講習会の開催を何で知りましたか。（複数回答可） 

1. フライヤー・チラシ 

2.（一社）木を活かす建築推進協議会のホームページ 

3.（一社）木を活かす建築推進協議会のメールマガジン 

4. NPO木の建築フォラムのホームページ・Facebook 

5. NPO木の建築フォラムのメールマガジン 

6.（公財）日本住宅・木材技術センターの会誌『住宅と木材』 

7.（公財）日本住宅・木材技術センターのホームページ 

8.（公財）日本住宅・木材技術センターのメールマガジン 

9.（一社）日本建築構造技術者協会（JSCA）のホームページ 

10.（一社）日本建築構造技術者協会（JSCA）のメールマガジン 

11.（公社）日本建築士会連合会の広報 

12. その他の団体等の広報 

13. 知人、同僚などから 

14. その他（                      ） 
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Q2-3 テキストの内容について、各章ごとにご意見をお知らせください。 

Q2-3-1 第1章 構造設計の考え方と適用条件 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

     3. その他（                      ） 

 

Q2-3-2 第2章2.1 使用材料-1（軸材と面材） 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の 

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-3 第2章2.1 使用材料-1（軸材と面材） 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-5 第2章2.2 使用材料-2 （接具と接合金物） 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-6 第2章2.3 荷重・外力の算定 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-7 第2章2.4 横架材と柱の鉛直荷重に対する断面算定 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-8 第2章2.5 耐力壁の構造設計法 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 
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Q2-3-9 第2章2.6 水平構面の構造設計法 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-10 第2章2.7 木造ラーメンの構造設計法 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-11 第2章2.9 木造トラスの構造設計法 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-3-12 第2章2.11 燃えしろ設計 

1. 十分な内容で理解しやすい 

2. より内容を充実してほしい（具体的に充実させて欲しい項目を下記のその他の

欄にご記載ください） 

3. その他（                      ） 

 

Q2-4 来年度以降もこの構造設計講習会が開催される場合、どの様な内容を望みますか。 

1. 今年度同様の座学の講習 

2. 座学だけでなく構造設計・計算の演習 

3. その他（                      ） 

 

Q2-5 本講習会は中大規模木造建築の構造設計者の育成を目的としています。来年度以降、

各地域で開催予定の講習会において、講師を努め、木造の構造設計に関する相談を受

けられるような地域リーダーとしての活動をしていただけますか。 

1. 地域リーダーとして活動したい 

2. すぐには無理だが、いずれは地域リーダーとして活動したい 

3. 地域リーダーとして活動したいとは思わない 

4. その他（                      ） 

 

Q2-6  その他、本講習会の感想、ご意見、ご要望などがございましたらご記入ください。 

（                                              ） 
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講習会申込時のアンケート結果　構造 講習会
受講申込者の属性

鳥取

福岡

大分

宮崎

佐賀長崎

沖縄

高知

兵庫

愛媛

徳島

香川

山口

島根

広島 岡山 大
阪

京都

和歌山

奈良

静岡

滋賀

三重

福井

石川

富
山

岐阜

愛知

長野

新潟

群馬 栃木

山梨

埼玉

神奈川

茨城

東京 千葉

山形

秋田 岩手

宮城

青森

福島

北海道

島

熊本

児鹿

（単位：名）

	凡例	

624名の回答
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Ĝt̢̝̟

ƒ˂̢̝̟

�ʕċ΃ΟϤέϦρȯŻ͕ƒ˂̖ʕɊ'
̠̞̖�ʕɍ΁ͺ͞ͼ

̠̦̤"΃�Ȗ

͒�ʕɍð̕

͒ųʕɊ'΃ˤCΜ/ͽǳΗ΍ͮͶ͢ϫɲő�Ȗ�Ϭ͗ ̠̦̥"΃�Ȗ

̡̨̥̞̖̗

̨̥̞̖̗

̠̦̞̠̖̗

̠̥̞̥̖̗

̡̤̞̠̖̗

̤̟�

̣̟�

̥̟�

̢̟�

̡̟�

̦̞̣̖̗

̦̟� �

̨�ϫ̤̞̠ϩϬ

̟ ̠̟ ̡̟ ̢̟ ̣̟

όϞΡϚϦϥλϞα

ϫ�ǼϬŰΜƱ͢ͰþȝŅ˅yʘ'΃̸̱

ϫ�ǼϬŰΜƱ͢ͰþȝŅ˅yʘ'΃ϗϦϠϔΨβϤ

̶̸̷Ű΃þȝόΥϞϖ΃̸̱ϥ̯͉͉̿́̓̀͆

̶̸̷Ű΃þȝόΥϞϖ΃ϗϦϠϔΨβϤ

ϫMʞϬŜų,ÇϥŰŴīɪεϤιϦ΃'ʋ͛,Ç;ŰŴ͜

ϫMʞϬŜų,ÇϥŰŴīɪεϤιϦ΃̸̱

ϫMʞϬŜų,ÇϥŰŴīɪεϤιϦ΃ϗϦϠϔΨβϤ

̙�Ǽ̚Ŝųþȝƒ˂īɪɍy'ϫ̳̻̬̪Ϭ΃̸̱

̙�Ǽ̚Ŝųþȝƒ˂īɪɍy'ϫ̳̻̬̪Ϭ΃ϗϦϠϔΨβϤ

ϫMǼϬŜųþȝ´'˃�'΃ô®

ʹ΃�΃�.Ȕ΃ô®

ǳ�͖�E΀Ϳ͢Ζ

ʹ΃� ̢̨�ϫ̡̡̡̞ϩϬ

̡̠�ϫ̨̠̠̞ϩϬ

̨�ϫ̤̞̠ϩϬ

̢̣�ϫ̨̢̠̞ϩϬ

̢�ϫ̠̞̦ϩϬ

̤�ϫ̡̧̞ϩϬ

̠̥�ϫ̨̞̠ϩϬ

̥�ϫ̢̞̣ϩϬ

̡̠�ϫ̨̥̞ϩϬ

̣�ϫ̡̢̞ϩϬ

̨̠�ϫ̧̠̟̞ϩϬ

̦�ϫ̣̞̟ϩϬ

̡̥�ϫ̧̠̣̞ϩϬ
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ƒ˂̝̟̣
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ϥ̢̠̝͖̠̝̣΍ͽɼʎΜͮͼ΋ͮ͗͞

ϥŰ˂ϠϦρϳ΃¯�΁˩͹ͶόϢϦ�Α͝Θ;ɟ͞;ĕ͞΍ͮͶ͗Ì̐Μ

͕ͰΘ͉͋ͮ΀͖̭͌͞΄Ϳ͟ͰΘ͖ʂɿɍ]ŗ͉̖͈͉͍͋͗

ϥϗϟχϟͣ΀͖ͦϓΡϤρͣͺ͢Ύ΁ͦ͗͞ɼʎųďɳ͗

ϥ�Ȇ��åƯ΃ψυ΃ʂÊ̙Ì̐ȯŻͣͿͪ΁ˤǻͬΙͼ͞Θ͗̚͢

ϥ�ɫΜ±Βͮͼƛͮ͗͞

ϥXǋͰΘ˯΁΄�Μȹ̓΁ͮͼƛͮ͗͞
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͕ΒͰ͞Α΃͖ʊͮ͞Α΃ͣ͝Η΍ͮͶ͗ċŜ͖æͮͬΛΗ΃΀͞Ȝ�ͽ͖M

͕ˤͮͼƛͮ͗͞

ϥʕɊγϞΡς΃QÐΑοΩγρ΁ǨΗʶΝͽƛͮ͗͞

ϥʕɉ΃ɼʎ΃γϞΡςʤŕ;΃�˴ͣºͤ͞;ĕ͞΍ͮͶ͗

ϥοΩγρ΃ʉĄϐϦβ΃ȫ�͖ɡͮͦ΄ωϣϓ΃ʤŕͣƛͮ͗͞

ϥʕɊ΃T̄Μ͟΍ͦɷɐͽͤ΍ͲΝͽͮͶ͖ͣγϞΡςͽͫʎŞ͞Ͷͷ͞Ͷ

͕QÐΑοΩγρ΁ǨΗʶΝͽ͞Ͷͷͦ;ΕΗǓɼͣƷ΍Θ;ĕ͞΍ͮͶ͕͗

ϥńǰe΁˦ͰΘ3ǖǔ°΃O.Ǧ΀4ͣ͝Θ;Λ͢ΗΒͰ͗͞

ϥ˲ġŴ΃ȿ3͞Ɩ3͞΃ͫʎŞΛ͢ΗΒͰͦʁʳͰΘ;ʍ3ǖ�ː΁

͕΀Θ΃ͽ΄ϻ

ϥɶ¬ƻ΃�ɌŔǐΜŞǻͮͼ΋ͮ͗͞

ϥƲˀͮͼ͞ΘˑŴΜΛ͢ΗΒͰͦǻͮͼ΋ͮ͗͞

ϥǃȔȨŴɎg΃ƄĶΒ͖Ɏ�ĖuYͣĎŴΜΑ;΁ƪΐΖΙͼ͞Θ͖΀

͕Ϳ΃ʈ΄͝ΗͣͶ͢͹Ͷ͗

ϥʕëͣ͡ʈͮͮͼ͞ͶQÐΜοΩγρ΁ǨΗʶΝͽƛͮ͗͞

ϥοΩγρ ¸΃QÐͣ͝͹Ͷ΃ͽοΩγρ΁�Šͮͼ̀ͨΘ;ɟ͞ͽͰ͗

ϥγϞΡςͽǖ͞Ͷ�ΑοΩγρ΁΋ͮ͞;ĕ͞΍ͮͶ͗

ϥʎŞ΃ωϣϓʤŕͣ͝Θ;ΕΗY͢ΗΒͰ͞;ĝͯ΍ͮͶ͗

ϥʕɊγϞΡς΃QÐΑοΩγρ΁ǨΗʶΝͽ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

ϥUǯϫΧϞϦϬΒ�΀ͿΜΑ͟Ûͮ±Βͮͼ΋ͮ͗͞

ϥϗϟχϟͣ΀͖ͦϓΡϤρͣͺ͢Ύ΁ͦ͗͞ɼʎųďɳ͗

͒ȑϱȎ͕ƒ˂ʂɿ΃Ɍ͠ř;ˍǖŶ"

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

͒ȑϲȎ̡̞̠͕3ǖŴŕ̝̠ϫʱŴ;˼ŴϬ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̠̥̥"΃�Ȗ

̠̥̣"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

̨̦̤̞̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̣̞̠̗

̧̟̞̣̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̨̠̞̥̗
QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̝̟̤

ƒ˂̝̟̤

ϥ̰̲̺ń�͗

ϥƀɖ;¬Ǻ΃ń�ˑY΁ͺ͞ͼ͗

ϥń�ˑ΃πϦιŃͮ΁ţ˥Μ�ΖΙΘ�ͣ¹͞΃ͽ͖πϦι΃:ŭJΜ

͕ƇQͮͼͦΙΘȌ�Ȕ΃˃ȱJΜʁʳXŷΘ΃ͽ͝Ι΅ͮͼ̀ͨΘ;͖

͕˻ì΁j͢Η΍Ͱ͗

ϥÌǌ΃3ǖ4΃Uǯͣ͝Θ;Y͢ΗΒͰ͞ͽͰ͗

ϥʤŕΑʳͲͼƛͮ͗͞

ϥϗϟχϟͣ΀͖ͦϓΡϤρͣͺ͢Ύ΁ͦ͗͞ɼʎųďɳ͗

ϥЇ΁ƻͱΘͷͨͽ΀͖ͦ΀ͳʹ͟΀͹Ͷ΃͖͢΀ͳʹ΃őÄ΀΃͢΃ɼʎ

͕ͣƛͮ͗͞

ϥŰ˂΁�ˑΤϡϏϦιͣ˜̑˂ͽȭΝͷ¯�΃Ɍ͠řȔ͗

ϥ̊£g΁ͺ͞ͼ͗

ϥ˻,Ç΀Ζͽ΄΃ Êɤ˖΃QÐΜIÌͬͲͼƛͮ͗͞

ϥ ŭļoő΁˦ͰΘʁʳ΃̧̱͏ �΄XP΀ͿƄĶΜǻͮͼƛͮ͞ͽͰ

͗ǖʿͣ�pĦ͖,Ý΃¯�ͽ˩ø΄ǟ΀Η΍Ͱ̡͕̞̣̞̠̞̣͗ÿ΄zȦõ΃

͕ǝșÿ͢;ĕ͞΍Ͱ͗γωϤͣ͝Θȃø �;΀Θ;̠ƚļoő΄ƈd

͕Ėͽƪ΍Θȓ΀΃ͽ͖ͪ΃ÿ΃ˍǖȜ�΁ͺ͞ͼΑʁʳͬΙͶřͣɟ͞

͕͢;ĕ͞΍ͮͶ͗°ǚŶ"ͣzȦŌĹõ;΀͹ͼ͞΍ͰͣϴʵϋϤŌĹ

͕΃ǝșÿ΄ÌĘ;�͹ͼ͞΀͞Ε͟΀Ʀͣͮ΍Ͱ͗

ϥγϞΡς΃Ύ΃QÐ͖ưĜ�́΀Ϳ͖4͠΅�ɞǦ΀z*˼Ȉ˖˘΀Ϳ͕

͕οΩγρΉʁʳ΋ͮ͗͞

ϥέϞψ΃X΃ˑY΃̊£g΃Ɍ͠ř͗έϞψH΃²˼΁ïɩ΃̊ɤ˖

͕΁×ͮͼ΄Ǐȍ�à;ͮͼƍʀΜɩ͟ďɳͣ͝Θ͗͢

ϥ�ʂɿ�΃ưĜǁȔͣ͝Ι΅ͣ͟͢͞Ͷ͢͹ͶͽͰ͗

ϥʹΑʹΑͪ΃́Ǫ΄ďɳͽͮΔ̩͟͢

͒ȑϲȎ̡̡̞͕3ǖŴŕ̡̝̖̖ϫń�O;ń�˙ǌϬ

͒ȑϲȎ̡̢̞͕ɤ˖ϥ¸g΃șÊ

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̡̠̥"΃�Ȗ

̠̥̣"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̧̣̞̠̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̨̠̤̞̗

̧̦̦̞̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̡̡̞̗
QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̝̟̥

ƒ˂̝̟̥

ϥƖŽŴ΃ͶΛΎ΄ʂɿɍ΃åÆǦ΀]ŗͣ˖ɳ͢;ĕ͞΍Ͱ͖ͣ]ŗ

͕Ŵŕ΃ϟγρϫàƄ͉͋õ͖õļo͖γωϤ͖ΫϟϦώ͖ń�ˑ͖ϘπϠȢøϬ

͕ͣ͝Θ;�Ɍ΁΀Θ΃ͽ΄΀͗͢͞

ϥͶΛΎ͖õ΃ļo˰Ï˧Ɯ΁ͺ͞ͼ͗

ϥƧïɤ˖ΜʝĴͮ΀͖͞˞Ŵ΁ΕΘƀ΃ĩ͞΁ͺ͞ͼŞʁͮͼ̀ͨΘ;

͕j͢Η΍Ͱ͗

ϥʊȪ΀ɿșřƯ;ɿș4͗

ϥɿș4Ȕ͗

ϥO.Ǧ΀ɿș4ͣ͝͹ͶřͣY͢ΗΒͰ͞;ĕ͞΍Ͱ͗ΕΗÌpǦ΀ʁ

͕ʳͣƛͮ͞ͽͰ͗

ϥõ΃ļoĭaΜΕΗʊȪ΁ɼʎͮͼ̀ͤͶ͞ͽͰ͗¢�Ή΃ΐΗʶΎ΃

͕ŴȐˑ΃˯΃ΐΗʶΎ0ˢmŻ΃Ƒɳ΃ɼʎ΀ͿΑǨΗʶΝͽ̀ͨΘ

͕;Âͮ͞ͽͰ͗

ϥ��͖˙ǌ΀Ϳ΁ΕΘŗ˼ƙŊ΃Ŷ"΀ͿΜʻhͮͼ͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥùÞ΃ƍʀ΁ͺ͞ͼ΀Ϳ�ɫͣ΀͞;Ǔɼͮ΁ͦ͞;ͪΚͣ͝Η΍ͮͶ͗

ϥϗϟχϟͣ΀͖ͦϓΡϤρͣͺ͢Ύ΁ͦ͗͞ɼʎųďɳ͗

ϥάϡϦų;΃ǬˊǁΒŘͶ΁ʻhͬΙͶˑYΜΧϞϦͽɫʁͮͼƛͮ͗͞

ϥγϞΡς΃Ύ΃QÐ͖ưĜ�́΀ͿοΩγρΉʁʳ΋ͮ͗͞

ϥʕɊγϞΡς΃QÐΑǨΗʶΝͽ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

͒ȑϲȎ̡̞̣͕ƖŽŴ;ƀ΃˝ǫɤ˖΁×ͰΘŗ˼șÊ

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

̠̥̠"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̧̟̞̠̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̨̨̠̞̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̝̟̦

ƒ˂̝̟̦

ϥϷ?Μʧ͠Θ²3ǖţ͖ĒgɼźηόρΜ3͹Ͷ¯�΃ɼʎͣÛ΀͗͞

ϥ̸̧̧̨̠̜̠̠΃ŨͩϘϦϗϤρ�ΜɵΘ;˃ã²΀΃΁�Ũǁͣˬ̒ Q;

͕΀͹ͼ͞΍Ͱ͗ÈLA΃ʅ7΁΀Η΍ͰͽͮΔ̖͗͟͢

ϥ²ϘπϠͣȻŴͽŌǁͣ�ʰψυ;΀͹ͼ͞Θͪ;ͣ~�͢;ĕ͞΍Ͱ

͕͖ͣ²ύϡϦγɅňϘπϠ΍Ͷ΄ȢșƯ;ƥʲͮͼÈLAͽ͝Θͪ;Μǻ

͕ͮͼƛͮ͞ͽͰ͗

ϥʕɊͽʈ΁XͶ¤ŷ��΃ʾͲΝŗΉ΃ĲĮřƯ΁ͺ͞ͼ΃/Ζ͢΃

͕ɼƪƇΜǻͲΘ;ɟ͞;ĕ͗͟

ϥάϡϦų;΃ǬˊǁΒŘͶ΁ʻhͬΙͶˑYΜΧϞϦͽɫʁͮͼƛͮ͗͞

ϥάϡϦų΁ǃ́͞Ǫ̙4ϺϢνΩϤά̚΁ɿș4ͣ͝Θ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥ̔ų΁ʁʳ΃Ɏg²�ƓΑʁʳͬΙͼ΄ͣ͢͞ͽͮΔ͗͟͢ϢνΩϤά΃

͕Êɉ;ϢνΩϤά¶ąͣþǌ΁�ΌͰć˾;ʂɿ�΃ưĜǁϫoǦɼź

͕;΃ˊ͞ȔϬ΁ͺ͞ͼ΃ʻʁΜͮͼ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

ϥϢνΩϤά¶ą͖ƀ̄ƀɖń�ˑʊȪɿș΁ͺ͞ͼ͗

ϥϢνΩϤά¶ą΃Ɍğ΁ͺ͞ͼɿș�4ȔΜǖ͞ͼɼʎͮͼ΋ͮ͗͞΍Ͷ

͕ǒ¤͝ΘŰ˂,ÇǖώϢάϞϖͽͿ΃Ε͟΁ͮͼϢνΩϤάΜɌğͰΘ΃

͕͢ɼʎͮͼ͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥ̒Ɏg²Μ3ǖͮͶ˯΁�ʵˑŴ΃λΣνΫ ¸΁ưĜ�́ͣ͝Ι΅ʁ

͕ʳͮͼ΋ͮ͗͞

ϥ�ʵˑŴΒń�ˑ΃ƍÊ͗

ϥʊȪ΀ɿșřƯ;ɿș4͗

ϥŰ˂þȝǌ΃ʂɿÌɁͣ΀͞΃ͽʂɿ4ΜɃΗ�ͳͼΑΖ͟;ǓɼͮΒ

͕Ͱ͗͞

ϥ˼ŴĂΗº²΃ʊȪɿșƯ͖²̒ͬ˦9͗

ϥɎg²;õ΄º�΀΃ͽǍ˲ΜȭΝͽ͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥʕɊγϞΡς΃QÐΑǨΗʶΝͽ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

ϥʕɉγϞΡς΃Ύ΃QÐ΄ɿș4΀ͿοΩγρΉʁʳͮͼ΋ͮ͗͞

ϥϗϟχϟͣ΀͖ͦϓΡϤρͣͺ͢Ύ΁ͦ͗͞ɼʎųďɳ͗

ϥ^΃ʕɊ'ͽΑΕ͞΃ͽͰ͖ͣʊȪʂɿƯ΃ʂɿƼɊʕɊ'ΜˤC̀

͕ͨ΍ͰͽͮΔ͗͟͢

͒ȑϲȎ̡̞̤͕Ɏg²΃ƒ˂ʂɿƯ

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

̢̠̥"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̡̦̠̞̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̧̧̞̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝţ̝̟

ƒ˂̧̝̟

ϥ˼Ŵ²;΃�Η�͞΀ͿQˑ΁̒?ǑΜ3͹Ͷ¯�΃4΀Ϳ͗

ϥàƄ˼΁ǕͯΘͲΝŗg΃�ˑΉ΃(ˉ΁ͺ͞ͼ͗

ϥįŹàƄ΁ͮͶ¯�΃Ƨïƒ˼΃�Ηř͗

ϥÑƋàƄ΀Ϳ͖ʿ�ͽàƄͣįΙΘ¯�΃Ēg(ˉ΁ͺ͞ͼ΃Ɍ͠ř

͕Αʁʳͮͼ΋ͮ͗͞

ϥ̸̡̨̞̟ͽr˓˼΃ͲΝŗg(ˉ΃ʁʹ;̸̡̞̠̦ͽʰ·ƜΐΜʂͨͶ¯�

͕΃ʁʹͣǬ�ͰΘʁʳ;΀͹ͼ͞Θ΃ͽ̸̡̨̞̟΁ʰ·ƜΐΜʂͨͶ¯�

͕΁ͺ͞ͼ΃ήϗϤρΜʻhͮͶřͣɟ͢͞;ĕ͞΍ͮͶ͗

ϥ,ÇάϡϦųͽΑ�ͯͷ͖ͣ}ǌ�Ź̡͍̣΃�ŴͲ̣̤ͣ͞ �;΀͹ͼ

͕͞Θ͖̣̤ͣͷ;˚ͣʠˀͮͼͮ΍ͣ͟�̆΀ͣ͢͞Ʀ΁΀Θ͗

ϥɿș4Ȕ͗

ϥʊȪ΀ɿșřƯ;ɿș4͗

ϥÌʂɿ΁ŭm΀ϘπϠsΜȫ�ͮͼ΋ͮ͗͞

ϥ̒Ɏg͖̒dĖ΃˼ŴΜ3ǖͰΘ˯΃ưĜǁͣ͝Ι΅ʁʳͮͼͦͷͬ͗͞

ϥʕɊγϞΡς΃QÐΑǨΗʶΝͽ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

ϥγϞΡς΃Ύ΃QÐͽɿș4΀ͿοΩγρΉʁʳͮͼ΋ͮ͗͞

ϥϗϟχϟͣ΀͖ͦϓΡϤρͣͺ͢Ύ΁ͦ͗͞ɼʎųďɳ͗

ϥͪΙͷͨͽΑʕɊ'ͣˤCͽͤΘQÐͷ;ĕ͞΍Ͱ͗

͒ȑϲȎ̡̞̥͕Ƨïƒ˼΃ƒ˂ʂɿƯ

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

̢̠̥"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

̡̦̞̣̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̦̞̥̗
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Ĝt̨̝̟

ƒ˂̨̝̟

ϥ�ȆåƯͫ;΃��ˑ΃dĖʅ7͗

ϥń�ˑ΃dĖ�·Ɏg΃șÊřƯ΁ͺ͞ͼ

ϥƀɖ΁ͺ͞ͼȆ̉ͣÛ΀͞Ε͟΁ĝͯͶ͗

ϥń�ˑ΃˙ǌɱ1ϗϦΧϦϥ�ƓȔ�ɹΜǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥƀΜʿ�ͽȵͧ�Ɠ΄ǃ͞΃ͽͮΔ̶̰͗͟͢ϻ

ϥ¤ŷʱȭåƯͽ̒Ɏg²Μ3ǖͮͶ¯�͖ƩǖɼźηόρΜ3͹Ͷţ΃

͕ʱψυ΃Ɍ͠řΒͿ΃Ɠ΀>ĦΉďɳ΀΃͖͢΍Ͷ΄Lͼ΃ńǁ΁͡

͕͞ͼψυ΃ʂÊΜɩ͟΃͖͢ΕΗO.Ǧ΀ʎŞΒɼʎͣŭΙ΅;ĕ͞΍

͕Ͱ͗

ϥƒ˂ƍʀόϢϯλϙϯρͽÌ̐ΜͲͱ͖�ʰdĖϥ˨%ϘϯϗϤρΜ	͠Ζ

͕ΙΘ΃΄ųŪ΁ʁʳͬΙͼ͞Θ¯�ͷͨΜɽ͹ͼ͞Θ΃͢ϻ

ϥ!Êŗ˼΃șÊřƯ΁ͺ͞ͼ͗

ϥ c΁ɟͦ3ΛΙͼ͞Ͷřŵřÿ΃ϞϦϗϤ΃QÐͣ͝Ι΅͝ΗͣͶ͗͞

ϥ¹˷¥ªͽ΃O.4Μǻͮͼ΋ͮ͗͞

ϥǷ³Ì̐΃oǙͣ͝Ι΅ɵͼΎͶ͗͞

ϥ¤ŷŰʱϫřŵ3ǖţ΃Ɏgʅ7ϬΒ(ȳŰʱϫʠåƯϬ΃ɎɤƘƒ΃

͕ɼʎ;ʂɿÿ΃ÙKͣƛͮ͗͞

ϥͪ΃́Ǫ΁ͺ͞ͼ^ʿɿș4Α�͠ͼ͖ɼʎͮͼ͞Ͷͷͦ;ɟ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥɠ͘΀ωιϦϤ΃ɿș4ͣ͝Θ;Âͮ͞ͽͰ͗

ϥɲő΃�4΃ɿșŪͣ͝Θ;ɟ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥʂɿ4;ưĜǁΜIÌͮͼƛͮ͗͞

ϥɲ˳΀QÐͽĄŜ΃ţ˥ͽ΄΀͢΀͢ǓɼͰΘ΃ͣ˵͖ͮͦɼʎʤŕΜ˓éͮͼ͞ͶͷͨΘ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥʂɿ4ΜʳͲͼ΋ͮ͗͞

ϥʂɿ4ͣ͝Ι΅ɟ͢͹ͶͽͰ͗

ϥɿșÿͷͨͽ΄΀ͦρϞγ΃Ɠ΁ʂɿϫɿșϬ4Μʻhͮͼ΋ͮ͗͞

ϥO.Ǧ΀ɿș4Μˀͮͼ΃ʎŞʤŕͣ͝Θ;Ε͢͹Ͷ͗QÐͣ̒øͽͮͶ͗

ϥőÿ΃ĀǖͣǓɼͣ˵ͮ͗͞ĄŜ΃ʎŞ΃�ǋͣų΁ņʳ΀͗͞

ϥγϞΡς;οΩγρ΃Ǉ�΁Ĥę͹Ͷ͗γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥĄŜ΃ʎŞ�ͣų΁ņʳͬΙͼ͞΀͗͞

ϥĄŜ΃ʎŞ΃�ͣοΩγρ΁͝Θ;ɟ͢͹Ͷ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥοΩγρ΁ʳ͹ͼ͞΀͞ʤŕΒγϞΡς΃QÐ΄͖οΩγρ΃ɰÉ;ͮͼʻhͮͼ̀ͤͶ͗͞

ϥ�ċ΄±͠ͼŷΘåƯ;ĕΛΙΘͶΐʕɊ΃Ƙ'Μ±Βͮͼ̀ͤͶ͗͞

ϥΛ͢ΗΒͰ͞ɿș4΃ɼʎͣ^ʿŪȟͽ΋ͮ͗͞

ϥ˅ΎO�ͣŝ͢͹Ͷ΃ͽ͖zǏ΃ʕùͽ̈ͮ͡͞Ͷ͗͞

ϥţ˥ͣǵͰͥͼ͖ƑɳʎŞ΃Ύͽ͝͹Ͷ͗Ű˂ϞϦϗϤΜˍǖͮͶƒ˂ʂɿ�4΁ƻͯͼ͖ˢţ˥Μǹ:ͮͶ

͕ʕɊ'ΜˤCͮͼ΋ͮ͗͞

ϥnă�ʩͽIY΁Ǔɼͽͤ΀͗͞

ϥ˵ͮͰͥͼ̖ΕͦɼΖ΀͢͹ͶͽͰ͗

ϥQÐͣÛͮ˵ͮ͢͹ͶͽͰ͗

ϥŰ˂ϞϦϗϤ΁ͺ͞ͼ�Bǳʗͣ΀͢͹ͶͶΐǓɼͣ˵ͮͦĝͯ΍ͮͶ͗

ϥγΩϠ�ʩ΁ͼ]ŗͽͤ΍ͲΝ͗

͒ȑϲȎ̡̞̦̖Ű˂ϞϦϗϤ΃ƒ˂ʂɿƯ

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

̧̢"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̧̡̣̞̗

vY΀QÐͽ
ǓɼͮΒͰ͞

̧̤̠̞̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̝̠̟

ƒ˂̝̠̟

ϥϘπϠs΁ͺ͞ͼ͗

ϥƆɩř�;΃�Η�͖͞Ƨïƒ˼΃Ɍ͠ř͗

ϥ˞ŹĽKςϟόρϋϤń�΀Ϳ˙ǌΜǖ͞ͶρϞγ΁ͺ͞ͼ͗

ϥ˜Ź̛ςϟόρϋϤͽβϜΡϤρͰΘ¯�΃ΨιɼƶřƯ͗

ϥŰ˂ƃɜ΃ƒ˂ʂɿƔƻ ¸΃���͖ȵħ΃QÐͣ͝Θ;͝ΗͣͶ͞

͕ͽͰ͗

ϥŰ˂΃¯�͖ń�ˑͣ˖ɳ΁΀Η΍Ͱ͗ÌŚʂɿţ͖͝Θȃøɶƅ΃˙

͕ǌͣ͝Ι΅�Ɍ4Μ�ΐͼ΍;ΐͼ̀ͤͶ͞ͽͰ͗ǃɣͽͰͣ͗

ϥǍ΁ƀϥρϞγƈ΃�΍ΗͣɟͦΛ͢Ζ΀͗͞

ϥïɩāρϞγΑ͝Ι΅͖;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥïɩāρϞγΒ͖ĂāρϞγ͖ƗŰρϞγϥϥϥȔ΁ͺ͞ͼΑȫ�ͮͼ΋ͮ͗͞

ϥ̸̢̢̞̠΃�΄̸̪̾ρϞγͽ΄΀͞΃̩͢�ˑͽɿș4;ϑθąǎ΃ˊͣ͞

͕͝Θ͗

ϥŖŴ̫̮Ȕ΃ϑθ΃ͲΝŗ΃ƍʀͣɩΛΙͼ͞΍ͲΝͣº�½ͽͮΔ͗͟͢

ϥςϟόρϋϤń�ιΡώ΀Ϳ�΃ʂɿ4Α΋ͮ͗͞

ϥʂɿ4΃ʻhϥķIêŮͽͰ͗

ϥʂɿ4;ưĜǁΜIÌͮͼƛͮ͗͞

ϥÌ̐΀ͿUǯ�ͤͽY͢ΗΒͰ͢͹ͶͽͰ͖ͣΑ͟ÛͮρϞγ΃ɿșřƯȔ

͕Α͝͹ͶΖɟ͢͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥɲő΃�4΃ɿșŪͣ͝Θ;ɟ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥɠ͘΀ωιϦϤ΃ɿș4ͣ͝Θ;Âͮ͞ͽͰ

ϥɲ˳΀QÐͽĄŜ΃ţ˥ͽ΄΀͢΀͢ǓɼͰΘ΃ͣ˵͖ͮͦɼʎʤŕΜ

͕˓éͮͼ͞ͶͷͨΘ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥΛ͢ΗΒͰ͞ɿș4΃ɼʎͣ^ʿŪȟͽ΋ͮ͗͞

ϥγϞΡς;οΩγρ΃Ǉ�΁Ĥę͹Ͷ͗γϞΡςͣƛͮ͞

ϥ�Õ΀οΩγρͽɟ͢͹ͶͽͰ͗

ϥŰ˂ρϞγ;͟͞ôȜ�΀QÐΜţ˥QͽˤʂͽͤΘʕɊ';ͮͼ΋ͮ͗͞

ϥº΍͢΁΄ǓɼͽͤͶ΃ͽͰ͖ͣO.Ǧ΀ʂɿřƯ΃Ǔɼͣ�˵ͽͮͶ͗

ϥQÐͣÛͮ˵ͮ͢͹ͶͽͰ͗

ϥnă�ʩͽIY΁Ǔɼͽͤ΀͗͞

ϥɘYͣȮ̐ͮͼ͞΀͞QÐ΀΃ͽnăͮ΍ͮͶ͗

ϥţ˥ͣǵ͞;ĝͯͶ΃ͽ͖Α͟Ûͮţ˥Μ�͹ͼ͞ͶͷͤͶ͗͞

͒ȑϲȎ̡̨̞͕Ű˂ρϞγ΃ƒ˂ʂɿƯ

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

̧̢"΃�Ȗ

QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

̥̠̞̣̗

vY΀QÐͽ
ǓɼͮΒͰ͞

̢̧̞̥̗

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�
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Ĝt̝̠̠

ƒ˂̝̠̠

ϥɎƿţ˥΃ʂÊƄĶ͗

ϥ¤ŷ��ϫºKΙ͖ɨŁ͖ͨ�ϬΒȵͥħϫˡȵͥȔϬΉ΃Ɍ͠řͣǳΗͶ

͕͗͞LǄκϗ΀΃͖͢Ǌ͠ƢΗˑYͣʩΗͼ͞Ι΅�ɕ΀΃͢Ȕ͗

ϥ˧ƿϥɎƿɬɴˑ;΃�Η�͞ˑY΃Ɍ͠řϥO.Ǧ΀ȥ΍Η͗

ϥ�ΛͲƈϥ�ΛͲƀ΃Ǌͮ͠Κʂɿ̙śĉʆ̐΃ȯŻĀǖ΀Ϳ͗̚

ϥ̳̪̻Ŵͷͨͽ΀ͦǃțȔ΃Ŷ"ŭͽ
¼Ȕ΃Ǌ͠�Ì̐ȯŻΑƛͮ͗͞

ϥɲő΃�4΃ɿșŪͣ͝Θ;ɟ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ×ȁǟȔȨƈ�·ƀ΃Ǌ͠�ʂɿ΃ʂɿ4ΜIÌͮͼƛͮ͗͞

ϥγϞΡς;οΩγρ΃Ǉ�΁Ĥę͹Ͷ͗γϞΡςͣƛͮ͗͞

ϥnă�ʩͽIY΁Ǔɼͽͤ΀͗͞

ϥţ˥ͣǵ͞;ĝͯͶ΃ͽ͖Α͟Ûͮţ˥Μ�͹ͼ͞ͶͷͤͶ͗͞

͒ȑϲȎ̡̞̠̠͕Ǌͮ͠Κʂɿ

̡̞̖οΩγρ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

̧̢"΃�Ȗ

��


QÐ΁ͺ͞ͼIÌͬͲͼƛͮ́͞Ǫ;ɳŮ

QÐΜΕΗIÌ
ͮͼ΋͖ͮ͞�

̦̦̞̠̗

vY΀QÐͽǓɼͮΒͰ͞

̡̡̨̞̗
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Ĝt̡̝̠

ƒ˂̡̝̠

͔͙�ðø�Ɠ΃ùÆ΃ʕɊ͚΃�Ȗɍ΃ήϗϤρ

ϥΑ͟Ûͮ\Ďɍ�ͨΑƛͮ͞ͽͰ͗

ϥƒ˂΃å�ǩǓΜ�ΐͶ͖ƒ˂ʂɿ΃ǳʗΜƷΐΘͶΐ΃ʕɊΜŮΏ͗

ϥʕɊ'΃oǙ͖γϞΡςΜů˥Μʂͨͼņʳͮͼ̀ͨΙ΅SøčɊͽͤΘ΃ͽŭ˵͞ͽͰ͗

ϥʂɿ�4΃ȫ�ͣʛÓ΁͝Θ;͞͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ¥ř΁,Ώɍ;ͮͼ΄ͪ΃Ε͟΀̾̓̀ʕɊ'΃IÌΜêŮͮ΍Ͱ͗

ϥ¥ř¤,΀΃ͽ͖̾̓̀˓;Μȵȶͮͼƛͮ͗͞

͔͙ùÆͷͨͽ΀ͦƒ˂ʂɿϥɿș΃ƼɊ͚΃�Ȗɍ΃ήϗϤρ̖

ϥƒ˂ηόρΜ3͹ͶƼɊͣ�ǞmŻǦͷ;ĕ͗͟

ϥÌ˯΁þͼͶþǌ΃͖ƒ˂ɿșŪ͖Ĝt�͖ƒ˂�Μɵ΀ͣΖ΃ƼɊͣŮ΍ͮ͞ͽͰ͗

ϥÌ4΃ƒ˂ɿǙϥʂɿȔ΃ȫ�͗

ϥ¹Ȇ¹Ɠ΀ń�ˑ΃ȥΐř΁ͺ͞ͼĺÙͮͼ΋ͮ͗͞

ϥŰ˂ρϞγ΁ͺ͞ͼ΃¬ųǦǳʗΜŐ͠ͼ̀ͤͶ͞

ϥŰ˂ϞϦϗϤ͖Ű˂ρϞγ͖řŵ�ͤˣ¨όϡϦϖ΀Ϳ�Y˗΁YͨͶƒ˂ɿșƼɊ΃ʕɊÌŚΜêŮɚ

͕ͮ΍Ͱ͗Ǎ΁ρϞγ΄äąρϞγ͖ïɩā͖Ăā΀ͿȆ̉ΑƓ͘ͽɻŴͽĲĮͰΘέϦγ;�āŴͽ�āŴ

͕Μ΄ͬΎʶΝͽŌ£ͽĲĮͰΘ¯�Α͝Η͖ʹΙ͵Ι΃έϦγͽΕΗʊȪ΀ʕɊ'΃ˤCΜăͦêŮɚͮ

͕΍Ͱ͗

ϥÌþǌΜ4΁͖ɿș΃ʊȪΜοΩγρ΁ƭ͹ͼʎŞͮͼ΋ͮ͞ͽͰ͗

ϥÌpͽ΃ɿș΁˦ͰΘǛĜ�́Β͖Ì˯΃ȥ΍Η΃ǛĜ�́͗

ϥÌpͽŰ˂΃ƒ˂ʂɿΜ¹ͦĩ͟Λͨͽ΄΀͞ǒǎͽ΄͖��΃Ε͟΁íô͞QÐ΄͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

͕ÌpΜɵľ͠Ι΅ɳĦͽƷ͞QÐΑɟ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥÛ�őͽ΃ʹ΃¯ʹ΃˒øͽ΃ʥǡΜ�͠ͶʕɊ͗

ϥƼɊΑΦϤϞΡϤεϕσϦΜêŮͮ΍Ͱ͗

ϥοΩγρͣßͦ΃ͣͥΗͥΗͷ͹ͶͶΐ͖�c΁năͣͽͤͱͺ͞ͼͨ͞΀͢͹Ͷ΃ͣƢĔͽͰ͗

ϥʎŞ΁3͹ͼ͞ͶωϣϦϓΡϤρʤŕΜ˓éͮͼ΋ͮ͗͞

̢̞̖ƚðø ˨Ή΃ɳŮ΀Ϳ

͒ŷðø ˨Αͪ΃ƒ˂ʂɿʕɊ'ͣˤCͬΙΘ¯�͖Ϳ΃Ɠ΀QÐΜŮΎ΍Ͱ͗͢

�ðø�Ɠ΃
ùÆ΃ʕɊ

ùÆͷͨͽ΀ͦ
ƒ˂ʂɿϥɿș΃ƼɊ

̦̟�

̡̠̠�

̟ ̡̟ ̣̟ ̥̟ ̧̟ ̠̟̟
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Ĝt̢̝̠

ƒ˂̢̝̠

͔͙ʹ΃�͚΃�Ȗɍ΃ήϗϤρ

ϥ×ĒͽͤΘɕgͣ΀͞Ͷΐ͖˵͕͕ͮ͗͞ϥg˘�ʩͽͰ͕͕͗ϥŰ˂˻,Ç΃Ȯ̐ͣ΀͞ǂ͖˵ͮ͞ͽͰ͗

ϥϥɘY΄ʹͪ΍ͽ΃ϡϏϠͽ΄΀͕͕͗͞ϥĖƅ�·ɕgǦ΁˵͕͕ͮ͗͞ϥϸϰƟͽͪ΃ţůˋğͮ΍Ͱ͗

ϥƢĔ΀ͣΖʂɿ´ͽ΄΀͞΃ͽXŷʹ͟΁͝Η΍ͲΝ͕͕͗ϥÆgͣͺ͞ͼͨ΍ͲΝͽͮͶ͗

ϥΑ͹;ƒ˂΃năΜͮ΀͞;ǃǓͽͰ͕͕͗ϥ΍ͷ͖'ǼǕƱͽʻΛΙΘȍ¯΀΃ͽ͖×Ēͣ˵ͮ͞ͽͰ͗

ϥO.Ǧ΀ƼɊ΀ͿΜɩ͟�ͽǓɼΜƷΐΘ΀Ϳͽ͖Ő͠ΖΙΘϡϏϠ΁`ˉͰΘďɳͣ͝Η͖�΃ǎĞ

͕ͽ΄˵ͮ͞;ĝͯ΍Ͱ͗οΩγρɘ.΃QÐΑȯƒ˵şøͣ̒ͦĝͯ΍ͮͶ͗

ϥ¥ªϟϦκϦ΁ͺ͞ͼǍ΁΄Ɍ͠ͼ͞΀͕͗͞

ϥ΍ͷűǈ΀΃ͽΑ͟ÛͮȮ̐;năͮͼ͢ΖɌ͠Ͷ͗͞

ϥ΍ͱ΄͖¥ªϟϦκϦ΁΀ΙΘͦΖ͞΃ǳʗ;Ȯ̐ΜȈΎͶ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ�ºɶƕ΃Ű˂΄Û΀͞΃ͽÌp;ͮͼȮ̐ΜȈΐΘΕ͟΁ͮͶ͗͞

ϥţ˥Ǧ΀Γ;ΗͣXŷΙ΅ƱoͮͶ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥɡ͞īɪɍ΁Ʊoͮͼ̀ͤͶͨ͞Ϳ͖͞΀ͨΙ΅yg΄ĚͮΎ΍ͲΝ͗

ϥͽͤΘȜ�΃yg΄ɩ͞Ͷ͞;ĕ͞΍Ͱ͕͕͕͗ϥͪ͸Ζ͢ΖȈƏǦ΁΄oͨ΀ͣ͞Ʊoͮ΍Ͱ͗

ϥǒ¥ǁͽ΄]ŗͽͤ΀͗͞�ċ͖Űʥƒ˂΃ʂɿΜÌpͽȮ̐ͰΘƘ'ͣ͝Η͖ǳʗͣɧȈͽͤΘΕ͟ͽ

͕͝Ι΅ͳΆƱoͮͶ͗͞

ϥǒǎͽ΄ʂɿ"őͣ΋;ΝͿ͝Η΍ͲΝ΃ͽ͖�ċΑͽͤΘͷͨȈƏǦ΁Ű˂΁�ΗȭΝͽͤ͞Ͷ͞;ĕ

͕͞΍Ͱ͕͕͕͗ϥ�΁ɟ͞�ͣ͞Θ;ĕ͞΍Ͱ͕͕͕͗ϥŢ˻͖ɡħ΁΄̃Ă͹ͼƛͮ͗͞

ϥŸ�¤,΀΃ͽϗϤψϦ΄¹͢͞;ĕ͞΍Ͱ͗Ű˂Øˣ΁ͬΙͼ͞Θřͣˍ#͢;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥƂŰǮQ΃Ű˂ƒ˂ʂɿɍΜȫ�ͮͼƛͮ͗͞

ϥ¥ª΃äΒɱŴĦ;ʂɿɍͣͺ΀ͣΘ¯1Η΁�hͮͶ͞ͽͰ͗

͕ϫ΅Ζͺͤ΃͝Θǃ©ŴΜˍŴˍĦ΁3͠ΘŴŕˏÊϥǪ_ͤΜʂɿɍϡϏϠͽ��Ϭ

ϥnă΁΀Η΍ͮͶ͗

͔͙¥ªϟϦκϦ;ͮͼƱoͮͶ͚͞΃�Ȗɍ΃ήϗϤρ

ϥƦĹ͸΄Ͱͧ΁ƱoͮͶ͖ͣ͞ǳʗȮ̐ͣ΍ͷ�vYͽ͝Θ͗ϟϦκϦ΃ɰ-Ǧȍ¯ͽ͝Ι΅XŷΘͪ;

͕΄͝Θ;ĕ͟΃ͽ͖ɰ-ΜˀͮͼǳʗȮ̐ΜȈ΍Ͳͼ̀ͨΘ;ñ͞ͽͰ͗

͔͙Ͱͧ΁΄ǃǓͷ͖ͣ͞ͱΙ΄¥ªϟϦκϦ;ͮͼƱoͮͶ͚͞΃�Ȗɍ΃ήϗϤρ

ϥȀ΄Ǽ'΁Xͼ͢ΖŰ˂,Ç΃ƒ˂ʂɿ΁ŋΛ͹ͼͤ΍ͮͶ͗Α;Α;À¾Ďͣă͖ͦ͞ΚΝ΀Α΃΁ɛ�

͕ΜΑͺĖƅͽcɑͽΑƒ˂ʂɿĺ˛΃1ġΒ̒?ǑɎg²΃ˤǤ΁ŋΛ͹ͼͤ΍ͮͶ͗ͪ΃øƒ˂ʂɿ

͕�pĦ;ͮͼ΃ǏȍΜΩνΧέ΁,Çͷͨͽ΀ͦƓ͘΀ŰʥåƯ΁ŋΛΗͶ͞;ĕ͞ųʕɊ'Μ�ʕͬͲͼ

͕̀ͤ΍ͮͶ͗ǒ¤͖Ű˂ρϞγ΃ʂɿ΁\ΐͼ�ΗȭΝͽ͞Θ;ͪΚͽͰ͗ųʕɊ'ΜǕͮͬ͢Ζ΁ǳʗΜƷ

͕ΐͶ͞;ĕ͞΍Ͱ͗�Ͱͧ΁ʕë΀ͿϟϦκϦ;ͮͼ͢΀Ηg�ʩͽͰ͖ͣ�ċʹ͟͞͹ͶƱoΜͮͼͤ͞ɘ

͕YΑ�ΐͮ͹͢Η;ͮͶŰ˂ƒ˂ʂɿɍΜ±Βͮͼͤ͞Ͷ͞;ĕ͹ͼ͡Η΍Ͱ͗

ϥ̳̻̬̪͢ΖɳʓͬΙͼ͞΍Ͱ͗

͒ŷðø ˨͖�¥ªͽˤC�Ê΃ʕɊ'΁͡͞ͼ͖ʕëΜkΐ͖Ű˂΃ƒ˂ʂɿ΁˦ͰΘ
͕̖ǬʒΜ�ͨΖΙΘΕ͟΀¥ªϟϦκϦ;ͮͼ΃ƱoΜͮͼ͞Ͷͷͨ΍Ͱ͗͢

̠̥̣"΃�Ȗ

̣̞̖¥ªϟϦκϦ΁ͺ͞ͼ

¥ªϟϦκϦ;ͮͼƱoͮͶ͞ ̡̡�ϫ̢̠̞̣ϩϬ

̤̥�ϫ̢̣̞̠ϩϬ
Ͱͧ΁΄ǃǓͷ͖ͣ͞ͱΙ΄

͕¥ªϟϦκϦ;ͮͼƱoͮͶ͞

̥̟�ϫ̢̥̞̥ϩϬ¥ªϟϦκϦ;ͮͼƱoͮͶ͞;΄ĕΛ΀͞

̡̥�ϫ̨̠̤̞ϩϬʹ΃�

̟ ̡̟ ̣̟ ̥̟ ̧̟
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Ĝt̝̠̣

ƒ˂̝̠̣

͓ʕɊ'Lɞ΁ͺ͞ͼ΃ĝě͖Ĝɵ͖ɳŮ

ϥΛ͢ΗΒͰ͞ʎŞͽvY΁ƑɳΜǓɼͰΘͪ;ͣͽͤ΍ͮͶ͗

ϥÚʚJǕ΃ʕɉͣ�ǞΛ͢ΗΒͰ͢͹ͶͽͰ͗

ϥc�΃ʕɊ';�ΛͲͼɷɐͬͲͼ͞Ͷͷͤ΍ͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗�ċΑΦϤϞΡϤΜƱǖͮͶ

͕ʕɊ'ΜˤCͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥ͸Δ͹;ˢͰͥͼǢΙ΍ͮͶ͗͗͗

ϥǍ΁ǃͮ͗

ϥ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥήϢσǾ΃�͖ʕë΃ř͘º¶ŭ˵ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥΕͦǓɼͽͤͶ͗

ϥʹ΃ˈ΁ȢˀͬΙͼ͞Θř΃ʕɉͽɟ͢͹ͶͽͰϫɈŮ΃΍΀ͭͮϬ͗

ϥ�Ŝ�Ŝ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥʂɿ΃όϢϦΜ.ȣȍͼͼʎŞͮͼ͞ͶͷͤΕͦǓɼXŷ΍ͮͶ͗

ϥͶ͞ΉΝ�Ɍ΁΀Η΍ͮͶ͗

ϥnă΁΀Η΍ͮͶ͗

ϥLɞǦ΁nă΁΀Η΍ͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥŰ˂΃nă΃Ƙ'Μ1͹ͼ̀ͤ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥû7΀ʕɊ'ͽº¶�Ɍ΁΀ΗŭŭĜɉ΀�ŜͽͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥL.Ǧ΁IÌͮͶQÐͽ͖º¶ɛ�Ʒ͢͹ͶͽͰ͗Ϳ͟Α͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥƒ˂ʂɿ\ĎɍͽͰ΃ͽʕɊQÐɘ.΃QÐͣǓɼͽͤ΀͞ȘĦͣ¹͘͝Η΍ͮͶ͖ͣº.΃ƲΙͣǹʌ

͕ͽͤ΍ͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗΍Ͷ͖ƒ˂ʂɿ\Ďɍ�ͨ΃ʕɊ'ΒοΩγρȔΑ͝Ι΅΀;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ�QÐͣ˻ì΁ɛ�Ʒ͞�΅͢ΗͽͮͶ΃ͽ͖�hͬͲͼ͞Ͷͷ͞ͼΕ͢͹ͶͽͰ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥ˻,Çͽ΄΀͖ͦ,Ç΃ƒ˂ʂɿΜͮͼ͞΍Ͱ͗Úɶƕþȝ΀΃ͽͰ͖ͣåÆǦ]ŗΜƨΐΖΘ¯˼Α¹͖ͦ

͕]ŗ¬ƻ΃ƄĶ;΀ΘΊͤǳɵΜŃͰ΃΁ɢlͮͼ͞΍Ͱ͗��͖ʢ˖΀͡ʈΜɏͨΘƘ'Μʂͨͼ͖̀ͤ

͕͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗΍Ͷͪ΃Ε͟΀ʕɊ'ͣ͝͹ͶΖ͖͕�ʕͮͶ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥĜtʂɿͣϗΡϤͽƒ˂ʂɿΜɩ͹ͼ͡Η΍ͲΝͣvYǓɼͽͤΘQÐͽ;ͼΑnă΁΀Η΍ͮͶ͗

ϥʕë΃JǕ΃ǧƓ͖�pÜ΃ǧƓ͡ǢΙƓͽͮͶ͗ųʕɊ'Μ�ʕͮͼº�΀ϓΡϤρΒɳǁΜǳΘͪ;ͣ

͕Xŷ΍ͮͶ͗�ċ΄�βϙϤϠͫ;΁ʂɿƼɊ΃ʕɊ'ΜÌŚͮͼ̀ͤͶ͞ͽͰ͗ͪ΃ø΄͝Ηͣ;ͫͭ͟͞

͕΍ͮͶ͗

ϥɟ͞ʕɊ'ͽͮͶ͗¹Ûŝ�ͽǓɼͣʻ͞�͢΀͞ţΑ͝Η΍ͮͶ͖ͣ�řͣǃ͞;ĝͯͼ͞΍Ͱ͗ͪ͟͞͹

͕ͶΦϤϞΡϤ΃ƒ˂ʕɊ'ͣ�ċ±͠Θ�ΜůĊͮͼ͞΍Ͱ͗ɿș΃ƼɊΑŢ˻ɩ͹ͼ΋ͮ͞ͽͰ͗

ϥͪΙ͢Ζ�ºɶƕŰ˂΁ĻģͮͶ͞;ĕ͹ͼ͞Ͷ΃ͽº¶nă΁΀Η΍ͮͶ͗ͪΙ͢ΖΑȶͨͼ͞ͶͷͤͶ͞

͕ͽͰ͗Ǎ΁ΦϤϞΡϤεϕσϦ΄¥ř΁,Νͽ͞Θɍ΁;͹ͼ΄͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥĜtȼ΁ȶ͖ͤ�ʕͬͲͼ͞Ͷͷͤ΍ͮͶ͗IÌͮͶQÐͽ͖�ʕţ˥ͣÛͮˢ͞Ε͟΁Αĕ͞΍ͮͶ͖ͣΦϤ

͕ϞΡϤͽ�ʕͽ͖ͤ;ͼΑɟ͢͹ͶͽͰ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗�ͯ�pĦ΃ƒ˂ʂɿɍ΁Α�ʕͬͲͶ͞

͕;ĕ͞΍Ͱ͗�ͯQÐ΃ʕɊƘ'ͣ΍Ͷ͝Ι΅;ĕ͞΍Ͱ̳̻̬̪͗'�ͽ̳̻̬̪͢Ζ΃ϗϦϠͽͪ͸Ζ΃ʕɊ

͕';ȭɃΜǳΘͪ;ͣͽͤ΍ͮͶ͗Ǭ�΁Ę®Nŭͣ˅Ώ;͞͞;Αĕ͞΍ͮͶ͗

ϥ'¯ͷ;ʥ�ΜˋğͮͶΗͮ΍Ͱ͖ͣɘY΃͞͞ιΡϕϤάͽʥ�ͽͤΘ΃ͽͰͫͦΕ͢͹ͶͽͰ͗΍Ͷ͖ˋř

͕ͷ;�ˀʣͣ͢͢͹ͶΗͮͼXʣͣºͤͦ΀Η΍Ͱ͖ͣ΢ΣύʕɊ΀Ζ�ʕ�ͷͨͽ͞͞΃ͽj͢Η΍Ͱ͗

ϥŤƣ΄Ű˂þǌ΃ƒ˂ʂɿ΄΋;ΝͿ͝Η΍ͲΝ͖ͣɘƬ.Ȕ΃ÚɶƕþǌȔͽ΄Ű˂þǌΜŇƇͰΘͪ

͕;Α͝Θ΃ͽ͖ͳΆǓɼΜƷΐͶ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥº¶nă΁΀Η΍ͮͶ͎͗̓̀ˤCΑº¶ͷ͹Ͷ;͡Ôͮ͞Ͷͮ΍Ͱ͖ͣXĂͲͱ΁ɐʕͽ͖͎ͤ̓̀΃ϗϟνρΜĝ

͕ͯͼ͞΍Ͱ͗

͒ʹ΃�͖ųʕɊ'΃ĝě͖ͫĜɵ͖ͫɳŮ΀Ϳͣͫͭ͞΍ͮͶΖͫʁKͦͷͬ͗͞

̤̞̖Ĝɵ͖ĝě͖ɳŮ΀Ϳ
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Ĝt̝̠̤

ƒ˂̝̠̤

͓ʕɊ'Lɞ΁ͺ͞ͼ΃ĝě͖Ĝɵ͖ɳŮ͕ȶͤ͗

ϥĜtʂɿɍͽͰͣ�ʕͮ΍ͮͶ͗ċx΄˵ͮ͢͹ͶͽͰ͗

ϥ;ͼΑIÌͮͶQÐͽͮͶ͖ͣɘY΃nă�ʩ΃Ͷΐ͖ͺ͞ͼͨ͞΀͞ˑYΑ¹͢͹Ͷ͗vY΀�Ɋͣďɳ

͕ͽͮͶ͗

ϥƒ˂ʂɿɍ�ͨ΃ʕɊ';͟͞΃΄vYĪǳͮͼ͡Η΍ͮͶ͖ͣɘY΄,ÇΜϗΡϤ΁ʂɿͮͼ͞ΘĜtʂ

͕ɿ΀΃ͽ͖Ɲǫ΀;ͪΚ˵ͮ͢͹ͶͽͰ͗ͽͰ͖ͣĜtʂɿΜͰΘ˯΁Αďͱƒ˂΃�ΜÛͮ΄Λ͢͹ͼ͞΀

͕͞;ʂɿͽͤ΀͞;ĕ͞ɐʕͬͲͼ͞Ͷͷͤ΍ͮͶ͗

ϥΛ͢ΗΒͰ͢͹Ͷ͖ͣ΀͢΀͢Ìpʂɿ΁΄ϻ

ϥϒϟϛϦϖͣ¹ͦ̏ͨʩͽ΃ʎŞ;΀͹ͶȘĦ΄͖Ǔɼͣ΀͢΀͢ͺ͞ͼͨ͞΀͢͹ͶͽͰ

ϥĘ®˘ͣ¹͞΃΁ʎŞͣǵͰͥͼ͖;ͼΑƶsͽͤ΍ͲΝͽͮͶ͗īɪɍ΃ɓġͣǪǦͽ͝Ι΅͖ωϦρͫ

͕;΁Α͟Ûͮţ˥Μͨ͢ͼ͖ͮ͹͢ΗǓɼͽͤΘʕɊ'ͽ͝͹ͼ΋ͮ͞ͽͰ͗

ϥʂɿ΃ϓΡϤρ΄οΩγρ΁΍;΍͹ͼ͞ΘͶΐ͖ʂɿɍͣŤƣČΘͪ;΃ͽͤ΀͞ǳɵ;ͮͼ͖ʹ΃ɶƻ΁

͕ə͹ͶɔťΒÌ̐ȯŻ΀ͿΜʎŞͮͼ͞ͶͷͨͶǁͣ«Ȓɍ΀Ζͽ΄΃ʕɉͽ;ͼΑɟ͢͹ͶͽͰ̸̸͕̼͗

͕΄Ƽɍ΃ʢ˖΀ǶȉȯŻ΃ɧȈȔΜͫÀĜͽŠͮͼ͞Ͷͷ͞ͼ͞ΘͶΐ͖˓é΃ďɳ΄΀͞;ĕ͞΍ͮͶ͕͗

͕�Ğͣɥ͸ǰͤ΍ͮͶΖϫƚ�΄Ϭ͖�hɍ΃�ĒΜɵ΀ͣΖ˅ɩͽͤΘ×˼ͽ΃ˤCΜŮΎ΍Ͱ͗

ϥοΩγρͣßͦ΃ͣͥΗͥΗͷ͹Ͷǂ͖�c΁năͣͽͤͱͺ͞ͼͨ͞΀͢͹Ͷ΃ͣƢĔͽͰ͗

ϥ̢̢̳̲̻̖̪̖̟̠΃Ǥɩċ͖őƋ΃�ºɶƕŰ˂þȝ΃ƒ˂ʂɿ͖å�ǩǓΜɩ͹ͼͤ΍ͮͶ͗

͕ʂɿɍ;ŚåɍN΁Ȯ̐ͣÛ΀͞Ͷΐ͖ʆɩ˟ʍͮͼþʂͮͼ͞΍Ͱ͗Ǎ΁͖å�ǩǓ΁ͺ͞ͼ΄͖Śåɍ

͕�·όΞύϟέϦιϦ΃Ǔɼ�ʩ͢Ζ͖ºͤ΀�̆ͣǕͯΘ¯�ͣ͝Η΍Ͱ͗Ĝt�·ƒ˂ʂɿɍ;Śåɍ

͕N΁Őɓ΃Ƙ'ͣďɳͽ͝Θ;ĝͯͼ͞΍Ͱ͗

ϥ��΄ʕɊǖοΩγρ;΀͹ͼ͞Θ͖ͣŪȟ;ͮͼ΃ʕɊ'Αɩ͹ͼ΋ͮ͗͞

ϥQÐ΃ɾƝΑ͝Η͖Ǚ˼�ͽŇǻͬΙΘQÐ΄οΩγρQ΁͝Θ΃͢ǃ͞΃͖͢Ϳͪ΁͝Θ΃͢Λ͢Ζͱ͖

͕ʕë΁Ε͹ͼ΄�ʑΑʤŕ΃ɫǻţ˥Αǵ͖ͦº͞΁�ƺΜĝͯΘ¯˼ͣ͝͹Ͷ͗ȯÜ/�ͣ̈ͮ͢͡͞ͼ

͕͞Ͷʤŕ΄͞ͶͷͨΘ΃͢ϻ͕�'ɍ΃ř΃�ÅͽƪΐΖΙ΀ͦͼΑ/Ζ͢΃�Ȗͣ͝͹ͼΑɟ͞΃ͽ΄ϻ͕

͕ƍʀͮ΍Ͱ;͖͢΍Θ͹ͤΗǃɷͮͶ×Ē΄ͣ͢͞΀Α΃͢ϻ

ϥ�ċ΃ʕɊȔͣ͝Ι΅ϗϦϠ͞ͶͷͨΙ΅Âͮ͞ͽͰ͗

ϥʕɉʤŕ΁οΩγρ΃ϐϦβΜǻͮͼ̀ͨΙ΅;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥÌpͽ3ǖ�ɕ΀ƒ˂ɿșώϢάϞϖͣ͝Ι΅Ő͠ͼ͞ͶͷͤͶ͗͗͞

ϥ̡̞̦΃Ű˂ϞϦϗϤ΃ˑͽͰ͖ͣɿș4ͣǃͦǓɼͣ˵ͮ͞Ͷΐō�̀ͨΘ;Âͮ͞ͽͰ͗

ϥ̠̟̟̟ïȠuǙǖ΃Ǐȍ˧ƿ²΃ʂɿ4ϮɌ͠ř΀ͿKΙʶΝͽ΋ͮ͗͞

ϥ;ͼΑIÌͮͶQÐͽ͝Η͖º¶�Ɍ΁΀Η΍ͮͶ͗�ċ΃ɳŮ;ͮͼ΄͖¬Ǻʂɿ΁˦ͰΘʕɊΜÌŚͮͼ

͕̀ͤͶ͞ͽͰ͗΍Ͷ́Ǫ^΁͖ΕΗʊͮͦʕɉΜ�ͨΖΙͶΖ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥ�c΁οΩγρΜʼ�ͮͼ͞ͶͷͨΘ�ͽ͖�ɊͽͤΘ0¥ͣ͝Θ͗�ċʼ�΃˯΁�ʕëƤ΁Ǎ΁�Ɋͮ

͕ͼ͞ͼ΋ͮ́͞ΜŐ͠ͼ̀ͨΘ;͖ͬΖ΁ŭĜɉ΀ʕɊ΁΀Θ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥοϦϔΜȰ͹ͼϫƒ˂ɿș΃ϘπϠsϻϬ͖ʊͮͦΓ͹ͦΗϳţ˥ȃø΃ʕɉΜˤCͮͼ΋ͮ͗͞

͒ʹ΃�͖ųʕɊ'΃ĝě͖ͫĜɵ͖ͫɳŮ΀Ϳͣͫͭ͞΍ͮͶΖͫʁKͦͷͬ͗͞

̤̞̖Ĝɵ͖ĝě͖ɳŮ΀Ϳ
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Ĝt̝̠̥

ƒ˂̝̠̥

͓οΩγρϥʕɊ΃QÐ΁ͺ͞ͼ

ϥ�Ȏ΃QÐIÌΜ̈ͮ͡͞Ͷ͞ǁ;ͮͼ͖ɿș4Μņʳͮͼ΋ͮ͗͞ɿș4ͣ͝Ι΅Ì˯΁Ϳ΃Ε͟΀ͪ;Μ

͕O.Ǧ΁ɩ͠΅Εͣ͢͞ĬŉͽͤΘ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥÉġͰΘħĀͤŪ΃*ɅͻͨͣŞǹ΁΀Θ΃͢Ϳ͟͢Ʀ΁΀Η΍Ͱ͗,Ç�ͨ΃άϡϦų;NˀͰΘQÐ

͕Α͝Θ;ĕ͞΍Ͱ͖ͣͿͪͣˊ͟΃͢ΜŒǓͮͼ̀ͨͶΖΛ͢ΗΒͰ͞;ĕ͞΍Ͱ͗΄ͮͣͤ΁΄άϡϦų΃

͕͐ķĂǋ͑;Ū͞ͼ͝Η΍Ͱ΃ͽ͖�ºɶƕ΃¯�΄
ř͝ΛͲͼ�Ɍ΁ͰΘ΃ͣɟ͞΃ͽͮΔ͗͟͢

ϥų΃QÐ͖ͣͪ΃ųz.ͽˆǖͽͤΘΑ΃ΜǪĺͰ΃͖͢άϡϦųΑ�Ǉͮ΀ͣΖˆǖͰΘΑ΃΀΃͖͢ħ

͕ĀL.ΜˀͮͶήϤεώρͣ�Şǲͷ;ĕ͞΍ͮͶ͗ʹΙ΁ΕΗĜɵΒɳŮͣ¶Λ͹ͼͦΘ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥοΩγρ΃ǓɼΜƷΐΘͶΐ�Ìp΁ƱǖͰΘͶΐ͖άϡϦų΃Ɠ΁ɿș�4ϫϞϦϗϤȔΑ�ΐϬͣ^R;

͕ͮͼ͝Θ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥʕɉͽ3ǖͮͶʤŕΑοΩγρ΁ʳͲͼƛͮ͗͞

ϥϘπϠώϞϤ΃ɿș4ΜΑ͟ÛͮȪͦ͢ˤʂͮͼ΋ͮ͗͞

ϥ/Ζ͢΃ąͽɿșηόρΉ΃×Ē΃ċĳͮΜ̈ͮ͡͞Ͷ͗͞

ϥɿș΃O.4Μņʳͮͼ΋ͮ͗͞

ϥʂɿ4ΜΑ͹;IÌͬͲͼ̀ͨΘ;ǓɼͮΒͰ͞;ĕ͞΍Ͱ͗ÌpͽÌ˯΁þͼͶþǌ΃ɿșŪ΃ɼʎ;͞

͕͟Α΃ͣŮ΍ͮ͞ͽͰ͗þǌ΃ƒ˂ʂɿ΄ƒ˂ɿș΃QÐͷͨͽ΀͖ͦĜt͖ʂB;΃˦9ĖͣY͢͹ͼ\

͕ΐͼġȍͰΘ;ĕ͟Ͷΐ͗Ëͮͦ̈ͮ͡͞΍Ͱ͗

ϥϞϦϗϤ΃ʂɿ4ΜΑ͹;IÌͮͶřͣɟ͖͞ń�ˑ΃ʂɿƼɊ΀ͿΑKΙͶřͣɟ͗͞

ϥϞϦϗϤƒ˂ͣΛ͢Ζ΀͗͞

ϥŰ˂ϞϦϗϤ΃ƒ˂ʂɿ΁ǍsͮͶʕɊ͗

ϥ:ŭɎg;΃˦9΁ʫΎʶΝͽ͡Η͖;ͼΑɟ͞QÐͷ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥοΩγρ͖ͣ˻ì΁Ę®˘ͣ¹ͦŭĜɉ΀QÐ͢;ĕ͞΍Ͱ͖ͣŔÄ˥ˮͣÚͬ͞Ͳ͖͢͞ʏΎͻΖ͞ĝͣ

͕͝Η΍Ͱ͗

͓ϟϘϦρʕɊǔ°΁ͺ͞ͼ

ϥ�΃̮̫̾ʕɊ'ΕΗΑǙ˼�΃ʤŕͣͮ͹͢Ηͮͼ͞Θͪ;͖ʕë΃̇ͣɵ͠Θͪ;͢Ζ(ΛΗΒͰ͢͹Ͷ;

͕ĕ͞΍Ͱ͗ͪΙ͢ΖΑȶͨͼͦͷͬ͗͞

ϥˤÁţ΁Ƙ�ρϞύϠͽƸ�ͮͶͪ;ͣƢĔͽͮͶ͗<ƝγέβϛϦϠΜ˓;ͮͼΑΖ͟;ʝĴͣÛ΀ͦ΀Η΍

͕Ͱ͗

ϥυνρ�Ȼ΃Ͳ͞΀΃͢ŠDͣ�Ι͖˽µͣʿZΙΘƘ'̠̟ͣ� �ŭΗ΍ͮͶ͗

ϥųʕɊQÐ΄ɟ͢͹ͶͽͰ͖ͣϔΡΫ΃˽˘ͣÚͬ͢ͺͶ΃ͽɏͤͻΖ͢͹Ͷ͖SŎʼ΄͝Η΍ͲΝ͗͢

ϥ'ǼΜ&Νͽ�hͮͼ͞Θ΃ͽǃŕʕɊ';΄͞͠ϞΡύǔ°Μ�ΐͼͮ͹͢ΗͮͶΑ΃΁ͮͼ΋ͮ͗͞

ϥΒ΄ΗŠDϥ˽µ;Α΁Α͟ÛͮŞǲ΁ͮͼ͞ͶͷͨΘ;ñ͞ͽͰ͗

̤̞̖Ĝɵ͖ĝě͖ɳŮ΀Ϳ
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Ĝt̝̠̦

ƒ˂̝̠̦

͓̖ʕɊţ˥΁ͺ͞ͼ

ϥȬŜ΄ˢ͞΃ͽ̡͖Ŝ΁YͨΘ΀Ϳͮͼ΋ͮ͗͞

ϥ��΃ʕɊ΄QÐͣ¹̡͖ͦŜ˥΃ʕɊͣďɳ;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥʈͰγϋϦςͣˁ͞;ɽɦϱͺϱͺͣ̋Νͽͮ΍͖͞QÐͣͺ΀ͣΖ΀͗͞Α͟ÛͮΓ͹ͦΗʈͮͼ΋ͮ͗͞

͕Ű˂ϞϦϗϤ΃ř΄ɏͤΒͰ͢͹Ͷ͗͸Δ͟Ϳ͞͞ˁ͖ͬϒϟϛϦϖ͗

ϥQÐͣǨƫäͽ͝Η͖ʕɊ'ͣˢţ˥sͰΘ΃΄ΒΏΜČ΍ͲΝ͖ͣЂϾϼ΁ΕΘʕɊͽ΋Ό̠Ŝ΃�ʕ΄

͕κϡͣ͸ͽͰ΂͗

ϥQÐ΄�ƓͽΑΕ͖ͣ͞͝Θ�Êů˥΃˥΁�ʕͽͤΘΕ͟΁ͮͼ΋ͮ͗͞΍Θ̠Ŝ΃ІЄЃùÆ΄ˢͰͥΘ͗

ϥQÐͣʛÓͰͥͼ�Ŝͽ΃ʕɊ΁ǃǓͣ͝ΘΕ͟΁ĕ͠Θͣ�ŜȬŜ͎̓̀ʕɊΜɵΘ΃Α͢΀ΗͺΖ͢͹Ͷ͗

ϥţ˥ΜǵͦůŜΜYͨͼ΃ʕɊ'ͽΑɟ͢͹Ͷ΃ͽ΄ϻ;ĕ͞΍Ͱ͗Û͘ʇΐʶΎˇͥͼċx΄͖Ǫͽʻ

͕͟΃ͣΒ͹;΃ˑYͣ͝Η΍ͮͶ͗

͓ʥǡĒȖϞΡύ΁ͺ͞ͼ

ϥ�'ɍͣJǕ΃�ȖΜͬͥ͠Θ¯˼ͣ¹ͦɏͤʴ͢͹Ͷ͝Η͖ɏͤʴ͢͹Ͷ͗

ϥʥǡĒȖţ΁˽ͣɏͤ�ΗͻΖ͖ͦQÐͣΛ͢Ζ΀͞ˑYͣ͝͹Ͷ͗

ϥϟΟϠιΡϖͽʥǡĒȖͣ͝ΗŭĜɉ΀ʕɊ'ͽͮͶ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥʕë;΃ʥǡĒȖͣ͝Η͖º¶ŭǖͽͮͶ͗ŭ˵ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

͓ʕɉŠD΁ͺ͞ͼ΃ɳŮ

ϥ˽µͣɏͤ�Η΁ͦ͞¯˼ͣ͝Η΍ͮͶ͗SŎʼ΀Ϳ͝Θ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥŭFͽ͝͹ͼΑ͖ʕɊoǙΜYfͽɘǗ΁ɷɐͮͶ͗͞

ϥɑ¯ͽ��;�ɩͮ΀ͣΖɷɐͬͲͼ͞Ͷͷͤ΍ͮͶ͗̾̓̀΃ƸȻͽʿZΙʿZΙ΃QÐͽÛͮƶs�ɟͽͰ͗

͕��QÐΜ΃̼̺̽Ȕͽ/ø͢ɵΖΙΘǔ°ͣ͝Ι΅;̈͞΍Ͱ͗ʢ˖΀ʕɊΜ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥˢţ˥΃ʕɊ'ͽͮͶ΃ͽ͖·ř΀Ϳ˒�΃ɟ͞ţ˥΁oǙΜɵΙΘΕ͟΁ͮͼ͞ͶͷͨΘ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗

ϥ�˄˥΋ͿΦϤπϔϤςͽčɊͽͤΘ;͝ΗͣͶ͞ͽͰ͗͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗

ϥɵʽͮͶΗͮͶ¯˼Α͝Θ΃ͽΟϦΧΡύγ΀Ϳċ͢ΖɵΙΘΕ͟΁ͮͼ̀ͨΘ;Âͮ͞ͽͰ͗ʹ͟͞͹ͶǁΑ

͕̮̫̾ʕɊ΃_ǁͷ;ĕ͞΍Ͱ͗ �͖Ëͮͦ̈͡͞ɚͮ΍Ͱ͗

ϥϊπΦ�ˠ΃ˑYΜċ͢ΖSøΎΖΙΘΕ͟΁ͮͼΑΖ͠ͶΖ͟Ιͮ͞ͽͰ͗

ϥˢţ˥˓;ͣƜ΍͹ͶΗͮͶ΃ͽSøoǙͣɵΙΘ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥQÐͫ;΁͎̓̀oǙ;ͮͼÀͤ΀QÐ΃oǙΜɵΙΘΕ͟΁ͮͼΑΖ͟;j͢Η΍Ͱ͗

ϥXŷΙ΅͖ϱ͢Ŭȃø΃ů˥Μʂͨͼ͞Ͷͷͤ͞ͺͽΑɐʕͽ͞ΘΕ͟΁ͮͼ΋ͮ͗͞

ϥɄΗʸͮɵͶ͞;ͪΚΑ͝Θ΃ͽMˤ΀Ϳƍʀͮͼͦͷͬ͗͞

ϥ�΃ʕɊ'΃Ε͟΁͖çͤĥͲͶΗ/øΑΎΙΘΕ͟΁΀͹ͼ͞Θ;ΕΗΕ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

̤̞̖Ĝɵ͖ĝě͖ɳŮ΀Ϳ̤̞̖Ĝɵ͖ĝě͖ɳŮ΀Ϳ
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Ĝţ̝̠

ƒ˂̧̝̠

͓ʕɉʤŕ΁ͺ͞ͼ΃ɳŮ

ϥʕɊ'΃γϞΡςͣƛͮ͗͞οΩγρ;Ǉ�ͰΘ΃΁ɥ͸ͪΌΙͼͮ΍͗͟ʕë΄đͮ͞;ĕͣ͟¯ĄͶΗǦ΀

͕QÐͽͰ͗

ϥͪ΃Ε͟΀ʕɊ'ΜˤC͞Ͷͷͤ͝Ηͣ;ͫͭ͟͞΍ͮͶ͗ʕë΃řͣʎŞ΃˯͖3ǖͮͼ͞ͶγϞΡςΜ̸̭̯

͕ͽ˓éͮͼ͞ͶͷͨΘ;͖;ͼΑj͢Η΍Ͱ͗

ϥʕɉ΁3ǖͬΙͶγϞΡς΃MˤΜêŮͮ΍Ͱ͗ΕΚͮͦ̈͡͞͞Ͷͮ΍Ͱ͗

ϥȑ̡Ȏ̡̞̦΃ϞϦϗϤ΁˦ͮͼ΄͖οΩγρͷͨͽ΄Ǔɼͣ˵ͮ͞΃ͽ͖γϞΡςϥʂɿ4ϥɰʩʤŕȔ΃MˤΜ

͕ăͦêŮ͞Ͷͮ΍Ͱ͗ΕΚͮͦ̈͡͞͞Ͷͮ΍Ͱ͗

ϥʎŞΒϐϦβʼΗͣˁ͞Ͷΐ�͞ͼͨ͞΀͞ˑYͣ¹͘͝Η΍ͮͶ͗ċŜγϞΡςʤŕΜ̀ͦͪ;ΜêŮͮ΍Ͱ͗

ϥ�ʕŕͣ�ͣ͹ͼΑ͞͞΃ͽωϣϓʤŕᾺͨΘ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥ̹̘̪ΒƝʍɫ΄ċŜMˤͬΙΘ͢;ĕ͞΍Ͱ͖ͣųʕɊ'΃̸̸͉͎͉͈͍̓͋ͅʤŕΑ˓éͮͼ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

ϥʎŞ΁3ǖͬΙͶοΩγρΜ˓éͮͼ͞ͶͷͨͶΖ͝ΗͣͶ͗͞

ϥʕɊ'΃ʤŕȔͣ̀ͨΙ΅ɰʩʤŕ;ͮͼʻͮhͶ͞΃ͽ͖�ɕͽ͝Ι΅͞ͶͷͤͶ͞;ĕ͞΍Ͱ͗

ϥĜt΃ʕɊ';�Ɠ͖οΩγρ;ʕë΃γϞΡς΃QÐͣϟϤΫͮͼ͞΀͞΃ͽċŜγϞΡςΜ˓éͮͼ΋ͮ͗͞

ϥοΩγρ ¸΃γϞΡς΁ͺ͞ͼ΄͖ċŜMˤͮͼ͞ͶͷͦΕ͟êŮ͞Ͷͮ΍Ͱ͗οΩγρ΁ņʳͬΙͼ͞΀͖͞

͕˻ì΁˖ɳ΀́Ǫͣ͝΍Η΁Α¹ͦ͝͹ͶΕ͟΁ĝͯ΍Ͱ͗

ϥοΩγρ΁ǃ͞ŔȎΒ�ͣXͼͤͼĤę͞΍ͮͶ͗͝Ζͯ͢ΐγϞΡςΜ͊͂̈́΀Ϳͽ˓éͮͼ΋ͮ͢͹Ͷ͗

ϥɼʎų;ͮͼ͖ʕɉ΃ωϣϦϓΡϤρʤŕ΄�c΁˓éďɳͷ;ĕ͗͟

ϥγϞΡςʤŕ΃�c˓éΜ̈ͮ͡͞Ͷ͞ͽͰ͗

ϥ¹ͦ΃Y˗ͽοΩγρ΁΀͞�ɫͣ¹͢͹Ͷ͗

ϥοΩγρ΁΀͞ʎŞͣ¹͘͝͹ͶͶΐ͖ʕɊǖʤŕϫ̸̭̯ϬΜ̀ͤͶ͞ͽͰ͗

ϥγϞΡς΃˓éΜͮͼ΋ͮ͞ͽͰ͗

ϥʕɉͽ3ǖͮͶγϞΡςʤŕͣƛͮ͞ͽͰ͗

ϥʎŞ'΁ǖ͞ͶγϞΡςʤŕ͖Ɲʍɫ͖Uǯ΀ͿΜ˓éͮͼ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

ϥʎŞǖ΃ʤŕΜ˓éͮͼ͞ͶͷͨΘ;j͢Η΍Ͱ͗

ϥʕɊ'ţ΃ʤŕΜ̀ͤͶ͗͞

ϥŰ˂ϞϦϗϤ΃ʂɿħƯȔͽ͖εϕσϦͽ3ǖͬΙͶ�ºɶƕǖάϡϦų΁ņʳ΃ǃ͞ʤŕ͖πϦιΜǖ͞

͕ͼ͞Ͷ΃ͽ͖ʹ΃ʤŕΜ͞ͶͷͤͶ͗͞

ϥͽͤΙ΅οΩγρ΁ƭ͹ͶʎŞ͖�ʕë΃ɰʩʤŕ΄^ʿ˓éͣɟ͞;ĕ͞΍ͮͶ͗

͓ʥǡ�Ȗ͖Ɲʍɫ

ϥοΩγρ΃Ɲʍɫ΃˓éΜ̈ͮ͡͞΍Ͱ͗

ϥɾƝˑY΃�ɹɫΜ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

ϥƝʍɫΒųŜ΃ʤŕ̸̭̯΀Ϳͣ͞ͶͷͨΘ;ñ͞ͽͰ͗

ϥƝʍɫ;;Α΁γϞΡς΃̸̭̯sͮͶΑ΃Μ˓éΜ̈ͮ͡͞΍Ͱ͗

ϥοΩγρ΃ƝʍɫΜ̈ͮ͡͞΍Ͱ͗

ϥοΩγρ΃Ɲʍɫͣ͝Η΍ͮͶΖMˤͮͼƛͮ͗͞

ϥƝʍɫ͖̹̘̪ΜMˤͮͼ΋ͮ͗͞

ϥ̹̘̪ΜϑϦϖϐϦβͽɵΖΙΘΕ͟΁ͮͼ΋ͮ͗͞

ϥųŜ΃ɐʕɍ͢Ζ΃ʥǡ΄ōΐͼʥ�ǖȧͽŇXͮ΀ͦͼΑʕë͢ΖL�΁�Ȗ͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

ϥʕɉ�΁ΑÑͲΖΙͶʥǡ;ʹΙΖ΁×ͰΘ�Ȗ΃MˤΜêŮ͞Ͷͮ΍Ͱ͗

ϥº¶Λ͢ΗΒͰ͞ʕɊ'ͽͮͶ͗�ʕɍƓ΃ʥǡ�ȖȯŻͣΛ͢Θʤŕ;οΩγρƝʍʤŕΜϗϦϠ΁ͼ

͕͞ͶͷͤͶ͞ͽͰ͗

̤̞̖Ĝɵ͖ĝě͖ɳŮ΀Ϳ
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【申込み・問合せ】
  NPO⽊の建築フォラム事務局

主  催 ⼀般社団法⼈ ⽊を活かす建築推進協議会
               http://www.kiwoikasu.or.jp/index.php
共  催 公益財団法⼈ ⽇本住宅・⽊材技術センター
             （講習会テキスト発⾏）  
協      ⼒ 国⼟交通省
運営協⼒ NPO⽊の建築フォラム
後      援 公益社団法⼈ ⽇本建築⼠会連合会
               ⼀般社団法⼈ ⽇本建築構造技術者協会

TEL   03-5840-6405
FAX   03-5840-6406
E-mail  office@forum.or.jp
http://www.forum.or.jp/ 

第１章 概論 ⼤橋好光

第２章 設計プロセス

第７章⽒

⼤倉靖彦 ⽒

第３章 ⽊材・⽊質材料 ⻘⽊謙治 ⽒

第４章

省エネルギー設計 ⾚嶺嘉彦

⽒

第５章

耐久設計・維持管理 中島史郎

⽒

第６章 ⽒

第８章

第９章

第10章

第11章

計画の基本事項 稲⼭正弘 ⽒

軸組⼯法による計画事例・１ 藤⽥ 譲 ⽒

桐野康則 ⽒

枠組壁⼯法による計画概要 佐藤考⼀ ⽒

中越隆道 ⽒

防耐⽕設計 安井 昇

軸組⼯法による計画事例・２ 

CLTによる計画概要

講師による回答（ライブ配信）質疑応答

【定 員】各回２００名程度（第１回と第２回の講習会は同じ内容です。）
【受講料】無料（ただし、テキスト代として 1,700円（消費税、送料込み））
【ご⽤意いただく環境】オンラインセミナーのため、安定したインターネット環境とパソコンもしくは
             タブレットをご⽤意ください。詳細は申込み受付時にご案内いたします。

 公共建築物等⽊材利⽤促進法の施⾏以降、中⼤規模の⽊造建築物への取り組みは増えつつあり
ますが、依然、建築主や設計者が鉄⾻造・鉄筋コンクリート造と同程度に⽊造を選択することは
少ない状況が続いています。そのため、設計者が中⼤規模⽊造の実務経験を積む機会は乏しく、
また、中⼤規模⽊造建築に特有の設計⽅法の知識は⼗分に普及しているとは⾔えない状況です。
 この講習会では、中⼤規模⽊造建築の設計プロセスと⼿法について、この分野で卓越した講師
陣が項⽬ごとに詳しく解説します。設計者は、この講習会で中⼤規模⽊造建築の設計⼿法を学ぶ
ことによって、⾃信を持って建築主に⽊造を提案できる⼀歩を踏み出すことができるでしょう。
中⼤規模⽊造建築に積極的に取り組みたいと考えている意匠設計者の皆様に受講をお勧めします。

待望の最新テキスト         を執筆講師陣が解説する充実のWeb講習会講習会⽤
暫定版

中⼤規模⽊造の計画の流れ、各種性能を徹底解説

『木でつくる中大規模建築の設計入門』

設計者向け
講習会

意匠

都市木造を設計する

第1回 12⽉9⽇（⽔） 申込み締切 11⽉27⽇
第2回 1⽉20⽇（⽔） 申込み締切 1⽉8⽇
    9：00〜１7：30

）

CPDプログラム認定 ６単位
JSCA建築構造⼠評価点対象

公益財団法人 日本住宅・木材技術センター発行　講習会用暫定版テキスト

（
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【申込み・問合せ】
  NPO⽊の建築フォラム事務局

主  催 ⼀般社団法⼈ ⽊を活かす建築推進協議会
               http://www.kiwoikasu.or.jp/index.php
共  催 公益財団法⼈ ⽇本住宅・⽊材技術センター
             （講習会テキスト発⾏）  
協      ⼒ 国⼟交通省
運営協⼒ NPO⽊の建築フォラム
後      援 公益社団法⼈ ⽇本建築⼠会連合会
               ⼀般社団法⼈ ⽇本建築構造技術者協会

TEL   03-5840-6405
FAX   03-5840-6406
E-mail  office@forum.or.jp
http://www.forum.or.jp/ 

第１章 構造設計の考え⽅と適⽤条件

第2章2.1 使⽤材料-1(軸材と⾯材)

⽒

槌本敬⼤ ⽒

使⽤材料-2(接合具と接合⾦物) 川原重明 ⽒

⽒

耐⼒壁の構造設計法 ⼩⾕⻯城

⽒

⽒

⽔平構⾯の構造設計法 ⼩⾕⻯城 ⽒

⽊造ラーメンの構造設計法 秋⼭信彦 ⽒

⽥尾⽞秀 ⽒

燃えしろ設計 川原重明 ⽒

荷重・外⼒の算定 福⼭ 弘 ⽊造トラスの構造設計法 

講師による回答（ライブ配信）質疑応答

稲⼭正弘

第2章2.2

第2章2.3

第2章2.4

第2章2.5

第2章2.6

第2章2.7

第2章2.9

第2章2.11

福⼭ 弘

横架材と柱の鉛直荷重に対する断⾯算定

 公共建築物等⽊材利⽤促進法の施⾏以降、中⼤規模の⽊造建築物への取り組みは増えつつあり
ますが、依然、建築主や設計者が鉄⾻造・鉄筋コンクリート造と同程度に⽊造を選択することは
少ない状況が続いています。そのため、設計者が中⼤規模⽊造の実務経験を積む機会は乏しく、
また、中⼤規模⽊造建築に特有の設計⽅法の知識は⼗分に普及しているとは⾔えない状況です。
 この構造設計者向け講習では、中⼤規模⽊造建築の構造設計を⾏う際に留意すべきポイントや
中⼤規模⽊造建築の構造設計⽅法の理解と基本的実務の習得を⽬指します。また、今後、各地域
における中核的な構造設計者として、⽊造に関する相談を受けられ、講習会で講師を務めること
ができるような⼈材の育成を⽬的としています。
 本講習会に並⾏して開催される意匠設計者向け「⽊でつくる中⼤規模建築の設計⼊⾨講習会」
は、中⼤規模⽊造の設計に関する全般の内容ですので、併せて受講することをお勧めします。

【定 員】各回５０名程度（第１回と第２回の講習会は同じ内容です。）
【受講料】無料（ただし、テキスト代として 2,700円（消費税、送料込み））
【ご⽤意いただく環境】オンラインセミナーのため、安定したインターネット環境とパソコンもしくは
             タブレットをご⽤意ください。詳細は申込み受付時にご案内いたします。

待望の最新テキスト         を執筆講師陣が解説する充実のWeb講習会講習会⽤
暫定版

『木造軸組工法 中大規模木造建築物の
　構造設計の手引き

構造中⼤規模⽊造グレー本の主要な内容を先取り

公益財団法人 日本住宅・木材技術センター発行　中大規模木造グレー本講習会用暫定版テキスト

設計者向け
講習会

』（許容応力度設計編）

都市木造を設計する
）（

第1回 11⽉25⽇（⽔） 申込み締切 11⽉13⽇
第2回 12⽉17⽇（⽊） 申込み締切 12⽉4⽇
    9：00〜１7：30

CPDプログラム認定 ６単位
JSCA建築構造⼠評価点対象
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【申込先】木の建築フォラム事務局 行  Email office@forum.or.jp FAX 03-5840-6406  

 

『木でつくる中大規模建築の設計入門』講習会申込書 

    
申込日   年   月   日 

 

◆受講を希望する回にチェックを入れてください。（第 1回目、第 2回目は同じ内容です） 

□ 第 1回目 2020 年 12 月 9日（水）  9 時～17 時 30 分 （申込締切日 11月 27 日） 

□ 第 2回目 2021 年 1月 20 日（水）  9 時～17 時 30 分 （申込締切日 1月 8日） 

 

※必要事項をすべてご記入ください。□は、該当箇所にチェックを入れてください。 

連絡先（ □自宅  □勤務先 ） 

 御名前
ふ り が な

 所属 部署・役職名 
   

住 所 〒 

電話：                     FAX：                                   

E-mail:                                                

●業種について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□建設業 □設計事務所 □指定確認検査機関 □行政庁 □不動産業 □住宅メーカー・工務店 □その他 

●担当業務について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□意匠 □構造 □設備 □その他 

●業務対象建築物の構造種別（主なもの）について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□RC 造 □S 造 □木造 □その他 

●担当業務経験年数について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□1 年未満 □1 年以上 5 年未満 □5 年以上 10 年未満 □10 年以上 20 年未満 □20 年以上 

●直近 1 年間で設計した建物で、木造住宅以外の非住宅木造の棟数について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□なし □1 棟以上 5 棟未満 □5 棟以上 10 棟未満 □10 棟以上 

●建築関連資格について、該当箇所にチェックを入れてください。 □一級建築士 □二級建築士 □木造建築士 

□構造設計一級建築士 □設備設計一級建築士 □該当なし □その他（              ） 

●受講理由について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□知識を深めるため □会社の指示・社外研修 □その他（              ） 

・連 絡 方 法：□電話   □FAX   □E-mail での連絡を希望します 

・建築士会C P D 単 位：□希望する →（CPD 番号：                 ） 

・JSCA 建築構造士評価点：□希望する 

個人情報について 

 お預かりした個人情報は本セミナーの受付、運営に関する情報提供のために使用するとともに個人情報保護法にもとづき、適正に管理致します。 

 

※テキストについて 

◆申込書受理後、事務局より受付のご連絡を差し上げます。内容をご確認後、テキスト代のご送金をお願いいたします。 

●テキスト（価格は消費税、送料込み）  

『木でつくる中大規模建築の設計入門 ※講習会用暫定版』 1,700 円 
 【振込先口座】みずほ銀行 丸の内中央支店（普通）4631889  

公益財団法人日本住宅・木材技術センター  ザイ)ニホンジュウタクモクザイギジュツセンター 
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【申込先】木の建築フォラム事務局 行  Email office@forum.or.jp FAX 03-5840-6406  

 

「木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き」 

講習会申込書 

 
申込日   年   月   日 

       

◆受講を希望する回にチェックを入れてください。（第 1回目、第 2回目は同じ内容です） 

□ 第 1回目 2020 年 11 月 25 日（水）  9 時～17時 30 分 （申込締切日 11月 13 日） 

□ 第 2回目 2020 年 12 月 17 日（木）  9 時～17時 30 分 （申込締切日 12月 4日） 

※必要事項をすべてご記入ください。□は、該当箇所にチェックを入れてください。 
連絡先（ □自宅  □勤務先 ） 

 御名前
ふ り が な

 所属 部署・役職名 
   

住 所 〒 

電話：                     FAX：                                   

E-mail:                                                

●業種について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□建設業 □設計事務所 □指定確認検査機関 □行政庁 □不動産業 □住宅メーカー・工務店 □その他 

●担当業務について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□意匠 □構造 □設備 □その他 

●業務対象建築物の構造種別（主なもの）について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□RC 造 □S 造 □木造 □その他 

●担当業務経験年数について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□1 年未満 □1 年以上 5 年未満 □5 年以上 10 年未満 □10 年以上 20 年未満 □20 年以上 

●直近 1 年間で設計した建物で、木造住宅以外の非住宅木造の棟数について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□なし □1 棟以上 5 棟未満 □5 棟以上 10 棟未満 □10 棟以上 

●建築関連資格について、該当箇所にチェックを入れてください。 □一級建築士 □二級建築士 □木造建築士 

□構造設計一級建築士 □設備設計一級建築士 □該当なし □その他（              ） 

●受講理由について、該当箇所にチェックを入れてください。 

□知識を深めるため □会社の指示・社外研修 □その他（              ） 

・連 絡 方 法：□電話   □FAX   □E-mail での連絡を希望します 

・建築士会C P D 単 位：□希望する →（CPD 番号：                 ） 

・JSCA 建築構造士評価点：□希望する 

個人情報について 

 お預かりした個人情報は本セミナーの受付、運営に関する情報提供のために使用するとともに個人情報保護法にもとづき、適正に管理致します。 

 

※テキストについて 

◆申込書受理後、事務局より受付のご連絡を差し上げます。内容をご確認後、テキスト代のご送金をお願いいたします。 

●テキスト（価格は消費税、送料込み）  

『木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き（許容応力度設計編）※中大規模木造グレー本暫定版』2,700 円 

 【振込先口座】みずほ銀行 丸の内中央支店（普通）4631889  

公益財団法人日本住宅・木材技術センター  ザイ）ニホンジュウタクモクザイギジュツセンター 
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第1回　 2020年12月9日（水） 9:00〜17：30

第2回　 2021年1月20日（水） 9:00〜17：30

テキスト： 『木でつくる中大規模建築の設計入門』　（講習会用暫定版）

公益財団法人 日本住宅・木材技術センター　発行

事務連絡（ライブ） 事務局 9:00 〜 9:05 （5分）

開催の趣旨（ライブ） 大橋好光氏　
一般社団法人 木を活かす建築推進
協議会　代表理事

9:05 〜 9:10 （5分）

第１章 概論 大橋好光氏　 東京都市大学　名誉教授 9:10 〜 9:20 （10分）

第２章 設計プロセス 大倉靖彦氏 株式会社アルセッド建築研究所 9:20 〜 10:00 （40分）

10:00 〜 10:10 （10分）

第３章 木材・木質材料 青木謙治氏 東京大学大学院　准教授 10:10 〜 11:10 （60分）

第４章 防耐火設計 安井　昇氏 桜設計集団一級建築士事務所 11:10 〜 12:10 （60分）

12:10 〜 12:20 （10分）

12:20 〜 13:10 （50分）

第５章 省エネルギー設計 赤嶺嘉彦氏 国立研究開発法人建築研究所 13:10 〜 13:40 （30分）

第６章 耐久設計・維持管理 中島史郎氏 宇都宮大学　教授 13:40 〜 14:40 （60分）

14:40 〜 14:50 （10分）

第７章 計画の基本事項 稲山正弘氏 東京大学大学院　教授 14:50 〜 15:10 （20分）

第８章
計画事例・１
（その他建築物）

藤田　譲氏
一般社団法人 中大規模木造プレカッ
ト技術協会（ＰＷＡ）

15:10 〜 15:55 （45分）

第９章
計画事例・２
（準耐火建築物）

桐野康則氏
一般社団法人 日本建築構造技術者
協会（JSCA）

15:55 〜 16:40 （45分）

第１０章
枠組壁工法による中大規模
木造建築物の計画概要

佐藤考一氏 金沢工業大学　教授 16:40 〜 17:00 （20分）

第１１章
CLTによる中大規模木造建
築物の計画概要

中越隆道氏 一般社団法人 日本CLT協会 17:00 〜 17:20 （20分）

17:20 〜 17:30 （10分）

※ライブ配信による質疑応答は、一部の講師の対応になります。

都市木造建築物設計者の育成　意匠設計者向けWEB講習

質疑応答（ライブ）

木でつくる中大規模建築の設計入門　講習会

休　憩

昼休み

質疑応答（ライブ）

休　憩

�����
���

��
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第1回　 2020年11月25日（水） 9:00〜17：30

第2回　 2020年12月17日（木） 9:00〜17：30

テキスト： 『木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き（許容応力度設計編）』

（講習会用暫定版）　　公益財団法人　日本住宅・木材技術センター　発行

事務連絡（ライブ） 事務局 9:00 ～ 9:10 （10分）

開催の趣旨、全体構成の説明
（ライブ）

大橋好光氏
一般社団法人 木を活かす建築推
進協議会　代表理事

9:10 ～ 9:15 （5分）

第1章 構造設計の考え方と適用条件 稲山正弘氏 東京大学大学院　教授 9:15 ～ 9:55 （40分）

第2章2.1 使用材料-1（軸材と面材） 槌本敬大氏 国立研究開発法人建築研究所 9:55 ～ 10:45 （50分）

10:45 ～ 10:55 （10分）

第2章2.2
使用材料-2
（接合具と接合金物）

川原重明氏 株式会社木質環境建築 10:55 ～ 11:45 （50分）

11:45 ～ 11:55 （10分）

11:55 ～ 12:45 （50分）

第2章2.3 荷重・外力の算定

第2章2.4
横架材と柱の鉛直荷重に
対する断面算定

第2章2.5 耐力壁の構造設計法

第2章2.6 水平構面の構造設計法

15:05 ～ 15:15 (10分）

15:15 ～ 15:25 （10分）

第2章2.7 木造ラーメンの構造設計法 秋山信彦氏 国土技術政策総合研究所 15:25 ～ 16:20 （55分）

第2章2.9 木造トラスの構造設計法 田尾玄秀氏 樅建築事務所 16:20 ～ 16:50 （30分）

第2章2.11 燃えしろ設計 川原重明氏 株式会社木質環境建築 16:50 ～ 17:20 （30分）

17:20 ～ 17:30 （10分）

※ライブ配信による質疑応答は、一部の講師の対応になります。

質疑応答（ライブ）

休　憩

質疑応答（ライブ）

質疑応答（ライブ）

福山弘氏

小谷竜城氏 株式会社エヌ・シー・エヌ

昼休み

福山弘構造デザイン

13:15 ～ 15:05 （110分）

都市木造建築物設計者の育成　構造設計者向けWEB講習

木造軸組工法 中大規模木造建築物の構造設計の手引き　講習会

休　憩

12:45 13:15 （30分）～

��
�����
���
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3.4 開催日当日の質問内容 

   

開催日当日の講師への質問は、チャット機能を用いて受付を行い、講義終了後のZOOM会

議にて、質疑応答を行った。講師への質問内容を以下に示す。 

 

(1)第1回 2020年12月9日『木でつくる中大規模建築の設計入門』講習会 

○第2章 大倉講師 

・木材利用にあたって､プレカット事業者等からの情報提供が必要不可欠と考えます 

が､予め各工場の供給可能な樹種や強度等級､加工範囲などをまとめた資料はあり 

ますか。 

・第2章でご紹介の木材調達フローは、P69の図3.8と同様ですか？見え方が異なる印 

象ですが・・ 

・耐久性に関する庇や雨の跳ね返りに関する資料もう1度見せてほしい。 

 

○第3章 青木講師 

   ・含水率についてですが、「○％以下程度の乾燥した材を用いる」とあります。

「材」とあるので加工場搬入時点での含水率と理解して良いでしょうか？。加工場

時点での数値なのか？。現場搬入時の数値なのか？。上棟完了時点での数値なの

か？。迷うことがたまにあります。 

・含水率について､構造用集成材の場合は品質確保されているため､現場搬入時の測定

は不要と考えて良いのでしょうか。 

・木材設計アドバイザーは、熊本県以外でもいらっしゃる？ 

・木造設計アドバイザーは具体的にはどのような人がやっているのでしょうか？ 

 

○第4章 安井講師 

・表4.1 1件当たりの損傷（焼損）面積は、準耐火構造を見ると、木造より非木造 

の方がむしろ大きいですか？ 

・P78 20行目は「自力避難『困難』者」を介助しながら･･･の誤記でしょうか 

・小屋裏隔壁は天井がない（小屋裏がない）場合も必要でしょうか？ 

・小屋裏は天井面から屋根下地面まででしょうか？ 

・小屋裏隔壁で建築面積300㎡とありますが、11行目では延べ面積300㎡とあります 

   違う規定でしょうか？ 

・P94図4.5左下の図で180ｃｍ以内の記述がありますが、以上でしょうか？ 

・P138他 燃えしろ設計を採用し、実際に火災にあった場合、建物の継続使用や再生 

は可能でしょうか？事例の有無等、御存知でしたら御教示願います。 

 

○第5章 赤嶺講師 

・P101の表5.2外壁熱貫流率について、木造のほうの石膏ボードｔ42ｍｍが2か所ある 

のは一般的な厚みですか？燃え代設計の標準的厚みなのでしょうか？ 

 

○第6章 中島講師 

・P122床下換気についてですが、基礎断熱の場合は、気密パッキンで床下が密閉され

ると思いますが、その場合、適切な方法はございますでしょうか。また、住宅性能
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表示で推奨されている規定はありますでしょうか。 

・P122外壁通気構法ですが、通気層の空気が滞留してしまうと効果はないと思います。 

空気の流れを良くするための方法は何かありますか？。また、夏季の生外気が通気 

層に侵入して内部結露が生じるということはありませんか？ 

・P122外壁通気構法ですが、通気層の空気が滞留してしまうと効果はないと思いま 

す。空気の流れを良くするための方法は何かありますか？。また、夏季の生外気が 

通気層に侵入して内部結露が生じるということはありませんか？ 

・金物工法の場合、ボルトが外壁に触れていることが多く、鉄橋になりやすいと思い 

ますが、外断熱以外の対策としては、どのようなものが上げられますでしょうか 

・JAS材指定をした場合は、心材が用いられているという理解で良いでしょうか。 

・構造用製材以外にCLTやLVL材等もシロアリの被害をうけますか？ 

・薬剤による処理ですが、薬剤の耐久性はどれくらいあるのでしょうか？ 建物の利 

用期間中にも再塗布するなどの必要は無くても良いでしょうか？実際に再処理を 

するのは難しいと思いますが。 

     ・地盤面から1.0ｍの部分に必要な防腐措置について、D1材使用や薬剤処理の他、 

どのような措置がありますか 

・wood decay hazard indexのアクセスと使い方をもう一度教えていただけますか 

 

○第7章 稲山講師 

・P138他 燃えしろ設計を採用し、実際に火災にあった場合、建物の継続使用や再生 

は可能でしょうか？事例の有無等、御存知でしたら御教示願います。 

・46条2項ルートは、JAS材を用いることが条件でありますが、具体的には構造上荷重 

を受ける部材だけでよいのでしょうか。垂木・根太・大引・荷重を受けないつなぎ 

梁などはノンJASで可能でしょうか？ 

・46条2項ルートは、構造材にJAS材を用いて長期短期の許容応力度計算、偏心率、層 

間変形角を満たせば、1項規定の壁量より少なかったとしてもいいよ、というルー

ト、という解釈でよろしいのでしょうか？ 

・稲山先生に回答いただいた者です。2項ルートは木質ラーメンなどの場合に使用す 

るということで回答いただきましたが追加質問で、ラーメンによる水平耐力を用い 

ず、1項では5倍超えの耐力壁も5倍として1項で取り扱わないとならないところ、2 

項ルートでは例えば5倍を超える耐力壁のみで構成し、壁長さを少なくした開放的 

な設計をするようなことも可能になるのでしょうか 

 

○第8章 藤田講師 

・P151の薄物CLT耐力壁は許容せん断耐力はどの様に設定していますか？ 

・P159の各階偏心率の検討はいくつになりますか。 

・8.2の事例の3F建てのものの柱断面は120角ですか？資料に断面の記載が見当たら 

   なかったので確認です。 

・P170の主な構造用木材のJAS製材相当とは？ 

・図8.2.19の軸組図にて、直交断面が作図されていますが、必要でしょうか？ 

     ・伏図の通り芯の符号がい・ろ・・・と1・2・・・で通常の構造計算との符号を順番 

が反対になっています。プレカットの入力時の関連でしょうか。又、構造計算では 

X、Yを使っています。構造計算との連動（BIM等）は、可能でしょうか？ 
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・S造、RC造では左下を原点としますが、いかがでしょうか？また通りの呼び名で「い・ 

   ろ・は・に・ほ・へ・と～」ではなくて「A・B・C～」はだめですか？ 

・P173 写真8.3.3 JAS材の木材スタンプにSD20とあります。令46条2項ルートで、 

含水率15％ではなかったですか？ 

 

 

○第9章 桐野講師 

・P177 表9.1.1について。カラー版を共有して欲しいです。また先生がおっしゃった 

「この表には一部誤りがありますが」とはどの部分でしょうか？ 

・木造 ロ準耐火構造は壁が耐火構造（木造の柱、間柱に強化せっこうボード21mmを 

3重張り両面）にすることで、内部は燃えしろ設計や被覆がいらないと理解してい 

いのでしょうか？ 

     ・46条2項ルートで設計する場合、構造部分に無等級材を使用して計算することは不 

可能でしょうか。 

     ・表9.2.24 で、断面は210-45*2=120より、120x120では。 

     ・P205,206 表9.2.23と9.2.24のマーカー部分がよく見えませんでした 

     ・設計段階で想定していた樹種に対し、現場段階で樹種を変更する場合、基準強度 

などが減少する場合には確認申請上計画変更に該当しますか？集成材の場合、構 

成するラミナの等級などが同等であれば軽微変更等の手続きで対応可能でしょう 

か？ 

     ・P215、3行目16倍等の高倍率耐力壁を使用する際は水平構面に大きな力がかかるか 

と思いますが、剛床にするのは難しいのでしょうか？ 

・メンブレン工法で耐火被覆した際も内部結露を防ぐため透湿防水シートは必要と 

なると思いますがいかがですか。 

     ・P212ですが、記載されている事項以外に鉄骨の柱を使用する場合の混構造となる 

具体的判断の基準はありますか？ 

     ・日本合板工業組合連合会による高倍率壁を使用した確認申請はどちらで行いまし 

たでしょうか？差支えなければ下ろしてもらえた審査機関を教えて頂きたいで 

す。（先日、ある行政機関に7倍を超える耐力壁の使用を相談に行ったところ、実 

験データだけではダメで、性能評価を取得していなければOK出来ないと言われて 

しまいました） 

 

○第11章 中越講師 

・P241のご説明で、木造軸組工法とCLT構造を併用できるとありましたが、正しいで 

すか？ 

・CLTパネルは、接着剤で構成していますが、釘、ビスで構成することは可能ですか？ 

(出来れば、現場で組み上げられる？) 

・P241のルート1の構造計算の説明では、CLTパネルと他の耐震要素との併用は認めら 

れないとの記載がありますが、P150の事例では、ルート１構造計算で耐力壁に「筋 

交い＋CLTパネル」を採用している記載があります。どのような条件になっているの 

でしょうか。 

・令第46条第2項のルート（告示第1898号）の構造計算とすることができないことと 

は別の整理ですか？ 
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○その他 

・手画面にテキストページ数もしくは講義されている章を記載していただけるとわ 

かりやすいです。 

・図2.1が小さい、読めない 

・遮音性能に関する表の掲載、断面も掲載希望 

・構造設計の講習の際も出たと思いますが、画面に映し出されている資料を後で良 

いのでください。本番のテキストでは記載されるとは思いますが…。 

・木材調達のフローは貴重な資料にて掲載を 

・P34耐久性に関する庇や雨の跳ね返りに関する資料もう1度見せてほしい。 

・テキストにない資料の配布をお願いします。 

・P67の3行目（赤矢印）が解らない 

・講習のスライドの資料は拡大しても一部見えにくいものが多々あります。あとか 

ら配信いただくことは可能でしょうか。 

・誤記がかなりあるようです。正誤表のまとめと公表か送付をお願いします。また 

は、今回の暫定版の人に対して改訂版を購入の際に割引をして頂く等をお願いし 

ます。 

    ・各講義のパワーポイントのPDFを公開して頂けませんか？パワーポイントは分かり 

やすかったのですが、テキストにない部分が色々とあります。メモも取り切れませ 

んでした。 

・テキストの間違いについては、正誤表として後日配布してください。 
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(2)第２回 2021年1月20日『木でつくる中大規模建築の設計入門』講習会 

 

○第2章 大倉講師 

・事例3 山形県といっているが、山梨県では？ 

・積算の一本拾いとは？ 

・P23の表2.4内装木質化の「構造体現しが有利である。」は誤記でしょうか。 

・P35の構造用製材の区分で目視等級と機械等級がありますが、両方を指定するので 

 しょうか 

・地域木材のヒアリング窓口としては最初にどこが考えられるでしょう？ 

・熊本県以外に、木造設計アドバイザー派遣事業の取り組みを行っている事例等は 

あるでしょうか？ 

・間伐材の利用促進の取り組みについての話をよく聞きますが、間伐材は建材とし 

て利用できるのでしょうか。流通材の中にはすでに間伐材が含まれているのでし 

ょうか 

・P31 木造建築物の床の遮音性能について、L-50,L-60を確保するのは非常に難し 

い。衝撃音試験をしてもクリアしなかった。実証試験をした具体的な断面例を今 

後提供していただくと有難いです 

 

○第3章 青木講師 

・SD20の印字してある材料はよく見るのですが、含水率15%の構造用製材は市場に出 

 回っているのでしょうか。 

・心材が耐久性が高いとは生物劣化に対する耐性のことであり強さやヤング率のこ 

とではなく、未成熟材は細胞壁二次壁S2層のセルロースミクロフィブリル傾角が 

成熟材より大きく性能が低下すると聞きました。含水率、耐久性と共にこの特性 

がどう影響するのか関係性と実際の現状を追記出来ませんでしょうか。 

・プライの数値は具体的にどのようにして決まるのでしょうか 

・ラグスクリューとラグスクリューボルトの違いを教えてください 

・人工乾燥材による内部割れの構造的な欠陥などについて現時点でわかっているこ 

とを教えてください。 

・高温乾燥は耐久性に不安とありましたが、数値で根拠を示すことは現時点ででき 

ていないのでしょうか 

・ヤング係数の値はその等級の下限値を使用するのが一般的でしょうか？ 

・P60接合金物のご説明時、ボルトで降伏させるようにすると仰っていたと思うので 

すが、テキストには「ボルトの降伏や木材のせん断破壊が先行しないようにす 

る」とあります。座金でのめり込みもありますが、接合部の破壊形態としてどの 

ような形が良いのか教えて下さい。またパワーポイントを後日頂けると有難いで 

す。 

・46条2項ルートではSD15が求められるのに、入手しやすい流通規格材はSD20とあり 

ました。SD15は入手しにくいのでしょうか？ 

・SD20を使用せざる得ない際の設計上の留意点はありますでしょうか。意匠、構造の 

両者の観点であれば教えてください。 
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○第4章 安井講師 

・延焼防止建築物や火災時倒壊防止建築物の実例があれば教えていただけないでし 

ょうか。 

・複合用途建築物の場合の、防火上の対応はどのような想定になるでしょうか。基準 

 法では、各用途エリア毎の位置関係まで、規定されていなかったと思います。 

・高度な準耐火構造による建築設計の実例があればご教示ください。 

・初期消火に有効な最新設備があれば教えてください。 

・P95 通達による別棟の場合 3ｍの離隔距離は軒、ケラバの出は考慮しなくてもい 

 いですか？ 

・準防火地域に木造3F住宅を計画中ですが、確認審査機関との協議では木造の場合ロ 

 準耐火建築物1号（外壁耐火）は不可と2社から回答がありました。木造で外壁耐火 

 は物理的に可能でしょうか？ 

・昭和26年通達を用いて既存建物ＲＣ造に対して木造を増築する計画中なのですが、 

 行政や確認申請機関が通達を用いた事例が少ないため嫌がって認めてくれません。 

説得に皆さん苦労されているのでしょうか 

 

○第5章 赤嶺講師 

   ・省エネルギー基準の規制措置で、外皮性能は評価不要とありますが、計算も不要な 

    のか、計算は必要で評価は不要ということでしょうか。 

 

○第6章 中島講師 

・P119下から4行目ユニッバスとなっています 

・雨にさらされない木仕上げ（屋外の軒天など）について、霧への対応は必要で 

しょうか。霧程度の水であれば、通気を取っておけば特段の対応は不要でしょうか。 

・耐久性の高い心材利用と、強度の期待できる成熟材（木の中心部分でなく外側部 

分）に製材による製品化や使用方法に区別はあるのでしょうか？ 

・床下換気について、べた基礎での1FLの床組で置床等（外周部の基礎天端より1FL 

が低い場合）にて設計した場合、床下空間がほぼありませんが、床下換気の検討 

は必要でしょうか？ 

・保存処理木材の保有性能K1〜K5について、屋外に露出する木材で耐塩害性能をも 

たせたい場合はどれを選択するべきでしょうか。 

・保存処理K3．K4の適用について、木の種類、辺材／心材に対して浸透しやすい／ 

しにくい等の制限はありますか？ 

・最上階小屋裏の野地板面で断熱した場合の小屋裏換気の考え方についてご教授く 

ださい。 

    ・特別豪雪地帯など、雪が2m以上積もる地域で木を屋外現しで使用する場合の注意 

点などありますでしょうか。 

・外壁仕上げに木とした場合、薬剤による含侵の他に、保護塗料も必要でしょう 

か。保護塗料は主にどのような機能となるのでしょうか。 

    ・P126の5段3行目「製剤の日本農林規格」→製材 

    ・積雪高さが1ｍを超える地域(1月から3月頃)にて、バルコニー等を設ける場合、特 

に留意すべき事項等があるでしょうか？。また、P128に記載されております手法以 

外に、効果的な手法等があれば、ご教示願います。 
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○第7章 稲山講師 

・面材耐力壁に小開口を設ける位置や大きさの規定はわかりますが、その小開口の数 

 についての規定をご教授ください。 

   ・P160 面材耐力壁に小開口を設ける際の留意点について 

図8.2.10の開口補強など明記していますが、この根拠はどこから抜粋したもので 

しょうか? 

 

○第8章 藤田講師 

   ・住宅用特殊加工機の特徴は多様なデザインに対応可能とのことでしたが、加工可能 

    範囲以外にその他の加工機との具体的な違い、得意な加工はどのようなものでしょ 

うか。 

・8.1.4 14行目の屋根架構が接合部の納まりが決められた平面トラスとはどのような 

ものでしょうか。ご教示下さい。 

・P160 面材耐力壁小開口を設ける際の留意点について、図8.2.10の開口補強など 

明記していますが、この根拠はどこから抜粋したものでしょうか? 

・三階建て事務所建築の事例で薄型CLTを使われているようですが、使い方や耐力をど 

うされているかお教え願えますでしょうか。 

   ・P157 3階建事務所で一部床にALCを使用されているようですが、使い分けの理由・ 

意図（特徴）をお教えいただきたいです。 

 

○第9章 桐野講師 

・P186ロ準耐-1を採用する場合の注意点として、「外壁の屋内側石膏ボードを木梁が 

貫通するような納まりがないこと」とありますが、具体の納まり等参考となる書籍 

等お示しいただけますか。 

・表に間違いがあると聞こえましたが、そうであれば正しい表をいただけますか？ 

・P177の表が誤っているとの話で、配布されたテキストも白黒ですので、色分けで 

    表示しているのであれば、それも配布していただきたいです。 

   ・P186の表も同様でしょうか。 

   ・P187の図も色で仕様を区別しているのであれば、カラー資料を頂きたいです。 

・P191天井を構造体の梁と縁を切るというのは床支持の梁とは別の梁を構造体の 

梁に設けるという解釈で合っていますでしょうか？ 

・建設コストを比較した場合、3階建て程度の公営住宅やマンションではRC造やS造 

と比べ、床遮音性能を鑑みて木造は安価になるのでしょうか？近年では、住宅系 

も木造価格が高いと聞いていますが、見解をお願います。 

    ・石膏ボードを床に使用する場合があると思いますが、ひび割れ破損の心配がありま 

せんか？ 

    ・P198トラス部分は水平力負担はしないという方針でしょうか？ 

・こども園の説明の際に、合板耐力性能最大15倍という話がありましたが、数値上 

は15倍まで耐えられるという事でしょうか。確認申請上は通常の最大5倍と考えて 

宜しいでしょうか。 

    ・P194で柱梁の材種は無等級とされていますが、P204に示す燃えしろ設計が必要な 

柱のみ機械等級区分(ベイマツ)とし理由は何でしょうか。梁成210mm以上はベイマ 

ツ無等級からオウシュウアカマツ集成材に現場変更されていますが、先の柱はベイ 
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マツ集成材で現場変更されなかったのでしょうか。変更されていない場合は理由が 

判りますでしょうか。 

・213頁燃えしろ設計の断面パターンにて、45㎜の場合床・壁がない箇所で、燃えし 

ろが確保されていませんが誤記ですか？ 

   ・P206の表9.2.24の燃え代を差し引いた断面、210-（45+45）＝120となるのでは？ 

   ・P189 壁、天井の開口検討について、換気ダクトの仕様は記載ありますが、換気設 

備の機械本体の埋込部はどのように対応されたか、お聞かせいただきたいです。空 

調設備は天井埋込ではなく壁掛けでしょうか。埋込の場合はそちらの処理もお聞き 

したいです。 

   

○第10章 佐藤講師 

・ツーバイフォー工法の床遮音について、LH-55を目指すなら本格的な対策が必要、

というご説明でしたが、軸組み工法同様、その方法は確立していない、という認識

でよいでしょうか。確立された方法があればご教授願いたいです。 

 

○第11章 中越講師 

・CLTのメリットは何でしょうか？ 

   ・CLTの断熱性能はみれるのか 

 

○その他 

・時間割教えて下さい。質疑回答全て聞けないので後日メール配信お願いします。 
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(3)第1回 2020年11月25日『木造軸組工法による中大規模建築物の構造設計の手引き』 

講習会 

 

○全体について 

・全体の考え方について質問です。本手引きには、住宅用グレー本2017年版の内容 

 で書かれている検定項目と書かれていない検定項目があるようですが、書かれて 

いないものについてはどのように考えればよいでしょうか？(例：軒・けらばの負 

の風圧に対する検定、吹抜周辺の水平構面のせんだん力割増などです) 

   ・第Ⅰ部－10 表1.3-1 表内 材料非強度→材料比強度 

第Ⅰ部－34 表2.1.3-5 強度等級 E105-F30→E105-F300 

    ・テキストの誤記部分はまとめて配布してください。 

・ここに記載された質疑と回答についても、後日の公開をお願いいたします。 

・全編を通じた「正誤表」の展開をお願い致します。 

・テキストに記載のない重要な内容がスライドで多く示されていますので、スライ 

ド資料も後日公開することを希望いたします。特にラーメン設計法はテキストに 

ない多くの図版等が重要かと思います。 

 

○第1章 稲山講師 

・図 1.1 構造設計ルート図で "階数≦2、延べ S≦500m2 かつ高さ≦13m、軒高≦9m"な 

らば結局（筋かい建物でなくとも）”仕様規定ルート”をとっていいように見えな 

いでしょうか。構造関係技術解説書の表 6.6-1 と相違ないでしょうか。また、た 

とえば平屋で 50m2 以下の建物には 46 条 1 項、2項とも求められないと考えてよい 

でしょうか。 

    ・第Ⅰ部-3図1.1、令第46条３項の括弧書きが（火打材）となっていますが、現施行

令では火打材の表記は「類するもの」の方に含まれるように変わっていますので、

括弧書きの中は『（木板等）』とされた方がよいのではないでしょうか 

    ・大スパン架構は、鉛直荷重のみ扱うとのことですが、実際は屋根の地震力はトラ

スの斜材を通じて耐力壁に伝わるかと思います。風負圧時も然り。本書では鉛直荷

重のみの検討を対象としていて、水平荷重時等については設計者各自が応力等を算

出して斜材の検討をする、というスタンスとの認識でよいでしょうか。 

・稲山先生の講義ですが、聞き間違いであれば申し訳ございません。立面混構造で、 

1階、2階RC造、3階木造の場合、剛性率のチェックはRC造の箇所で剛性率を0.6を 

満たないことは少なかろうと思います。あまり推奨しないような話ぶりだったと思 

われます。2階建て混構造を推奨するようなことでしたが、いかがでしょうか？。 

理解不足でしたら申し訳ございません。 

 

○第2章2.1 槌本講師 

・JAS材であることの認定はどのような資格の機関、工場、人が行えるのか後ほど質 

 疑応答時に御説明いただけるとありがたいです。 

・第1部-24 図2.1.1-10の凡例が印刷されていないようです。 

・実際には無等級材と定義できるものは市場に流通していないと考えた方がいいの 

でしょうか？ 

   ・Nail-Laminated Timberが正です。 
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   ・構造用製材の寸法調整係数に関しては、本書P26で式(2.1.1-1)について「～木質 

    構造設計基準の次回改定に合わせて導入される予定となっている」との記述があ 

りますが、改定前の現時点では木質構造設計基準・同解説の現在の版の記述に基づ 

き集成材と同じ係数（本書p.36に示されている係数）を乗じるという運用で問題な 

いでしょうか？ 

 

○第2章2.2 川原講師 

・ラ－メンは具体的にどのような使用の仕方を想定していますか。 

・「ラグスクリューは木口面に打ち込む場合、引き抜き方向に抵抗させるようなこ 

とはしない」とのことですが、以前木規準では木口に限らず引き抜き方向には使 

えない旨が書かれていたかと思います。近年その知見に変化があったのでしょう 

か。垂木にラグスクリューを使う場合も往々にしてあるかと思います。 

・アンカーボルトの定着長さについて質問です。グレー本2017年版ではM16について 

「25kN以下：埋め込み長さ360ｍｍ以上、35.5kN以下：埋め込み長さ510mm以上」と 

ありますが、中大規模グレー本には「33.6kN以下：埋め込み長さ312mm以上、 

37.6Kn以下：埋め込み長さ347mm以上」とありました。この違いについてご説明を 

お願いいたします。 

・ラグスクリューの木口の件で質問したものです。質問の仕方がよくなかったので 

すが、お聞きしたかったのは、木口面以外であれば、ラグスクリューを引き抜き 

方向に使用しても良いか、ということでした。以前、木規準では木口面以外で 

も、引き抜き方向はお勧めしないようなことを書かれていたかと思います。 

・木質構造用ビス接合にて、全ねじタイプと先端ねじタイプありますが、設計上 

（せん断力向きか、引張力向きかなど）好ましい使い分けあるものでしょうか。 

・川原先生からご説明ありましたが、ジベル類は金物の入手が困難なこともさるこ 

とながら、加工機を有する工場も難しい状況と考えます。木規準のように、新商 

品の開発を阻害しないために記載したものの、現状は入手も加工も難しい点を解 

説等で記載いただけると助かります。 

 

○第2章2.3-4 福山講師 

・午後のセッションで、「2.4.2 柱の座屈と・・・」について質問です。 

第1部-123の7行目、「・土台など・・・」で長期について言及はありますが、短 

期についての検討は不要と考えてよろしいでしょうか? 

・第Ⅰ部-123、１行目～の面材耐力壁が取り付く場合に座屈の検討が不要となる件、 

 参考となる技術書や論文等があればご提示いただけないでしょうか。 

 

○第2章2.5-6 小谷講師 

・本書やグレー本に記載の通り、3次梁以上の梁上耐力壁は基本的に避けるべき計画 

 でありますが、意匠プラン上の理由等でどうしても避けることが出来ないことがあ 

ります。その際は、2次梁までの剛性低減係数値（電算計算値）や、3次梁のたわみ 

量等から任意で剛性低減係数を設定しています。やむを得ず、3次梁以上の梁上耐 

力壁とする時、剛性低減値の設定について何か良い方法はありますでしょうか？ 

・スライドの「壁倍率5倍以下」の記載は壁倍率5倍以下の耐力壁を組み合わせて計 

15倍以下で用いるという意味でよいですか。例えば二ツ割り筋かいのたすき掛け 
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と3.7倍の面材耐力壁を両面で4.0+3.7×2=11.4倍で用いてよいですか。 

・許容応力度計算のとき、柱同寸筋かいは圧縮5.0倍、引張1.0倍ですが、たすき掛 

    けで用いて図2.5.1-8のように補強をしても壁倍率は5.0倍を満足する程度で6.0倍 

    にはならないということでしょうか。 

    ・第Ⅰ部-127、ロッキング効果について式がありますが、アンカーボルトやホール 

ダウン同士を繋ぐボルトの軸剛性は金物変形に比べて高いということで無視してい 

るのでしょうか？ 

・表 2.5.8-2 右下の隅柱の場合の場合は、「長ホゾ」ではなく、「大入れ＋長ホ 

ゾ」ではないですか。 

・表2.6.1-1で水平構面の面材に構造用パネルを用いるときに、構造用合板の厚さの 

範囲と厚さの範囲が異なるのはなぜですか。(構造用パネル=OSB 1級：24mm又は28mm、 

2級：15mm、3級：11mm又は12mm、4級：9mmと想定) 

・P201 勾配屋根水平構面にて実験によらない場合に、床水平構面仕様4周釘打ちと 

した上で、勾配分の角度補正をする対応で良いのでしょうか？ 

・根太落とし込みの場合、転ばし寸法が0のため転びによる剛性が計算できないの 

で、第Ⅰ部－212の根太無し工法(直張り)床水平構面の詳細計算法の式を用いてよ 

いですか。 

     ・通気確保など考慮して、登り梁端部を蟻掛け+羽子板として梁天端を30mmや60mm 

レベルを上げて掛けた場合、詳細計算では半転び扱いですか？根太堀り扱いです 

か？。逆にいくつぐらいまでなら、根太堀り扱い出来ますか？。あるいは転びに 

ついて蟻掛けと、金物工法の梁受け金物では挙動が異なると思いますが、転びに 

ついての見解をお教えください。また、P209では片側は落とし込み、軒桁側は兜 

がけになっていますが、両端で条件が違う場合はどのように考えればよいでしょ 

うか？。 

・高倍率壁のホールダウンの3ミリ変位の確認は不要ですか。 

 

○第2章2.7 秋山講師 

・第Ⅰ部-248ページの「ix1」（柱余長）についてL型の柱梁接合部では納まり上の関

係から、この余長寸法を確保するのが難しいです。設計上、最低限確保すべき余長

寸法はどのくいらいでしょうか？。例えば、1層ラーメン柱の余長を2階の室内に突

出させない為に、余長＝床合板厚（24㎜程度）として設計するのは問題ないでしょ

うか？ 

・断面算定ツールの提供の予定はありますでしょうか。（検討の手間がかなり多そう 

 ですので） 

・木造ラーメンの仮定断面を算定するにあたり、効率がよい方法はありますか。 

・第1部-235,247 引きボルト式柱梁接合部の回転剛性を求める際の中立軸の位置Xnは 

柱芯または梁芯としては、ダメなのでしょうか？そうした場合、何か問題があるので 

しょうか？ 

・スライドのPDFが欲しいです 

・木造ラーメンの設計法は難解ですので、手引きの正規版には計算事例を追加願いま 

す。 

・引きボルト方式や鋼板挿入ドリフトピンによるラーメン構造では層間変形角が納ま 

 るか気になるところです。多雪地域では低層でも地震時積雪荷重により地震力が大 
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 きく層間変形角も大きくなります。階数、スパン長、積雪量などのファクターを変 

 えてどの程度の部材サイズが必要か設計事例を紹介いただけるとありがたいです。 

 

○第2章2.9 田尾講師 

・木造トラス接合用のZマーク金物・クロスマーク金物のようなものは今後できるの 

 でしょうか？ 

・トラス梁でスパンが大きく、吹上げ荷重が大きい時、下弦材の座屈を無視できな 

いと思いますが、下弦材の座屈止めの一般的な方法を教えてください。 

・鋼板挿入ドリフトピン接合などを用いるトラスの設計上の留意点や計算例が欲し 

いです。 

・積雪時のたわみの検定に関して、2.5 倍の接合部割り増しのほか、多雪地域の場合 

 はクリープの割り増し 2.0 をかけておくべきでしょうか？ 

・製材と集成材の違いについて、コスト的にはどれくらいの差があるのでしょうか？ 

・JIS トラス・平行弦トラスの福山先生の解説のあった、風吹上による負圧に対する 

考え方を教えてください。 

 

○第2章2.11 川原講師 

・燃えしろ検討について。柱の外壁側は被覆される場合、もえしろの考慮は、室内側 

 の3面で良いのでしょうか。 

・燃え代設計時における横架材の変形については、特に考えなくても良いのでしょ 

うか？ 

・梁を燃え代設計した場合、異等級対称であれば、燃えしろ分無くなると耐力が変 

わると思います。この点をどのように計算に盛り込むのでしょうか？ 

・山形トラスの計算方法は全く、JISA3301の資料と同じと考えてよいでしょうか。 
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(4)第2回 2020年12月17日『木造軸組工法による中大規模建築物の構造設計の手引き』 

講習会 

 

○第1章 稲山講師 

・表1.2-3が見つかりません。 

・表 1.2-3 はテキストにありますか？ 

・壁量規定を満足しない場合、集成材ルート以外に、控壁・控柱の規定がありますが 

具体例はないでしょうか。方杖の事例は日本建築士事務所協会の古い設計指針で見 

たことがあるんですが。 

    ・木造と鉄骨造との混構造ルート1で、「鉄骨造の構造部分を有する階」がスパン6ｍ 

以下であることが求められていますが、12ｍスパンの鉄骨造の中央に木造柱を計画 

したスパン6ｍのものは該当しますか。 

・基礎は中規模だと１階床面積が大きくなるので、布基礎の採用が多いのでしょうか？ 

・トラスとそれを支持する横架材、トラスとそれを支持する柱との接合部の設計方法 

（特に地震時）を教えてほしい。 

 

○第2章2.1 槌本講師 

・常時湿度の高い部分(温浴施設等)に用いる場合平衡含水率はどのような考慮を行 

った方が良いでしょうか？ 

・図2.1.1-10、凡例がない。 

・認証工場は徐々にでも増えているのでしょうか？増えていないのであれば、増え 

ない原因を知りたいです。 

・認証工場の一覧表に栃木県が有りません。JAS認証工場に関しては栃木県は他県に 

 比較して優秀のはずです。掲載されなかった理由を教えてください。 

・枠組の材の説明が含まれているが、この本では枠組壁工法は扱わないのでは？ 

・本書で扱わない枠組みの説明を略して他に時間を割いて欲しいです 

・本文が JⅠ～になっています。JSⅠ～？ 

・材料に関して、グレー本から中大規模に拡張するにあたって意識的に追記された部 

    分 or 材料はどこになるでしょうか。重複部分が多いように感じられてすぐに判別 

できておりません。 

・パーティクルボートの木ねじ保持力の加力方向と木ねじの仕様の規定はあります 

でしょうか。構造用パネルの釘接合のせん断耐力の規定値は、何を基準としている 

のでしょうか。釘の支圧に対する木材のめり込みでしょうか。 

  
○第2章2.2 川原講師 

・280mmのビズの施工にあたり、摩擦熱による木材の炭化→接合耐力の低下等の考慮 

 は不要でしょうか。あるいは施工上の注意点等ありますでしょうか。 

・ジベルはJIS規格でありますでしょうか。建築ではどのような経路で使用できるも 

 のを探せば良いでしょうか。 

   ・腰掛のクライテリアについて。せん断となっていますが、割裂の方が危険側とい 

    うことでしょうか。 

   ・アンカーを土台芯から偏芯で施工する場合、土台縁と座金縁の離隔距離の規定等 

はありますでしょうか。 
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・スクリューボルトや鋼板挿入接合の場合は、横架材の断面欠損はどのように考慮 

すればよろしいでしょうか？ 

 

○第2章2.3-4 福山講師 

・積雪荷重の割り増し係数はぜひテキストに追加して頂きたいです。 

・重量衝撃音 L 値に対して、考慮すべき点を教えていただきたいです。 

・P119 では、たわみ制限の床の固有振動数については、8KHz 以上となっていますが 

・たわみ制限の振動数について、テキストでは8Hz以上とあるが、解説では8~10Hz以 

 内とありました。8以上10Hz以下を目安とすれば良いということでしょうか？ 

・面材耐力壁が柱の片側にとりつくケースで有効細長比の検討を省略できる旨の説 

 明がありましたが、長期軸力が大きい柱でも片側に面材耐力壁がついていれば省 

略できますか。 

・強軸風圧と弱軸座屈の足し合わせは単純和ですか。 

・P123に記載の柱の弱軸補剛等に関する記載は面外風圧を考慮するときにのみ適用 

可能なのか、それとも鉛直荷重時も適用可能と考えてよいのでしょうか 

・強軸の風圧力と弱軸座屈の検定比足し合わせは単純和ですか。 

・P119の床振動数を計算する式のδgは床の撓みのみを考慮したものでしょうか。床 

に囲まれた梁の影響を考慮した場合としない場合では振動数は変わりますが、どの 

ような考えでしょうか。梁の影響も考慮すれば 5Hz 程度もあり得るかと思います。 

 

○第2章2.5-6 小谷講師 

・P124 壁量に参入→算入？ 

・壁の高さが低い場合の考え方を教えてください。 

・二段筋交いの高さは 3000～4500 ではないですか？ 

・住宅グレー本で H/L<=5 が規定されていましたが、中大規模では無視して良いとい 

う事でしょうか。重要なところかと思います。 

・面材が連続する場合は 2P 以下の『P』の値はどこですか？ 

・P135の(5) 2) c) の記載について、「階高が高い」とは何を基準とするのでしょ 

うか。Ⅰ-133では柱は2.5m以下、Ⅰ-135では2P(=1.82m?)以下となり、整合性が不明 

ですが・・ 

 ・P135、c)面材耐力壁、柱断面120角とは階高が高くなると必要との意味でしょうか？ 

その場合階高の基準はありますか？ 

・α を設計者が設定するための目安になる資料はありますでしょうか？ 

・α で計算結果を決めるのは、危険ではありませんか。 

・面材耐力壁の高さが高い場合の規定について、グレー本の詳細計算法では真壁を高 

さ方向に貼り継ぐのは NG となっていたかと思います。壁が高く、1 枚の面材で貼れ 

ないが真壁を採用したい場合、P135 によれば告示の仕様を採用するのであれば高 

さ方向に面材を継いでも良いと考えて良いのでしょうか 

・Ko2700 さんと同じで公共建築物の担当者(行政や会計監査員)が納得できるような 

指標があるとよいように思えます 

・ロッキング変形が問題となるのは壁倍率でいうとどの程度の耐力壁でしょうか？ 

・ロッキング変形による剛性・耐力低下は耐力壁の上下連層の度合いにも依存すると 

思いますが、それは無視してよいのでしょうか。 
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・剛性低減のモデルに関連して令44条では梁下側のみを言っていますが引抜が生じ 

た場合上側の方も同様に考慮しなくて良いのでしょうか？ 

・P135「面材耐力壁の仕様」H：3ｍ超えの告示2.5倍壁を詳細計算すると，倍率が告 

示より低く出てきます。アスペクト比1：5は満たしています。テキスト見ると，特 

に詳細計算法を使用しなければならないという記載はありません。告示倍率を満 

たすことができる仕様規定など，追加する予定などありますか？もしくはアスペ 

クト比を守っていれば，実験結果で2.5倍の耐力出ているものでしょうか？ 

      ・部材の剛性を2倍にするれば、15倍の面材を両面貼りをしてもよいのでしょうか？ 

・真壁の詳細計算法 7倍までしか計算できないが、受け材（30x40）を表裏面で共有 

しないのであれば両面貼り真壁：14倍として耐力壁換算しても良いでしょうか。 

・耐力壁の回転剛性は許容せん断力が変数になっていますが、許容せん断力にはα 

がかかっています、実情と異なる剛性調整がされる可能性があるのではないでし 

ょうか。 

・P175 2.5.6（1）①ｂ）2行目 0.15が抜けています 

・面材耐力壁のせん断力は下端横架材に打たれる釘である程度伝達できるという考 

え方は無いのでしょうか。 

・P188,191 の曲げモーメント図を見ると連層壁なのに反曲点が階高以内となってい 

ます。安全側の評価になりますでしょうか。壁モデルが線材で支点が回転バネとな 

っていることが原因かと思いますが、壁ブレース置換モデルとした場合等と比較さ 

れていますでしょうか。 

     ・質問ですが、水平後面の許容応力度の上限はあるのでしょうか？ 

     ・P195 柱頭柱勝ちで梁受金物接合となる場合、柱頭の引抜力はどのように処理しま 

すか？ 

     ・ほぞのせん断耐力を算定する基準はありますか？。例えばsQa=A*fs/1.5(1.5は 

Q/A*1.5=τに対応)など 

・梁の水平時応力としてP.187-191に示されるラーメン置換モデルによる応力を用い 

ることは妥当でしょうか。あるいは必要は無いでしょうか。また、耐力壁が梁の中 

間にある場合も、同様の考え方でラーメン置換モデルを用いて良いでしょうか。 

・小屋組内に壁を入れるのはいいですが、壁脚の水平力の行く場はどこですか？ 天 

井レベルにも水平構面を作っている？ 

・耐力壁、床面ともにですが、基本的に構造用合板による耐力・剛性式ですが、いず 

れ CLT を用いた場合はまだ実験するしかないのでしょうか？ 

・水平構面の負担せん断力を算定する際、大スパン架構とみなすのはどれ位からが目 

安でしょうか 

・P217の転び止めを軒桁、棟木の上部に設置すればP209のくも筋交いは省略できる 

のではないでしょうか。 

 

○第2章2.7 秋山講師 

・P287 梁端部のモデル化ですが，2つある回転バネ剛性を縮約し1つにまとめる方針 

は有りえますでしょうか？降伏耐力はいずれかの耐力の低い方になるかと思いま 

す。モデル化がとても簡略化されて，設計者としては嬉しいです。 

・柱勝ちの場合、終局時の鉛直荷重支持能力を担保する、引き BT の納まりはどのよう 

な納まりでしょうか。 
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・正規版には、接合部仕様や記号との対応が分かる図示を増やして頂けると非常にあ 

りがたいです。接合部設計マニュアル的に 

・基本的な質問になりますが、接合部の仕様を選択する際、引きボルト式かドリフ 

トピン式のどちらを選択するかの決め手みたいなものはありますか。 

     ・ざっくりドリフトピン仕様は高価で、引きボルト仕様は柔らかいので変形角が難し 

いという印象はあります。 

・何をやっているかの大枠は分かりやすくよくまとまっていて素晴らしいと思います。 

一方設計に採用するのはハードルが高い事情もあり・・ラーメン接合部の与条件に

よる検討を行うプログラムソフトを開発・販売していただきたいです。 

 

○第2章2.9 田尾講師 

・トラス構面内に耐力壁は入れてもよいのでしょうか？。別構面となるようにするべ 

きでしょうか？。トラス構面内に入れる場合の注意点があれば教えて下さい 

・スギ製材を用いたトラス試験の写真を見ると，製材を使用する場合応力的に余裕を 

持って設計したいと感じました。スギ製材の試験ではどの程度早期に破壊が進行し 

たのですか？計算耐力と実耐力の大まかな割合を知りたいです。 

     ・トラス自体は支点ピンとした長期設計を行うと思いますが、地震時など、トラスと 

それを支持する柱（横架材）との接合部はどのように設計すればよろしいですか。 

・大変勉強になりました。スギの E50 製材をトラスの束材として利用することについ 

て御意見をお聞かせください。 

 

○第2章2.11川原講師 

・トラス梁の斜材や束材に丸鋼を使用する場合も丸鋼に防火上有効な被覆が必要で 

すか？ 

・燃え代の表2.11.1-2についての質問です。JAS材と指定があるのですが極論大きな 

欠陥のない径、1mの無等級丸太材は燃え尽きてしまうと考えるほかないのでしょ 

うか？ 

・CLTの燃え代設計において、異等級構成では残存断面の許容応力度が変化する旨の 

記載がありますが、梁に対称異等級集成材を使用する場合には気にしなくて良い 

のでしょうか。 

・燃え代計算に地震荷重がありますが、地震と火事が同時に起きた場合を想定したこ 

とによりますか。 

   ・そもそも的外れでしたら申し訳ありません。残存断面での有効な応力伝達構造は在 

来の接合部についてはどのように考えたらよいでしょうか。在来では燃えしろ設計 

は不可でしょうか？ 

    ・質問が出ていますが、トラス全体を梁と考えて燃え代設計が必要と考えればよろし 

いですか。つまり、丸鋼を使用した平行弦トラスでは、丸鋼も被覆が必要と考えれ 

ばよろしいですか。 

・中大規模木造になってくると木表しのため 1000 平米区画のための独立防火壁が出 

てくることが多々あります。現状明確な設計法がなく，設計者が申請機関と協議し 

ながらすり合わせている状況です。中大規模グレー本では，なにか設計方針・設計 

例など記載されますでしょうか？ 

・引きボルトなど軸方向接合には、母材燃え代+接合の燃え代ということでしょうか。 
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